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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　エリエラ・カミーネンが馬から下りたのは、平野のまんなかの不思議な場所だった。

　荒こう野や一歩手前。そんな風景。しかしエリエラは一いつ顧こだにせず、己おのれの装備をてきぱきと確かめる。長ちよう剣けん。ブーツ。普ふ通つうのものより一段階軽くつくられている軽装鎧よろい。

　その他ほかの、身み支じ度たくに必要な物品は、最低限しか持ってきていない。わざとそうした。

　女だてらに、と意識したわけではない。

　いや。

　意識したのかもしれない。

「目的地……到とう着ちやく。十五刻、すぎ……予定に若じやつ干かんの遅おくれも、問題なし」

　決意をこめた眼まな差ざしを、あえて目的地──果てしない荒野に突とつ然ぜんわだかまる、みどりのかたまりからそらした。今さら使命に燃えてみせても、高こう揚ようは隠かくせない。

　久しぶりに会える。憧あこがれの人に。

「長居は無用。あたしが……必ず」

　静かに呟つぶやいて、愛馬の手た綱づなを背の低い門柱に繫つなぐ。

　敷しき地ち内に踏ふみこみ、改めて周囲に視線を配った。外から見ても感じていたが、中に入るとより密度が濃こく思える。油断はならない。気を引き締しめねば。

　意識を新たにして足を進めるも、すぐに耳が特異なものを捉とらえた。

　子供の声。こんな隊商すら通らない、王国のどん詰づまりの地で、大勢の子供のはしゃぐ声が聞こえるのだ。

　少し速くなりかけたエリエラの足取りが、しかし急停止する。

　人型をした生き物が二体、並んで彼女を見上げていた。

　女の子、のように見える。ゆったりした暗い色のローブに、短いピンクの髪かみ。手を繫ぎ合っているその二体は、双ふた子ごのように瓜うりふたつだった。というかきっと、本当に双子で、そして実際女の子に間ま違ちがいないのだろう。

　人間の、ではないというだけで。

「えっと……ん、こほん。自分は、第一軍団三級騎士、エリエラ・カミーネン！」

　なにはともあれ、名乗りを上げる。

「ここの園児であれば問おう！　デルク・ライシード一級騎士見習い殿どのはおられるか？」

　答えは返ってこなかった。

　二体の魔ま族ぞくは、じっとエリエラを見上げている。身体からだも、視線も、微び動どうだにしない。

　すさまじくできのいい彫ちよう像ぞうにすら思えたが、片方が小さくくしゃみをした。

（……かわい）

　一いつ瞬しゆん浮うかんだ雑念を、エリエラは頭かぶりを振ふって追い払はらう。

　油断禁物と思ったそばから、外見に惑まどわされてしまうとは。相手は魔族。何があろうと、絶対に気を許してはならない。

「じ、自分は、怪あやしい者ではない！　デルク・ライシード一級騎士を……わ、わわっ」

　突然、二体の魔族が同時に走りだした。

　両りよう腕うでをまっすぐ水平に伸のばし、それぞれ無む軌き道どうに駆かけ回っていたかと思うと、やおらエリエラを挟はさみこんでぐるぐると周回しはじめる。

　同じ顔がふたつ、ぐるぐるぐるぐる。笑えてくるほどの無表情で。

「ちょ、な、なになに？　えっ？　何なのこれ？　あたし何されてるの、あ、あわわわ」

　棒立ちしたまま慌あわてに慌てる。なにせろくろく動くこともできない。

　下手に動けば、蹴けり飛ばしてしまいそうで──いや、それがどうした？　少しくらい、なにをためらう。相手が人ならばいざしらず。

　人の誇ほこりを示すべく、むん、とエリエラが眉み間けんにしわを寄せた瞬しゆん間かん。

　魔族たちが同時にジャンプし、小さくて柔やわらかそうな互たがいの手のひらを、エリエラの顔の前で強したたかに打ち合わせた。

「きゃっ!?」

　反射的に目を閉じ、よろめいてしまう。

　顔をかばいつつまぶたを開いたときには、もう二体の魔族の姿はどこにもなかった。

「く……な、なんなの、今のは……!?　まさか歓かん迎げいのつもりで……」

　そんなわけないか、と慎しん重ちように前進する。

　正面に建物の入り口が見えたが、その手前から木々を回りこむことができるようだった。甲かん高だかい声のかたまりは、植林の向こう側から聞こえてくる。

　本当に荒野のただ中とは思えないほど緑の濃い小道を突つっ切り、その先を覗のぞきこんだ。

　ずいぶんと拓ひらけた、土の広場。まるで騎士学校幼年部のグラウンド、というかほとんどそれそのものだ。なるほど、聞いていた通り、今もたくさんの子供たちがいる。

　先ほどの二人組同様、人に似た姿で人ではない者たち──

　どれほどに人ではないかというと、薄うす紫むらさきの髪かみに角を備えた幼女が野太いしっぽで地をうがち、すべるようにそれを回かい避ひした緑髪のドレス幼女がねばつくネットを反はん撃げきに発射しているほどに、人ではない。

　あたかも戦争の様相であった。

「なっ……こ、これは、いったい……!?」

　魔族と魔族が戦っている。

　幼子同士だが、じゃれ合っているなどという雰ふん囲い気きではない。

　片方はおそらく、ドラゴンの類たぐいだろう。動きやすそうなシャツとスカート、トカゲじみた強きよう靱じんな尾お。空を飛ぶことはまだできないのか、ぱんつを丸見えにしてぴょんぴょん跳とび回っている。

　もう片方は、一目で類推しづらかった。この場にまったく似つかわしくない、豪ごう奢しやな白いドレス。きれいな長ちよう髪はつを大きな三つ編みにし、淑しゆく女じよ然とした立ち居い振ふる舞まいのまま、すさまじい速度で地上を移動──というより、機動している。

　間ま抜ぬけにもぽかんと口を開いていることを自覚し、エリエラは首を横に振りたくった。

　状じよう況きようはつかめない。しかし、ここは人間の領土内。

　魔族どもの勝手な跋ばつ扈こを、見過ごしていい道理などない。

「静まれッ！」

　颯さつ爽そうと長剣を抜ぬき放ち、エリエラは戦いの中に割って入った。

「恐おそれ多くも第十四代国王陛下の治むるこの地！　魔なる力で荒あらすとは何事か、たとえ幼体でも許さぬぞ！　双そう方ほう、速すみやかに力を収めよ、さもなくば──」

「エリエラ!?」

　耳になつかしい声に、はたと視線を移す。

　長身の男性がこちらを見ていた。見み渡わたす限かぎり子供しかいない景色の中で、唯ゆい一いつの大人。驚おどろいたような声こわ音ねの中にも、深い落ち着きが垣かい間ま見みえる。

　ああ、とエリエラは心に灯ひがともるのを感じた。

　やっと会えた。二年ぶりになる。お元気そうでなによりだ。使い込まれた腰こしの長剣に、同じく使い込まれたフリフリ付きエプロン──エプロン？　鎧でなく？　腹部にはブタさんのアップリケまであしらわれている逸いつ品ぴん。見れば見るほど意味がわからないが、しかしひとまずどうでもいい。

　今はただ、目に映る憧れの騎士と、こちらに向かって飛来する茶色いボールだけを見つめて──

「えっ？」
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　異様なほど重いボールの直ちよく撃げきを顔面に受け、エリエラは吹ふっ飛んで倒たおれた。

「あぶないぞ！」

　ワンテンポもツーテンポも遅おそい男性の警告を、雲ひとつない青空に聞きながら。




　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　デルク・ライシードは戸と惑まどっていた。

　追加の人員を一名送る、と確かに先日書状が届いてはいた。手て練だれの保育士だと助かるな、などという話をしてもいた。

　しかしまさか、顔見知りがやってくるとは。

「第一軍団三級騎士、エリエラ・カミーネンでありまふ！」

　ちり紙を両方の鼻の穴に詰つめ、少女が見事な敬礼を見せる。

　やわらかそうな栗くり毛げを後頭部でまとめる、無骨なバレッタが小さく揺ゆれた。最後に会ったときまでは短たん髪ぱつだったのだが、少し伸ばしたようだ。

「任を受け、まかりこひまひた。本日付で、こひらのお世話になりまふ！」

「初めましてー、園長のティリアです。よろしくお願いしますね」

　ティリア・クオランはよろこんでいるらしかった。

　にこにこと紅茶を淹いれ、クッキーとともに勧すすめている──倒れたエリエラを、ここ園長室に運び込み、鼻血の処理をするついでに書類まで処理した手て際ぎわは相変わらずだったが。

　保育士を望んでいなかったのだろうか。がっかりしていないのだろうか。

「なんというか……すまない、ティリア」

「え？　なにがです？」

「保育の戦力を期待していただろうに、またこのような……首都の対応は非難されるべきだろう。ネコの手も借りたいというときに」

　こらっ、とティリアが両手を腰にそえる。

「何言ってるんですか、デルクさん。せっかく来ていただいた方に、失礼千せん万ばんですよっ。罰ばつとしてクッキー一個とっちゃいます」

「ぬう」

「それに、ネコの手も借りたいっていうのは本当ですから。人が来てくれたんですよ？　ネコより百倍助かるじゃないですか」

　いえ！　とちり紙を引っこ抜いたエリエラが胸を張った。鼻血は止まったらしい。

「デルク先せん輩ぱいの言う通り、自分はまだまだ未熟者であります！　よろしくご指導ご鞭べん撻たつのほど、お願いいたします！」

「そんなそんな……え？　デルク、先輩？」

「はっ！　デルク先輩は、自分の先輩であります！」

　何ひとつ情報が増えていない。

　小さく頷うなずいて、デルクは付け足した。

「後こう輩はいだ」

　何ひとつ情報が増えていない。

「なんだか、今のだけで、わりとわかっちゃったような気も……似た者どう、いえ、仲がよかったんですね！」

「いっしょに働いたのは、ごくごく短い間だけだ。彼女は補給部隊でな、前線をよく支えてくれた」

「へえー。えっ、じゃあ、前の戦争に？　こんなにお若いのに」

「後輩とはいうが、年は十七だ。ティリアとも同い年だぞ」

「えー！　じゃ、デルクさんとも同じ？　なのに後輩なんですか」

　む、とエリエラが頰ほおをふくらませた。

「デルク先輩は、自分より半年も早く戦場に立ち、数々の激戦をくぐり抜けてこられたのです。先輩です」

「なるほどー。そういう考え方なんですね」

「それは自分が、年ねん齢れいより幼く見えるということですか？　確かに童顔ですし、この顔のおかげでいらない苦労もしてきましたが」

「あ、いいえ、そういう意味じゃあ。気にさわったら、ごめんなさい」

　そうか、とデルクは今さらながら気づいた。

　隣となりの席で、やたらと背筋を伸ばして座るエリエラに顔を向ける。

「昔のままの感覚でいたが……正式に騎き士しとなられたのだから、言葉の礼を欠くわけには参りませんな、エリエラ殿」

「っ!?　やめてください先輩！　そんなことをされては、エリエラ死んでしまいます！」

「死」

「先輩は先輩です！　いまだ見習いなどと付いていることがおかしいんです。それに、階級は一級なんですから、見習いの分を下げても二級騎士相当。自分は三級ですから、やっぱりこちらが敬語でしかるべきであります！」

　そんな概がい念ねんはないのだが、説得力もないではない。

　くすくすとティリアが微笑ほほえんだ。

「やっぱり、仲がいいんですね。紅茶、冷めないうちにどうぞ」

「は。いただきます」

「……あ、うふふ、紅茶の飲み方は女の子ですね。デルクさんはいつもぐいーですもの」

「！　か、からかわないでいただけますか！」

　さすがはティリアだ、と深く頷くデルクである。

　女の身で騎士団にいること自体は、そう珍めずらしい時代でもなくなったものの。それでも、実際かなり幼く見える容よう貌ぼうのことといい、エリエラが経てきた苦労は多い。

（気を張ることも多い彼女を、一気に打ち解けさせてしまうとは。こういったところが園児たちにも信しん頼らいされるゆえんか）

　その是ぜ非ひはどうあれ、この状態を打ち解けていると感じているところが、今一歩デルクが頼たよりないゆえんかもしれない。

「さて……エリエラさんには、本当にこれからよろしく、なんですけれども」

　ティリアが微笑んだまま、顔を横向ける。

　園長室の壁かべ際ぎわに、じっと座っているふたつの小さな影かげがあった。

　片方には角としっぽがあり、もう片方はきれいなドレスを着込んでいる。動くなしゃべるな座ってなさい、という命令を忠実に遂すい行こうし続けているのだ。

「そろそろ、ケンカの原因を聞きましょうか？　ラミーネちゃん、イナーシャちゃん」

「……も……もう、しゃべってもいい……？」

「一人ずつね。じゃあラミーネちゃん、どうしてケンカしちゃったの？」

　あのねっ、とドラゴンの血をもつ少女、ラミーネが身を乗り出した。

　円を描えがいて縮こまっていたしっぽが、ぺしぺしと勢いよく床ゆかを打つ。

「あたしね、あのね、ブランコ！　ブランコね、いちばんだったの、だからあたしが乗ったの。乗るべきなのあたしが。なのにこの女がぐだぐだぐだぐだと」

「あー……」

　要領を得ないラミーネの説明に、しかしティリアが苦く笑しようした。

　またか、といった感である。デルクとしても、同じ心地ここちだった──しかもこちらとしては、少々きまりが悪い。

「このところ、トラブルといえばブランコ関係だな……いささか、時じ期き尚しよう早そうだったのかもしれん」

「そんなことはないと思いますけど、でも本当、予想以上の大人気ですね。デルクさん、ブランコ作りの才能あるんですよ、きっと」

「珍しい意見だ」

　うふふ、と笑うティリアに、デルクはあごの先をかく。

　と、その手のそでを、くいくいと引かれた。

「デルク先輩、ブランコって……というか、さっきのアレ、ケンカだったんですか？　ただの？」

「うむ。戦争だとでも思っていたか？」

「い、いえ、そんなこと……」

　ラミーネちゃんがいちばんって？　とティリアが話の続きを促うながす。

「ブランコまでかけっこでもしてたのかな？」

「そう。ニャクもね、ブランコ好きだから、あいつ」

「ニャクードちゃんと競走したんだ？」

「いちばんに乗りたいもん。いちばんに乗ったらね、いっぱい乗れるしね、何回も乗れるしね、でしょ？　だから急がなくちゃ」

　人間でも、何かにつけてとかくいちばんになりたがる子供は多い。

　デルクはかつて、ティリアからそういった話を聞いたことがあった。なるほど頷けるところだが、魔ま族ぞくはさらにその傾けい向こうが強いように思える。

『順番の概念は、誰だれもわかってないんですけどね。人間が指示してあげないと、並んで待つこともしませんし。でも、いちばんにはこだわるんです。ふしぎですよねぇ』

　ティリアはそう言って笑っていたが、デルクには少しわかる気がした。

　何がどうとは言えないが、戦場で大人の魔族と爪そう刃じんを交えていたときから、そういうものだという感覚を抱いだいていたような。どことなく、なつかしい。

　ある意味、それが魔族道とでもいえるのだろうか。

「激戦だったわ……紙かみ一ひと重えって、きっとああいうことを言うのね」

　腕うでを組み、謎なぞの得意面づらを見せるラミーネも、無論その例に漏もれない。

「ニャクってば、変身させて作ってる足のくせして、走るの速いんだから。でも、ね、いつもあたしのが速いでしょ？　走るのも速いし、食べるのも速いし、寝ねるのだって速いもん。だから今日も、あたしのが先に着いたの」

「うーん？　ま、うーん」

「でもでも、ニャクったらひどいの。自分のほうがいちばんだって言うのよ！　あたしもう信じられなかったわ。だってせーせーどーどー戦って、ゆーじょーとゆーじょーがぶつかりあって、それであたしがいちばんになったってゆーのに。ほんと信じらんない」

　ふむふむ、とデルクは一人頷いた。

　正々堂々。いい言葉である。友情と友情のぶつかり合い、それもひとつの騎き士し道どうだ。その結果に物言いをつけられたというなら、なるほどシンジランナイのもわかる。

　そっかー、とティリアがにこにこ笑った。

「ラミーネちゃんは、ブランコに乗りたかったのね？」

　頷きながらも、ラミーネは少々気き恥はずかしげな顔を見せる。

　今さらである。子供らしくていいことなのだから、何を気にする必要もないだろうに。

「いちばんに乗るために、走っていったのね？」

「うん」

「競走したのは、ニャクードちゃんとだけ？」

「そう」

「ブランコには、ラミーネちゃんが最初に着いたのね？」

「はい。……たぶん」

　返事にかげりが出た。わかりやすいことこの上ない。

「紙一重だったんでしょ？　実はニャクードちゃんと同時、とかではなかったの？」

「それは、こう、あの、ブランコのここの部分を、あたしが持ったときはあたしの手がこうなってて、ニャクの手がここをこう持ってたから、じょーしきてきいっぱんてきふつーてきに考えて、あたしがいちばん……に違ちがいないですます」

「ふんふん。なるほど、わかりました」

　ほんとだもん、と小さな胸を反らすラミーネ。何にせよゆずる気はないらしい。

　笑え顔がおを絶やさないまま、ティリアがもう一人の女の子に顔を向けた。

「じゃあ、イナーシャちゃんは、どうしてケンカしちゃったのかな？」

「ヤなやつだから」

「ラミーネちゃん？　しー」

「クモはインケンだから」

「しーだよラミーネちゃん、しー。今はイナーシャちゃんがお話しするときだから、ラミーネちゃんは静かにね？」

「でもでもだって、あたしがいちばんだったもん、いちばんだったからいちばんにブランコ乗っていちばん長くだってだってだって」

「うーん。デルクせんせー、お座りお願いします」

　ティリアの声に、デルクはすばやく椅い子すから立ち上がる。

　うだうだとごねているラミーネの隣へ行き、どっかり腰こしを下ろした。

「なによっ。デルク先生関係ないじゃん、あっち行って！」

「ここは傾けい聴ちようすべきだ。騎士道に反する」

「知らないもん。騎士の言うことなんてわかんないもん、やだやだやだ」

「うむ」

「やだああああはなせっ、ちくしょー騎士めえええええ」

　じたばた暴れるラミーネを抱かかえて、あぐらをかいた上に乗せる。

　嫌いやがりながらも心得たもので、長いしっぽをくるくる丸めるラミーネの口元を、後ろから手でふさいだ──ここ最近、この姿勢になるとラミーネはおとなしくなると、ティリアによる観察と研究により判明したのである。特にデルクがやると効果が高いという。

　デルクにとっては謎めいた理り屈くつだが、実際静かになってくれるのだから不思議だった。やはりティリアはすごい。

「はい、イナーシャちゃん。どうぞ？」

「……もう、しゃべってもよろしくて？」

　ずっと黙だまりこんでいた女の子が、静かに口を開いた。

　白い肌はだに、細ほそ面おもて。緑色の長い髪かみを、ひとつの大きな三つ編みにまとめている。かわいらしい顔立ちだが、しかし異い彩さいを放つのはやはり服装──白を基調とした落ち着いたデザインながら、足あし下もとまでをきっちり覆おおい隠かくすロングスカートが特とく徴ちよう的なドレス。

　どう考えても保育園にいる出いで立ちではない。ましてや園児の立場で。

（まぁ……思えばハウタウ姉妹なども、たいがいなものだが）

　しかしこの女の子、イナーシャの雰ふん囲い気きは、他の誰とも違うように思える。

　先ほどのひとことも、ティリアに向かって言ったという体ていをとりつつ──彼女の視線はラミーネに向き、あからさまにうんざりと吐と息いきしているのだ。

「どうしたもこうしたも、お話になりませんわ。だいたい、どちらでもありませんもの」

「えー……っと？　どちらでもって、どういうことかな？」

「いちばんにブランコにたどりついたのは、ラミーネさんではないということですわ。もちろん、ニャクードさんでもありません」

　きれいな言こと葉ば遣づかいで、ゆっくりと答える。人間と魔族の成長速度は違うが、彼女──イナーシャは、魔族の中でも抜ぬきん出て大人びているように思えた。

　しかし、ラミーネがいちばんではない？

　話が食くい違いすぎはしまいか？

　顔を見合わせるデルクとティリアに、イナーシャは大きな三つ編みの先っぽを、指でくるくるともてあそんだ。

「そもそも、先ほどのラミーネさんのお話は、まるで説明が足りておりません」

「説明不足……？　あ、じゃあイナーシャちゃんは、ラミーネちゃんたちが競走してるところを見てたのね？」

「はい。このやっつの……失敬、ふたつの眼まなこでしっかりと」

　やっつ。デルクは隣となりに座ったまま、イナーシャの顔に目だけを向ける。

　彼女の瞳ひとみはひとつだが、よく見るとそれぞれ四分割されている。具体的にどう作用するのかは知らないが、意味するところは知っている。

「何があったか、先生に教えてくれる？」

　ティリアがイナーシャの前にしゃがみこむ。

　蜘蛛の魔ま物もの、アラクネ一族の血を引く彼女は、すました態度で語った──




　──今日のお遊ゆう戯ぎは、みんな大好き魔ま力りよくドッジボールだった。

「はーい、終しゆう了りようー！　お遊戯はここまでですよー。ドッジ続けたい子は続けてていいし、ほかのことしたい子はちゃんと手を洗ってねー！　先生はちょっと、あの、急ぎますね。決してなにをというわけでもないけど、急ぎますねー」

　そそくさとティリアがトイレへ向かい、ガッシャガッシャとやかましいデルクが全身鎧よろいを脱ぬぎに去った直後。

「くらえニャク！」

「ふわっ」

　ブランコに向かって駆かけだそうとしていたニャクードの顔の前で、ラミーネが思いきり手を叩たたいた。

　俗ぞくに言うねこだまし。驚おどろいたニャクードに先んじて、彼女は全速力で駆けだす。

「今日もあたしがいちばん、ブランコいちばん、いちばんブランコ」

「このぉー、やったなああ……」

　目をしぱしぱさせつつ後を追うニャクードが、どこからともなく二枚貝を取り出した。

　手のひらほどもあるそれを、ラミーネに向けて投げつける。

　地面に落ちても割れるどころか大きくバウンドした海産物は、ピンと伸のばされているラミーネのしっぽの先っぽを、ばくりと貝かい殻がらで挟はさんだ。

「痛いッたあーっ!?」

「ナイスだよー、巨大パプ吸血貝テイロスちゃん」

「おのれ、ニャクのおやつか！　こうしてやるっこうしてやるっ」

　べちべちとしっぽを地面に叩きつけ、貝を粉ふん砕さい。

　ついでに中身にかじりついてやった。

「むぐむぐ……おいしい。たまに食べるとくせになるよね、これ」

「今日はニャクがいちばーん」

「し、しまったっ。待てええええ」

「待たなあああい」

「これでもかっ」

　再びしっぽをムチのようにしならせ、先を行くニャクードの足に絡からませる。

　豪ごう快かいにずっこけたニャクードの貝殻が砕くだけ散るも、まるで気にせずに巨きよ乳にゆうを揺ゆらして、逆にラミーネのしっぽを摑つかんできた。

　くんずほぐれつ。すったもんだ。ちっとも前に進まない。

　それでもどうにか、大きく枝を張り出した大樹からぶらさがるブランコにたどりつき、

「タッチ！」

「ゲット！」

　それぞれ、木の板を吊つっている左右のロープを、しっかりと握にぎりしめた。

「ふー。あたしのほうが速かったよね。あたしがいちばーん」

「違うよー。ニャクのほうが速かったよ。ニャクが先に乗るー」

「違うもん、だってほら、あたしの手がこうで、こうなってるから、だからあたしが先」

「ラミーネちゃん手だけじゃん。ニャクのほうがほら、身体からだごとブランコに近いよ」

「だから何なのよ、いちばん乗りがいちばんなんじゃない」

「やだやだあ、いっつもラミーネちゃんいちばんだもん、今日はニャクなの！」

「あたしがいっちばーんだもん、いっちばーん！」

　ピーチクパーチク言い争う。二人がブランコをつかまえているせいで、ほかの子たちが遊ぶこともできずにいる体ていたらく。

　正々堂々など、とんでもない──




「──とんでもないお話ですことよ。それはそれは醜みにくうございました」

「そ、そう……」

「競走というよりだまし合い、足の引っ張り合い。泥どろ仕じ合あいとでもいうのかしら？　同じ高貴な生まれの身として、わたくしとても見ていられませんでしたわ」

　ぺらぺらと、まさしく立て板に水。

　怒ど濤とうのごとくしゃべり倒たおしたイナーシャに、まとめて圧あつ倒とうされる大人一同である。ティリアですら額に汗あせし、リアクションをとりかねている。

「よ、よくしゃべる子ですねー……」

「いや……おとなしい、静かな子のはず、なんだがな。こんな一面があったとは……」

「はあ。……にしても、流行はやってるんですか？　ねこだまし」

「？　何の話だ？」

「い、いえ……別に」

　なにやらエリエラの様子までもがおかしい。この場の空気に当てられたのだろうか。

　そう、この場の空気。イナーシャの一人舞ぶ台たい状態。

　こき下ろされたラミーネが爆ばく発はつするのでは、と危き惧ぐするデルクだったが、

「ぅに……。ふに」

　彼のひざの上で、口をふさがれたまま、龍りゆう女じよはこっくりこっくりと船をこいでいた。

　効果抜ばつ群ぐんである。理屈はわからないが、いつでもこうできれば日々の業務も楽だろう。工く夫ふうを凝こらすべきかもしれない。

「イナーシャちゃんは、ブランコのところにいたってことかな？」

　話が一段落したと見て取ったのか、ティリアが何度も頷うなずきながら言う。

「ラミーネちゃんたちより先に着いたの？」

「わたくしは……木の上で本を読んでおりました」

「そっかー。あそこ涼すずしくて気持ちいいもんね、先生もときどき一休みしちゃうよ！」

「ええ……このところ暑いことですし……」

「うんうん。でも確かに、ラミーネちゃんの足がいくら速くても、それだけやってたらいちばんとれなくてもしょうがないねぇ」

　待て、とデルクはつい口を挟んだ。

「どうも要領をえんが……イナーシャが、いちばんにブランコに着いていた、ということか？」

「えっ。そうでしょ？　違ちがうんですか？」

「そういう話にしては……と思ったんだが。そうなのか、イナーシャ？」

　しばらくの間、答えはなかった。

　三つ編みの先せん端たんをいじくりながら、イナーシャはわずかに目を伏ふせる。予想外の反応だったのだろう、ティリアがデルクと視線を合わせた。

　しかしデルクは正直、予想だのどうだのという以前の問題である。

　不思議に思ったから聞いてみただけで、このイナーシャの反応の意味も、当然見当もつかない。その自覚があるがゆえ、

「ラミーネでも、ニャクードでも、イナーシャでもない誰だれかが最初にブランコにいた。そういう話に聞こえたのだがな」

「……それは……」

　反応を鈍にぶらせるイナーシャが、ますます不思議だった。

　ふむー、とティリアが尖とがらせた唇くちびるに指を当てる。

「そういえば、イナーシャちゃんはあんまりブランコ乗らないね？　嫌きらいかな？」

「い、いえ。デルク先生がお作りになったものを、そんな、嫌いだなんて」

「ほほー。デルク先生、モテモテだね！」

「そ、そういったつもりでは……。ブランコに乗ると、その、スカートの中が見えてしまうかもしれませんから……」

　ぽ、とわずかに頰ほおを赤らめ、恥はずかしそうに目を伏せるイナーシャ。

　スカート、とデルクは注目した。

　やましい意図などは、あるはずもない──しかし。

　イナーシャは、アラクネ一族という魔ま族ぞく一派の、族長の娘むすめである。

　独自の社会システムを持っており、いわゆる連合国家形式をとる魔族領の中でも特異な存在だ。もともと人に近い外見の者が多いため、人間との接点も昔から少なくない。イナーシャもその例に漏もれず、可か憐れんな容姿をしているのだが──

　下半身だけは窺うかがい知れない。

　なにしろこの少女、上半身はぴくりとも動かさないまま、信じられない速度で移動してみせるのだ。

　決して誰にも見せようとしない、そのスカートの中。いったいどうなっているのか。

「イナーシャちゃんは、誰がいちばんか見てなかったの？」

「……いえ」

「誰かが、いちばんだったんだよね……？」

「……それは」

　もじもじと煮にえ切らない様も、やはりイナーシャのイメージにそぐわなかった。

　普ふ段だんの彼女は、物静かに絵本を読む姿が目立つものの、言うべきことは言い、するべきことはする、いわゆる優等生なのである。新米保育士見習いのデルクも、相手をしやすくて特に助かっていた。

　今日のこの短時間で、新たな一面をたっぷり見られて驚いたが、

「よし。じゃあ、しばらくブランコ禁止にしましょう！」

「む？」

　ティリアの言葉にも、いささか驚かされた。ふぇ？　とラミーネも目を覚ます。

　誰よりも面めん食くらった様子で、イナーシャも顔を上げた。

「そ……それは？　なぜ……？」

「こういうもめごと、初めてじゃないからね。みんなで仲よく使えなくちゃ」

「わ、わたくしのせいで……？」

「誰が悪いのかを考えるための禁止じゃないよ？　どうすればいいのか考えましょう、ってこと。ブランコ、禁止されたら嫌いや？」

「嫌です！」

　立ち上がってそう叫さけんだのは、眉まゆを八の字にしたイナーシャではなく。

　両手を胸の前でぎゅっと握りしめた、エリエラ・カミーネンだった。

「……エリエラさん？」

「あ。……い、いえ、その」

「ブランコ、お好きなんですか？」

「す、好きっていうか！　あの、だから……デ、デルク先せん輩ぱいが、せっかくお作りになった物なのに。禁止するなんて、それは、その」

　しどろもどろと手を揉もむエリエラを、

「はんたああああああい！」

　一気に意識を覚かく醒せいさせたラミーネが遮さえぎった。

　デルクのひざを飛び出して、じたばたと不格好ながら必死に地じ団だん駄だを踏ふむ。

「はんたいはんたい大はんたい！　なんで？　なんでブランコ禁止なの？　乗っちゃダメになるの？　あたしいちばんだったのに！」

「いちばんでもダメでーす。しばらくの間、ブランコは使えません」

「いちばんでもダメ!?　そ、そんなのってあり……？　いちばんより上なんてないのに」

　愕がく然ぜんと立ち尽つくしている。ここまでショックを受けたラミーネも珍めずらしい。

　やがてその視線が、キッとイナーシャに向く。

「あんたのせいでしょ。あんたが変なこと言うから」

「変なこと……？　はて、どんなことでしょう？」

「あたしがいちばんだったのに、違うとか言うから」

「いちばんではありませんでしたもの」

「だったら誰がいちばんだったのよ！　あたしがブランコに着いたとき、誰もいなかったもん。かけっこで負けてたら先をゆずったわよ、でもあたしがいちばんだったもん」

「……ウソばっかり」

　ギロ、とその清せい楚そさすら感じさせるたたずまいからは想像もできないほど、イナーシャの視線が鋭するどさを増した。

「信用できるものですか。自由時間のたびにうるさくなさって。少しは落ち着きというものをお考えになってはいかが？」

「何言ってんの？　意味わかんないんだけど！」

　がるる、とラミーネも小さな牙きばを覗のぞかせる。

「自由時間はうるさくする時間じゃん。あたし悪くないし」

「ラミーネさん、あなたも高貴なお生まれでしょう。それなりの立ち居い振ふる舞まいというものがございますわ。あなたが万ばん民みんに公平な御お方かたであれば、わたくしとて……」

「ばんみんにこーへー……だから何言ってんのよ!?　バカじゃないの」

「言葉の学習が足りませんわね！　おバカさんはどっちかしら？」

　まあまあ、とティリアがなだめにかかる。

「二人とも、ケンカはダメですよ？　さっきみたいに暴れまわるなんて、言語道断です。イナーシャちゃん、わかるかな？　言語道断！」

「も……もちろん？　ええと……言語で道断なことですわ」

「そうですよ、絶対ダメなんです。どうしてダメかっていうと、はいデルク先生」

　急な指名にも、デルクは慌あわてなかった。

　うむ、とあぐらを崩くずして立ち上がる。

「騎き士し道どうに則のつとった正式な決けつ闘とうなら、まず王城へ届け出る必要がある。それ以外はすべて私し闘とうとして処理され、なんらかの罰ばつ則そくを当てはめられる可能性があるからな」
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「なんか違います……なんか違いますけど、それも嫌ですよねー？　人間のえらい人の罰は、わたしの罰なんかよりきっとずっと怖こわいよ？」

「おそらくは鞭むち打うち、打ちよう擲ちやく、飢き餓がの刑けいなどが考えられる。騎士がやらかした場合には、より重い罰則になるがな」

　フン、とラミーネがむやみな得意顔で胸を張った。

「なによ、そんなの。あたし怖くないもんね。お母さんのお尻しりペンペンのが怖いし」

「それは、まあ、怖そうだが。しかしティリアの言う通り、ケンカはいかんぞ」

「ケンカするほど元気なの。元気はいいことでしょ？」

「む。確かに」

　説得されないでください！　と苦く笑しようして訴うつたえるティリアとともに、

「しないほうがいいですね。ケンカは」

　エリエラが、やけに落ち着いた語調で口を挟はさんだ。

　意外なところからの発言に、視線が彼女へと集中する。

「エリエラ……？　うむ、言う通り、ケンカはいけないが。なにか……？」

「さすが先輩、お察しいただき恐きよう縮しゆくです。魔ま力りよくの乱れを感知しています。この保育園を中心に、気脈にも影えい響きようしていると考えられますね」

　なるほど、とデルクは今こそ察しをつけた。

　首都に保育士を要よう請せいして、やってきたのがエリエラ。新たな護衛という意味だとしても、なぜ体力的に屈くつ強きような男ではなく彼女なのだろうと訝いぶかしんでいたが。

「魔力の乱れ……？　どういうことですか？」

　首を傾かしげるティリアに、エリエラはなぜか胸を張った。

「自分は保育業務の補ほ佐さ、また護衛としての任も帯びて参りましたが、もうひとつ重要な役目を仰おおせつかっております。端たん的てきに言えば、この保育園における魔ま力りよく環かん境きようの整備です」

「やはりか。そんなに乱れているものなのか？」

「はい、先輩。個体数はどうあれ、これだけ他種類の魔ま物ものが一堂に会し、ほぼ毎日生活をともにしている環境は、魔族領でもなかなかありません。魔ま力りよく濃のう度どはもとより、本来なら風などに影響を受けてできるはずの流れが、どうやら起こっていないようですね」

　はてはて？　と首を傾げ続けているティリアに、実はな、とデルクも補足する。

「エリエラは、ただの騎士ではない。階級こそまだ三級らしいが、れっきとした魔法騎士なんだ。魔ま法ほうの才覚が類たぐい希まれなものである上、剣けんの腕うで前まえまであわせもった、滅めつ多たにいない優すぐれた人材でな」

「そんな、よ、よしてください先輩……エリエラ、照れてしまいます」

「この保育園の特とく殊しゆな環境が、魔力的な影響を周囲に及およぼしているらしい。俺たちには感じることもできないが、エリエラにはそれがわかる。改善のために寄よ越こしてくれたということだ、何の心配もいらないぞ」

「先輩……あうん、先ぱぁい……」

　桜色に染まった頰を両手で挟み、悩なやましげながらもうっとりと肩かたをもじもじさせるエリエラに、ラミーネとイナーシャがこれ以上ないほどの半眼を向けている。なにやら二人して思うところがあるようだが、ひとまず置いておきたい。

　つまり、とティリアが難しい顔をした。

「今、あまりよくないことになっている……ってことでしょうか？」

「うふふふ……え？　あ、え、はい！　し、首都は、先日の邪じや霊れいによるティアマト襲しゆう撃げき事件に大きな懸け念ねんを寄せています。基本的に、邪霊は出てきたところを叩たたくしかないので、あの森を安全化するのは至難の業わざです。それこそ、森をすべて焼き払はらうしか……」

「それは……」

「はい、あまりに愚おろかしいことですし、魔族領と直結する道を拓ひらいてしまうことにもなります。ですから森に手は出せません。でも、邪霊がいるとわかっている以上、この保育園の気脈の乱れが邪霊をおびき寄せてしまう可能性が危き惧ぐされるんです」

　邪霊が何を思い、なぜ動き回るのか、いまだわかっていない。

　ただ、生き物の仔こを狙ねらうということと、森に好んで棲すむということ──そして、生体からもれ出る不可視のエネルギー、魔力に惹ひかれているのではないか、ということ。それらが、定説として唱えられている。

「自分が、この保育園の魔力環境を、あるべき姿に矯きよう正せいします」

　命令書を提示しつつ、エリエラがてきぱき解説する。

「整えてもまた乱れてしまうでしょうけど、そこはイタチごっこを覚かく悟ごです。しばらく続ければ、周辺の気脈が『ここはそういう場所だ』と認にん識しきして、安定してくるはずですから」

「なるほどー。でも、できるだけ乱れないようにしたい、ってことですか」

「そうです。多少のものならともかく、魔ま力りよく溜だまりがある程度固まってしまった魔力溜チヤクラができてしまうと厄やつ介かいですから。魔力の乱れは、魔法の使用はもちろん、強い魔力を持った生物が気を昂たかぶらせたりしても起こります。……つまり」

　エリエラとティリアが、そろって視線を振ふり向けた先。

「証しよう拠こもないのに文句ばっか言ってんじゃないわよ、バカ！　バーカ！」

「バカっておっしゃるほうがバカなんですのよ、ご存じ!?」

「知りませーん、ご存じじゃありませーん」

「教養が足りませんわねっ」

　いつのまにか、またやいやい言い争っている二人が、要注意園児ということだろう。

「きょーよーきょーよー、うるさいクモだなぁ……ふんっ」

「ちょっと。何をなさってますの」

　ぴょんとデルクの背中に飛びつき、ラミーネがよじ登ってくる。

　肩の上にへばりついて、おそらく得意げにしているのだろう。

「人間のことざわに、『バカは高いところが怖い』ってゆーのがあるのよ？」

「むっ……も、もちろん、存じておりますわ。そのくらい」

「フフン。どーだクモ女、高いでしょー。あたしは平気、だからあんたのほうがバカ」

「……フン」

　つまらなそうに鼻を鳴らしたイナーシャが、突とつ如じよ、真横に移動した。

　直立不動。

　少なくとも傍はたからはそう見える姿勢のまま、すべるようにシャカシャカと。

　そのまま壁かべに当たる──かと思いきや、取っかかりも何もないところを天てん井じよう近くまで駆かけ上がった。身体からだを地面と平行に、長い三つ編みをだらりと垂れさげたまま、壁かべ掛かけ時計の上に立って見下ろしている。

「高いですわよ」

「む……むーっ。デルク先生、ちょっと、背ぇ伸のばして！　早く」

　魔ま族ぞくは平気で無む茶ちやを言う。

「イナーシャちゃん、危ないよ！　おりてらっしゃい、ほら」

「大だい丈じよう夫ぶですわ、ティリア先生。こうしてスカートを押さえておけば──」

　ボンぱっぽ、と時計の時報が発動し、飛び出てきたハトの人形がイナーシャの背中をつついた。

「あらっ……」

「あわわわ、イナーシャちゃんっ」

　体勢を崩したイナーシャを、ティリアが抱だき止めるべく両手を広げて──

　ごちん、とおでこ同士をぶつける結果になった。

「だ……大丈夫か？」

「う、うう……いたたた」

　とっさにリアクションできず、ラミーネを肩かた車ぐるましたまま駆け寄るデルクに、思いのほかあっさりとイナーシャが身を起こす。おでこをさすっているものの、大事ない様子だ。

　対して、

「じ……上官殿どの？　だ、大丈夫でありますか？　上官殿ー……？」

　ティリアのほうは、くるくると目を回してダウンしていた。エリエラの呼びかけにも応こたえない。やはり、魔族と人間の違ちがいということだろうか。

　あー、とラミーネがイナーシャを指さす。

「いーけないんだ。ティリア先生かわいそ。イナーシャがわーるい。先生に言って……はできないけど、えっと」

「……ラミーネ。王国のことわざは、『バカと煙けむりは高いところが好き』だぞ」

「へ？　そだっけ？」

「だからお前も下りなさい」

　うんしょうんしょ、と腰こしを伝うラミーネを支えながら、エリエラに目を向ける。

「で、どうだ？　魔力の乱れのほうは、なんとかなりそうか」

「あ、えー……そうですね。たぶんどうにかできると思いますけど、詳くわしく園内を確認したいです。せ、先せん輩ぱい、あの、案内していただけますか？」

「ああ。ラミーネたちは遊んできなさい。……ケンカをしないようにな」

　ぷいぷいっ、と互たがいに顔をそむけて、ラミーネとイナーシャが園長室を出ていく。

　エリエラが、ティリアをきれいな姿勢で寝ねかせた。働き通しの彼女には、案外といい休息かもしれない。

「この人……着やせするタイプですね。むむぅ……」

「？　何を言ってる？　行くぞ」

「あ、は、はいっ」
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　改めて案内してみると、保育園も意外と広いものだった。

　デルクにはない経験だが、エリエラは首都の保育園に通っていたことがあるらしい。あちこちで遊ぶ園児たちを眺ながめて、なつかしそうにはしゃいでいる。

「魔力の乱れはあるか？」

「ええ……感じます。あっちのほう、です」

「裏庭だな。こちらから行ける」

　横手を通って建物を回りこむと、ヒヒン、と挨あい拶さつが聞こえた。

　エリエラが顔を輝かがやかせ、厩きゆう舎しやから顔を出した馬へと駆け寄っていく。

「わあーっ、ファイムジア！　久しぶり！　あたしのこと覚えてたんだ!?」

「賢かしこい馬だからな。エサをもらった人間のことは、忘れないようだ。あとでお前の馬も繫つないでおけ」

「はい！　あう、あははは、くすぐったい～なめないでぇ……、あっ」

　顔をなめ回されていたエリエラが、突とつ然ぜん表情を変えて走りだす。

　何事かとついていくデルクに、植林の一角を指さして、

「ここ！　なんですかここ、すっごく魔ま力りよくが乱れてますよ！　これはひどいっ」

「場所ごとにわかるのか？」

「頻ひん繁ぱんに魔力の動きが起こる場所には、逆に一定量が停てい滞たいしていくんです。つまりこの場所で、定期的に魔法が使われているとか、魔力的存在が活動しているということになります。いったい、何があったんですか？　ここで」

　うむ、と曖あい昧まいに頷うなずく。心当たりをさぐるまでもない。

　毎度毎度、娘むすめの様子を見に来るティアマトが身を隠かくしているその場所である。

「最近は子育てもあって、さすがに減っていたんだがな……」

「なんです？　何なんです？　先せん輩ぱい先輩？」

「あとで説明する。とりあえず、ここに問題はない……と。そういえば、もしも矯正しきれないほど魔力が乱れていた場合、どういう手を打つのだ？」

「そこです!!」

　予想よりはるかに大きな反応に、思わず気け圧おされるデルクであるが。

　控ひかえめな胸をずずいと突つき出し、エリエラは握にぎり拳こぶしで語った。

「もし仮に！　自分が未熟なばかりに魔力の流れを制せい御ぎよしきれず、邪霊に対する懸念を完全に払ふつ拭しよくできない事態になったりしますとですね！」

「う、うむ」

「魔力の影えい響きようを受けた気脈が元の状態に落ち着くまで、この保育園を閉へい鎖さ、少なくとも長期閉園という処置がなされるでしょう！」

　やはりか、とデルクは口の中で呟つぶやく。

　魔力のことには詳しくないが、そもそも原理のすべてが解明されているわけではない力なのである。なにが起こるかわからない。

　おまけに、近辺で邪霊との戦せん闘とうがあった、という事実がある。

「不ふ肖しよう三等騎き士しエリエラ、最大限に努力するつもりではありますが、くやしくも、くやしくも力及およばずどーにもこーにもできないかもっ……そうなった場合、デルク先輩は任を解かれ、原隊復帰を認められるはずです！　騎士の誇ほこりに満ち溢あふれ、規律正しく平和の維い持じに臨のぞむ最前線へと──」

「それはハウ、聞き捨てならない」「同じくタウ、聞き捨てならない」

「ひゃっ!?」

　近くの井い戸どの後ろから、ふたつの人ひと影かげが現れた。

　やはり園児である。同じ色のローブを着、同じ大きさの本を持ち、さらには髪かみ型がたもポーカーフェイスぶりも瓜うりふたつ──他人を混乱させるエキスパートのような女の子たちだ。じゃーん、と抑よく揚ようのない声をハモらせながら、シンメトリーなポーズを決める。

「ハウ参上。ちょっと怒おこってます」「タウ参上。わりと怒ってます」

「こ……この魔族は。せ、先輩、この二体、さっき自分をからかって！　また出てくるなんて、なにか企たくらんでるんじゃ」

「こっちのセリフです。ぷんすか」「こっちのセリフです。すかぷん」「「デルク先生、その女の人は誰だれですか？」」

　俺の後こう輩はい騎き士しだ、と端たん的てきに説明する。

「明日あしたにでもちゃんと紹しよう介かいすると思うが、ここの手伝いをしてくれる。失礼なことを言ってはいかんぞ」

「そうですか。でもハウ、聞き捨てなりません」「タウも聞き捨てなりません、すかぷん」「保育園を閉鎖だなんて」「手伝いもなにも閉鎖だなんて」「魔力に邪霊でぶっ壊こわすだなんて」「思い知ったか魔族どもフハハハハだなんて」「「きー」」

　言葉通り、怒っているらしい。保育園がなくなるとでも思っているようだ。

「落ち着け。そんなことにはならない。何度も要よう請せいして、やっと人員を追加してもらったばかりなんだぞ？　それにエリエラは、魔ま法ほうのプロなのだ。保育園に迫せまる危険を察知し、大事にならないようにしてくれている」

「ほんとに？　ハウ心配」「ぜったい？　タウも心配」

「本当だ。絶対だ。そうだろう、エリエラ」

　頷きながら見やると、エリエラはだらだらと汗あせをかいていた。

　暑いというわけでもないだろうに。魔族と接して緊きん張ちようしているのだろうか？　実務を経験しているとはいえ、デルクと違って彼女は補給部隊だった。

　子供なれども、魔族は魔族。気を遣つかってやるべきだったかもしれない。

「さあ、あまり人をからかうのはよせ。またティリアにおやつを減らされるぞ」

「はうっ!?　それは最悪の事態……」「たうっ!?　それだけは避さけなければ」

「向こうで遊んでこい。召しよう喚かんはしないようにな」

「「はーい」」

　手を繫いで駆け去ってゆく二人を見送り、デルクはエリエラを振ふり返った。

「すまんな、騒さわがせた」

「い、いえ……ずいぶん口が達者なコンビでしたね」

「あれは魔族神官の双ふた子ごだ。油断するなよ、イタズラ好きだからな。人を巧たくみに操あやつって、大だい悪あく魔まを召喚させようとしてくる」

「ひいっ……!?　な、なんて連中。やっぱり、先輩をこんなところには……っ」

　ゴゴゴ、とエリエラからなにかのオーラが立ちのぼる。

　これもやる気の表れだろうか。首都もいい人員を送ってくれたものだ。

「さて、他ほかには……。誰だ」

「えっ……」

　すばやく振り返り、剣けんの柄つかに手をかける。

　視線は保育園の外がい壁へき周辺。何の変へん哲てつもない木の壁かべに思えるらしく、エリエラがただただ戸と惑まどっている。しかしデルクに油断はない。常に『最悪』を考えて動く。

　たとえそれが、九十九パーセント空回りするとしても。

　その空回り方が、

「は……はわっ……」

　壁に同化している小さな何者かを、いちいち怖こわがらせてしまうとしても。

　デルクは剣から手をはなした。ふむ、と息をつき、何事もなかったかのように言う。

「レッティ……いや、フィルンか。どうした」

「せ、先輩？　まさか、敵……!?」

「いや。園児だ」

「え。でも、誰も──」

　にゅるん、と壁からなにかが剝はがれ落ちた。

　ふぉうっ!?　と奇き抜ばつな悲鳴をあげるエリエラの前で、それはいったん地面に溜たまる。そののち、幼児の形をした水が、ひゅるんとその場に立ち上がった。

　全身、くまなく薄うす茶ちや色いろ。見方によっては、健康的に日焼けした肌はだにも思える。

　なぜ全身が確にん認しきできるかといえば、とりもなおさず服を着ていないからで──次の瞬しゆん間かん、体内から浮うき出るようにして、黒のワンピースが現れた。同時にショートカットの髪かみからは薄うすく色が抜ぬけ落ち、かわりに瞳ひとみや眉まゆ毛げなどが黒く彩いろどられる。

　ぺたりぺたりと、水っぽい裸足はだしが土の地面に足音を立てた。

「マッドスライムのフィルンだ。おとなしい子でな。こうして逃にげずに現れてくれるようになるまで、ずいぶんかかった」

「マ、マッドスライム……そんなのの幼体まで」

「フィルン、何か用か？　帰りの時間には、まだ少し早いぞ」

　あ、とかぼそい声をもらし、フィルンはもじもじと小さく足あし踏ぶみする。

「あの、ですね……その、ですね」

「うむ」

「そのですね。あの……ですね」

　先輩？　と訝いぶかしげに呟くエリエラに、デルクは鋭するどく首を振った。

「黙だまっていろ。こういう子なのだ。今、何をしゃべるかを一いつ所しよ懸けん命めい考えている。邪じや魔ましてはいけない、場合によっては泣かれる」

「泣かっ……り、了りよう解かいしました。園児の情報を完かん璧ぺきに把は握あくしてるんですね、さすが先輩」

「静かに」

　建物を挟はさんだ反対側からは、園児たちのはしゃぐ声が聞こえてくる。

　ドッジボールか、最近流行はやりの『騎士の牢ろう屋や』ごっこをやっているのだろう。なかなか不ふ名めい誉よなネーミングだが、ティリアは「子供たちが本当に騎士に抵てい抗こうがなくなってきた証しよう拠こ」だと言っていた。そうであればよいのだが。

　少なくとも、このフィルンが慣れるには、もうしばらくかかりそうだ。

「えと……ですね。んと、ですね」

「うむ」

「あの……ぼく。その……あの」

「うむ」

「な……う……な、なんでもない、ですね！」

　ぺたぺたぺた、といささか危なっかしい足取りで走り去ってゆくフィルン。

　ふむ、とひとつ頷いて──デルクは、盛大にひっくり返っているエリエラを振り向いた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　どうした、急に」

「ど、どうしたもこうしたも……！　何なんです!?　あれでいいんですか!?」

「いいんだ。ああいうものだ。また言いたくなったら、向こうから来るだろう」

「は、はあ……。先せん輩ぱい、やっぱり自分、まだまだ未熟です。よろしくご指導願います！」

「善処しよう」

　だが、と一いつ瞬しゆん足を止め、フィルンが去っていったほうを見やる。

（フィルンが、あんな風に粘ねばるところは、少なくとも俺は初めて見た……何を言おうとしていたんだ？　気にはなるが……）

　園児に対する深追いは高等技術。自分がやるには、まだ早い。

　あとでティリアに話しておこう、とデルクは心のすみに留め置いた。

「さて、手間を取らせたな。他は？」

「あ、はいっ。そうですね、あっちのほうも……、あっ」

　またデルクを置いて駆かけだしていくエリエラ。一度任務に入りこむと、熱心すぎて前のめりになる性格は変わっていないようだ。

　ぐるりと裏庭をすぎて、正門のほうへ出る手前。

「ここっ！　ここから、も、ものすごい魔力が！」

　エリエラが指さしたのは、トイレだった。

「これは停てい滞たいではありません！　げ、現在進行形の魔ま力りよく蠢しゆん動どうを感じます」

「現在……ああ。いや、それはなエリエラ」

「開けますよ。先輩、場合によっては援えん護ごをお願いします……！」

　身構えたエリエラが、ドアを大きく開け放つ。

　白い魔ま族ぞくが立っていた。

　怜れい悧りな眼まな差ざし。華きや奢しやな体たい軀く。しみひとつない白はく皙せきの肌と銀色の髪もあいまって、この世のものではありえないような鋭い存在感をまとっている。

　かてて加えて、右手のバケツ。左手には長い柄のついたタワシ。

　仔こ犬いぬアップリケのついたエプロンが、外からの微び風ふうにふわりとなびく。

　ひきっ!?　と傍かたわらのエリエラが、のどに引っかかったような悲鳴をあげた。

「な、はっ、ま……ま、ま、ままままま」

「今……掃そう除じ中だ」

「ま!?」

　うむ、とデルクは小さく頷うなずく。

「やはりそうか。邪魔したな、シルヴェイラ」

「……何者だ」

「彼女か。エリエラといって、首都からの助すけっ人と騎士だ。お前の仕事も、少しは楽になるかもしれんぞ」

「フン……」

　まるで期待していない様子で、魔族は便器に向き直る。

　ぱたん、とトイレのドアを閉め、保育園の玄げん関かんまで戻もどったところで、

「な……なんですかあれはあああああ!?」

　再起動したエリエラが、ぶるぶると両手を震ふるわせつつ叫さけんだ。

「ま、魔族、将軍級っ……じゃないですか！　あんなの、あんなのが!?」

「ああ。まだ現地秘ひ匿とくになっていたか。魔族側の護衛、シルヴェイラだ」

「！　先輩と戦った……!?　こ、ここにいるんですか!?」

「うむ」

「毎日!?」

「そうだな」

　エリエラがよろめき、危あやうく踏ふみとどまる。ショックが強すぎたのだろうか。

　それほど精神的に弱くはないはずだが、とデルクは首を傾かしげた。

「そう……そうよ。やっぱり、そうなんだわ……」

　うつむき加減にぶつぶつうめくエリエラは、初めての戦争に心がついていかない駆けだし兵士の姿にも似ている。

「ファイムジアだって、本来こんなところでくすぶってる馬じゃ……かわいそう。かわいそすぎます、先輩。こんな、騎き士しの誇ほこりもなにもないところにっ……一人で……！」

「エリエラ？　大丈夫か？」

「……先輩！」

　がしっ、とエリエラの両手が、デルクの右手を握にぎりしめた。

　こちらを見つめる瞳がうるんでいる。急にやる気が出てきたようだ。

「必ず、必ずや自分が、先輩を救い出してみせますから！」

「そうか。ありがとう。何の話だ？」

「はっ……い、いえ。すみません、差し出がましい大口を……」

「何が大口かもわからんが、まあいい。他に気になるところは？」

「あ……と、そうですね。もう一カ所、決定的に魔ま力りよくが乱れてる場所を感じ取れてますけど、そこはたぶん……」

「……なるほど。こっちだな」

　察しをつけて、歩き出す。魔力は感じ取れずとも、なるほど見当はつけられるものだ。

　道中、グラウンドで遊ぶ子供たちを見かけた。

　ラミーネ、ニャクードなどが中心となって、やはりドッジボールに興じている。すみのほうには、ブランコに乗って楽しげに揺ゆれている子供たちも見えた。思えば禁止になったのだから、あとで片づけておかなければ。

「こういうところは、人の子と変わらないんですね……」

　エリエラの呟つぶやきに、小さく頷く。

「細かい部分はどうあれ、子供たちの思考内容にそう違ちがいはない。少々過激で、少々個の意識が強く、少々物事の判断を力に頼たよるきらいが目立つことくらいか」

「少々の範はん疇ちゆうをはみ出ているような……」

「そうかもな。だが、中にはこういった子たちもいるぞ」

　ドアからは遠えん慮りよして、窓から中を覗のぞいた。

　お遊ゆう戯ぎ等に使っている、いつもの広い教室である。

　中では数人の園児が遊んでいる。外と違って、物静かな雰ふん囲い気きだ。

「これは……なるほど。魔族らしからぬ、と言いますか……」

「はしゃいで騒さわいでケンカして、ばかりが魔族の子ではない。ラミーネのようないわゆるやんちゃ組もいるが、この子たちのような控ひかえめ組もいる」

　もっとも、先ほどはそのやんちゃ組代表のラミーネと、控えめ組代表のイナーシャとが正面衝しよう突とつしたから、デルクたちとしても面めん食くらったのだが。

　室内の様子は、屋外とは確かに一線を画していた。

　本ほん棚だなの周りに集まって座り、夢中で絵本を読んでいる者。

　何を作っているのか知らないが、一心に積み木を積み上げている者。

　乾けん薄ぱく紙しに絵を描かいている者、壁かべ際ぎわでうとうとしている者、人形やぬいぐるみで遊んでいる者──

「せっ……先輩！　あ、あれは!?」

「どうした」

「人形が勝手に！　う、動いて！　呪じゆ術じゆつでしょうか!?」

　いや、と首を横に振ふる。

　ぬいぐるみを動かして遊んでいる子供が一人。その子の前でひとりでに動いているように見える人形に、エリエラは驚おどろいているのだろうが。

「リバース族という、姿の見えない魔族の子だ。本当に人形が動いているように見えるから、あの手の遊びに引っ張りだこでな」

「そ……そんな魔族がいるんですか!?」

「俺には存在を知覚するのも一苦労だが、お前にはそうでもないんじゃあないか？　魔力の流れを感じ取れれば、存在を摑つかめると聞いたことがある」

「ま、魔力の……？　えーっと……あっ、ほんとだいる!?　なんかいます！　すごい！」

　やはりわかるのか、と感心しつつ、デルクは少しだけ眉まゆをひそめた。

　リバース族のレッティと、いっしょに遊んでいる魔族。先ほど井い戸どの近くで会った、薄うす茶ちやの肌はだの女の子。

（フィルンと、レッティか。ない組み合わせでは、ないのだろうが）

　魔族の女の子たちの間で、人形遊びはやはり好評である。

　特に、レッティが動かしている人間の少女の人形と、フィルンが抱かかえているレッドドラゴンのぬいぐるみ（ティリア作）は、自由時間のたびに持ち出される人気者だ。

「えと、ですね……ド、ドラゴンだぞー、ですね……！」

「あ、う……あ、の……」

「た……食べ、ちゃうぞー、ですね。食べ……る、ですよね……？」

「さ……さあ……」

　二人して挑いどむ懸けん命めいな演技は、見るからに難航中だったが。かみ合わせが悪いタイプの似た物同士すぎて、話がまったく進んでいない。

　部屋の逆側に視線を流せば、ドレス姿のイナーシャが静かに絵本を読んでいる。

　黙だまっていれば、まさしく深窓の令れい嬢じよう。大人顔負けの落ち着きをもつ清せい楚そな少女──あのラミーネと丁ちよう々ちよう発はつ止しやり合えるようには、とても思えないたたずまいである。

　今日は、いつにもまして粛しゆく々しゆくとした様子だ。理由はおそらく、

（ラミーネとのケンカで、落ちこんで……？　いや、判断はできんな）

　大人びているだけに、イナーシャからは近寄りがたい空気が感じられることもある。

　周りにいる多くが控えめ組とあれば、なおのことだろう。

「で、どうだエリエラ？　やはり、ここがいちばん厄やつ介かいか」
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「はい。致いたし方ないところですね。特に本棚、奥の扉とびら、大きな箱の周辺に『魔ま力りよく溜だまり』を感じます」

「園児たちが日々こだわりを向けているポイントだな……魔力溜チヤクラ、だったか？　邪霊を呼び寄せるほどに溜まっているのか？」

「そこまでではないですし、まだしばらくは大だい丈じよう夫ぶです。けど……ええと、けど……」

「どうした？」

　エリエラはなにやら顔を伏ふせ、小声でぶつぶつうめいている。「ここでだまくらかせれば……いえ、意味がない……なにより先せん輩ぱいにウソ……そもそも騎き士し道どうに……」など、意味のわからない呟きが聞こえた。

　デルクもしばし考え、やがて勝手に得心する。

「荷が重い、ということであれば、気にする必要はないぞ。魔力を安定させる任だけ、首都に追加要よう請せいしよう。一級魔ま法ほう騎き士しを臨時派は遣けんしてもらえば──」

「ッ！　い、いえ、大丈夫です！　自分がやります、やれます！」

「そうか？」

「やらせてください！　信じてください！」

　再び、ぎゅっと手を握られた。

　直情的な部分に、以前より磨みがきがかかっている気がする。

「先輩は必ずお救いしますが、でもやっぱりお役にも立ちたいんです！　必ずや自分が魔力を安定させますっ……！」

「……エリエラよ。しばしば要領をえんのだが、俺を救うとはどういう意味だ……？」

「気にしないでください！　先輩は騎士なんですから！」

「見習いだぞ」

「関係ありません！　自分が絶対に、正々堂々と、先輩を……そしたらまた、剣けんの稽けい古こをつけてくださいね！」

「別にそんなものは、いつでもつけてやるが」

　ぶんぶんと首を横に振るエリエラに、いまいち推おし量りきれないものを感じた。難解である。

　あるいは、魔族の園児たちのほうが、彼女よりわかりやすいかもしれない。
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　その他ほかの箇か所しよも見て回ったが、やはり教室、加えてブランコのあたりに魔力の乱れが感じられるとのことだった。ことごとく、園児絡がらみのなにがしかがあった場所である。

　いまだ門もん扉ぴに繫つながれていたエリエラの馬を厩きゆう舎しやに入れ、再び二人で外へ出る。

「では……いきます」

　エリエラが長ちよう剣けんを抜ぬき、胸の前で縦に構えた。

　切っ先を天へ向け、足を肩かた幅はばに開く。見守るデルクを意識から追い出すように、彼女はゆっくりと目を閉じた。

　ぷつぷつと、呪じゆ文もんの声が聞こえる。

　やがて、長剣の刃やいばに青白い光が宿った。デルクが修練の末に体得した、擬ぎ昇しよう呼吸や神剣合一のエネルギーとは異なる光。

　純じゆん粋すいな魔ま法ほうの力だ。

「──解放リエグナ！」

　地面に突つき立てられた長剣から、光の波動が伝わってゆく。

　それは保育園の敷しき地ちを中心に、羽ばたくような音を立てて広がり──すぐに消えた。

　ふう、とエリエラが小さく息をつく。

「終わりました。今日の分、完かん了りようです」

「うむ……今日の分？」

「はい。魔力は一度で散らせません。いえ、散らせないというか、散らしてしまうとそれがまたおかしな流れになる可能性があります。毎日少しずつ状態を正していって、最終的に馴な染じませるのが無理のないやり方です」

「なるほど。園児たちに影えい響きようはないな？」

「はい。いわば、このあたりの魔力を均一に薄うすめただけですから。自分が今手を加えたことにも、気づいていないかも──」

　ギイ、と音を立てて門が開いた。

　調子よく語っていたエリエラが、ヒイとのどを詰つまらせる。

　エプロンを外した魔ま族ぞく将軍が、重々しい足取りで出てきたところだった。意思の読めない眠ねむたげな双そう眸ぼうが、二人の人間を静かに見み据すえる。

「な、なっ……!?　じ、自分はなにも……！」

「ああ。もうそんな時間か」

　おののくエリエラをよそに、デルクはシルヴェイラに道を空けた。

「ティリアは見かけなかったか？」

「……二階の部屋で、のびていたぞ」

「まだだめか……わかった。園児のことは俺がしよう、門を頼たのむ」

「承知」

　わらわらと敷地から出てきた子供たちの数を数えつつ、エリエラに下がれと声をかける。

「門が開くぞ。そこにいては邪じや魔まだ」

「う、うぅ、こわかった……！　門って、なんのことですか？」

「園児たちが帰るのだ」

「あ、そうなんですね。……えっ？　今から？」

「うむ。紫し影えいの門が開くからな」

　がくん、とエリエラのあごが落ちた。

　驚くべきところで驚いてくれる。まるでかつての自分を見ているかのようで、デルクは意味もなく頷うなずいた。きっとすぐ慣れてくれるだろう。

　果たして今日も、薄うす紫むらさきに渦うず巻まく螺ら旋せんの魔ま力りよくが扉を開いた。

　デルクも一度通ったことがある、この世で最も不思議な靄もやの向こうから、

「ニャクちゃああ[image: ～][image: ～][image: ～]んっ！」

　巨きよ大だいな胸を盛大に弾はずませながら、セイレーンの母が突とつ撃げきしてきた。

　おかーちゃん、と迎えるニャクードを抱だきしめ、ぐるんぐるんと回転する。母娘おやこそろって、足の使い方が巧たくみなものだ。

「今日はどうでしたか、騎き士しさん!?　この子がなにかご迷めい惑わくなどは!?」

「いえ。しっかり元気でありました」

「ああよかった！　お昼ごはんはぜんぶ食べましたか!?」

「巨大吸血ヒルの食べすぎで、少々残しておりましたな」

「んまっ！　いけませんよニャクちゃん、ちゃんと食べなくちゃ！　すみません本当、この子ったらいつのまにか自分で捕とってきちゃうもので！」

　ぞろぞろと現れる魔族の群れに、子供たちが交ざってゆく。毎日行われる馴な染じみの光景とはいえ、ここにしかない空気が確かにある。

　最後に、尋じん常じようでなく長身の女性が、光の門をくぐるようにして歩み出てきた。

　すそを長く引きずるドレス。顔の上半分を覆おおう黒い仮面。異様なほどに長い腕うでで、布にくるまった小さな赤ん坊ぼうを抱だいている。

「お母さん！　あー、またフェノーネ連れてきてる」

「ほほ、よいではないか。フェノーネもお姉さんを迎えにきたいものよの。……騎士デルク、大義である」

　ご足労様です、と一礼する。

　ティアマト・オルガズィア──ラミーネの母にして、魔ま王おうの妻の一人である大権力者、には違ちがいないのだが。

「見てみよデルク、おぬしにならばわかるであろう？　この寝ね顔がお。目元がラミーネにそっくりじゃ！」

「左様でございますな」

「陛下は小指のつめが似ておると申されるが、そうかのう？　この子は寝ね苦ぐるしいときには泣かずに、気分よく寝ねれておるときに鳴くのじゃ。きっと辛しん抱ぼう強づよい、大物に育つぞ」

「なるほど」

「ラミーネは逆じゃったがの、これはよう泣いた。暑かろうが寒かろうが泣いた。それゆえ今はなかなか泣かぬ、きっと強い強い龍りゆうになるぞ」

「左様でございますな」

　このやりとりももう、何回目だろうか。

　傍かたわらでラミーネがひまそうにしている。もう五分ほど講こう釈しやくは続き、二分ほどでガマンできなくなったラミーネがデルクの体を登ってくるのが、いつもの流れである。

　しかし今日に限って、ティアマトは仮面の奥の赤い視線を、保育園の敷地に向けた。

「ふむ……ほう。手を加えたか」

　おもしろそうににまりと笑い、次いでデルクを見下ろす。

「おぬしか？　騎士デルクよ」

「なんでしょうか？」

「この一帯の魔力の乱れ、さすがに程度が気になっておったが。ほんのわずか、落ち着いたな？」

「は。自分ではありません。本日より加わりました、エリエラ・カミーネン三級騎士の手て際ぎわであります」

　紹しよう介かいしたものの、エリエラは蝶ちよう番つがいが悪くなったドアのごとく、ぎこちない敬礼を繰くり出すだけで精せい一いつ杯ぱいのようだった。その気持ちもよくわかる。

　ふむ、とティアマトがおもしろそうに吐と息いきした。

「まどろっこしいことこの上ないが、それも人のやり方か。いちいち文化の違うことよの」

「？　どういうことでしょう？」

「看過できぬほどの乱れになれば、わらわが直してやるかと思うておったんじゃがな。荒あらっぽく、一気に抑おさえつける方法になるでの」

「……なるほど」

「壊こわすのならば得意なんじゃが。あるいは、おい、デヒテラよ。おぬしならできるか？」

　ティアマトの言葉に、黒衣の人ひと影かげが振ふり向く。

　フード付きのローブで、足あし下もとから頭の先まですっぽりと覆った、異質すぎる存在感。人型ではあるようだが、口元までも黒い布で隠かくし、鋭するどい目元しか覗のぞいていない。

　その後ろから、ひょこひょこっ、とハウマニ、タウマニが姿を見せた。

　魔族神官の娘むすめたちは、ポーカーフェイスのままデルクに手を振る。

「先生、明日もハウとお絵描かきしましょう」「先生、明日もタウとお昼ひる寝ねしましょう」

「ああ。気をつけて帰れよ」

　静かな視線でデルクを一いち瞥べつし、魔族神官の母はティアマトを見やった。

「何か言ったか、オルガ」

「おぬしも気づいていよう。この魔力の変化、同じまねができるか？」

「できん。やらん。一息にねじ伏ふせればよい」

「となるわけじゃよ、魔族の意見はな。なにゆえかように面めん倒どうなまねをする？　そこな小こ娘むすめよ」

　はうあう、といよいよエリエラはすくみ上がっている。

　デルクにはよくわからないが、ハウタウの母もかなり高位の魔族だとティリアが言っていた。魔力を感じ取れるエリエラには、呼吸もしづらいほどの相手なのかもしれない。

　しかたなく、今日一日で聞きかじった内容を、デルクが説明する。

　それなりに深刻な事態であることを、できるだけ強調したつもりだったが。

「ふわっはっはっはっはっはっ！」

　なぜか、ティアマトに大笑いされてしまった。

「そうかそうか！　我が子らのケンカでのう。確かにそれは出る杭くいを打っても致いたし方ないわ、気脈を慣れさせるほかあるまい！」

「わりと……笑いごとでは」

「ふふふ。こればかりはのう、しょうがないのじゃ。魔族の本質は闘とう争そうであるからな」

　一いつ瞬しゆん、エリエラが反応したように見えた。

　今の今までビビり倒たおしていたのだ。デルクの見み間ま違ちがいかもしれないが。

「ケンカをするな、とはわらわからは言えぬ。無論、おぬしらは好きにすればよい。すべてまかせてあるからの……しかし、止められるものかどうか」

「自信がありませんゆえ、お願いしたいのですが……」

「では、逆側に頼んでみるか？　フォルバントメリア殿どのに」

　ティアマトの声に、は～い？　と間延びした返事。

　しゃらしゃらと衣きぬ擦ずれの鳴るドレスがこちらを向く──歩いている、という当たり前の動作をまるで感じさせない、すべるような動き。上半身をぴくりとも揺ゆらさないまま、あっというまに近づいてくる。

　そうか、とデルクは思い出した。

（フォルバントメリア……アラクネ族の、族長の姓せい。イナーシャの母親か）

　彼の背中によじ登りはじめたラミーネを、にやにやとティアマトが指さす。

「フォルバントメリア殿。そちらの娘むすめ御ごとうちのラミーネが、たいそうなケンカをしたらしいぞ」

「あら～。それはそれは。元気がよくて、なによりですね～」

　のほほんとした態度。ゆるみきった語調。

　それでいてケンカをなんとも思っていない様子で、アラクネの母は微笑ほほえんだ。

「人間はケンカを止めてほしいようじゃが、いかがする？」

「そう～なんですか～？　でも～、それは無理じゃ～ありません～？」

「止めようがどうしようが、やるときはやるものよの」

「はい～。そもそも、ケンカを止められたことなんて～、わたしだってありませんもの。止め方がわからないわ～」

　ケンカをしたことなど一度もないようなたたずまいだが、そこはやはり魔ま族ぞくらしい。

「しかし、いつまでも魔力が落ち着かないようなら、この保育園は──」

　閉へい鎖さ、と言いかけたところで、デルクは言葉を切った。

　再びにんまりとティアマトが笑う。

　なるほど。好きにすればいいとは、そういうことか。

「なにも遠えん慮りよはいらぬぞ。我らとて、十分に覚かく悟ごしておる」

「覚悟……ですか」

「当然であろ？　人間に子供を預けると決めたときから、なにが起ころうとな……フン。よきにはからうがよい」

「はっ、ありがたくあります」

　直立して敬礼を返す。頷くティアマトを先頭に、ぞろぞろと魔族の群れが紫むらさきの光に吸いこまれていった。

　すさささ、と親譲ゆずりの動きで、イナーシャも紫影の門に消えていったが、

「さ～、それじゃ帰りましょっか、フィルンちゃん～」

「……フォルバントメリア様が、フィルンもお連れに？」

　マッドスライムの娘と手を繫つないで、アラクネの母はにこにこと頷うなずく。

「今日はこの子のママ、とっても忙いそがしそうだったから～、いいわよ～って。もののついでよ～って。マッドスライムって、季節毎ごとに一度はお引っ越こしするのよ～」

「お母上同士も、仲がよろしいのですか」

「ていうか～、種族ぐるみでね～。わたしたちのおうち、造ってくれるもの～」

　なるほど、とデルクは得心した。

　アラクネ一族は、地面の下に棲すむ。同じく土に棲み、加工技術にも長たけたマッドスライムとは親交が深いのだろう。

　思えばイナーシャも、自由時間にはフィルンといっしょにいることが多いように思う。

（いや、待てよ……今日は、どう、だったか？）

　デルクが思い出しているうちに、フィルンたちも、シルヴェイラも行ってしまった。

　ほとんど立ったまま死んでいたエリエラが、はたと正気を取り戻もどす。

「せ……先せん輩ぱいっ？　先輩！　な、なんか、全員倒したら特進どころか、一気に大将軍になれそうな軍団がいたような……!?」

「その前に消し炭にされるがな。……エリエラ」

「は、はい？」

　ある意味、純真無む垢くともいえるかもしれない後こう輩はいの肩かたを、デルクはぽんと叩たたいた。

「忙しくなりそうだぞ」







【第四種三十六課特務報告書　初日】　報告者　エリエラ・カミーネン




　エリエラ・カミーネンの魔ま力りよくにて記す。許可なく表示することはできない。

　事前の予想と分ぶん析せきの通り、敷しき地ち及および周辺に魔力の乱れを確かく認にん。邪じや霊れい接近の可能性、閉園の選せん択たく肢しを示した当初、現場責任者は納なつ得とくしかけたものの、目標騎き士し（以下Ｄ）が危険性を許容。魔力溜チヤクラを警けい戒かいしつつ、原因たる園児への細やかな対応を提案。やはりこの程度で揺らぐＤではない。Ｄの王国並びに国王陛下への忠誠にはいささかの瑕か疵しもなく、与あたえられた任務に真しん摯しであると判断。Ｄはすばらしい騎士であ（修正）騎士見習いである。

　予想される魔力溜チヤクラ点、一階教室。グラウンド南西（ブランコ）。屋舎東方（植林）。

　調査の結果、魔力溜は最要注意園児であるＲ、並びにＩの私的闘争が大きく影えい響きようしていると見られる。その他ほかの園児も関かかわっている可能性大、引き続き調査を要する。まさか本当に邪霊は来ないと思うが……来たとしても、Ｄとともに戦える。

　目下の懸け念ねんは魔族将軍Ｓに加え、園長であるＴ。諸悪の根源の疑い高し。間ま違ちがいなく着やせするタイプ。有力な調査対象である。

　任務を続行する。


サインの必要　なし









[image: 第二章……作戦行動する騎士]







　翌日。

「というわけで、みんな仲よくしましょうね！　でないとブランコ戻ってこないよー!?」

　はああい、と居並ぶ園児たちが元気に返事をした。

　いつもの広い教室である。立方体の椅い子すに腰こしかけた子供たちが、たちまちがやがやと騒さわぎはじめる。

「あははははっ、仲よし仲よしー」「お母さんにもいっつも言われる」「ハウはタウと仲よし」「タウはハウと仲よし」「ブランコ、板外されてた……」「あははははっ」

　普ふ段だん通りの雰ふん囲い気きに、ひとひら混ざった不安げな気配。

　昨日の帰り際、話を聞いていた者も多いはずだ。

　問題が、ブランコの範はん疇ちゆうに収まらないかもしれない。というか本当に、ブランコが帰ってこないかもしれない。そう薄うす々うす察しているのだろう。

　改めて説明することはしないが、とりたてて否定することもしない。

　不安がらせず、その中でただせいいっぱい仲よくしてもらう。

（それで通す、と決めたのはいいが……やはりむしろ、自分たちこつちが不安だぞ。すべて説明して、全員一丸となって魔ま力りよく鎮ちん静せいに努めたほうがいいんじゃあないか……？）

　思いの晴れないデルクに対し、しかしティリアは妙みようににこにこしている。

　肌はだがいつにも増してつやつやしいように思えるのは、昨日の睡すい眠みん時間の賜たまものか。

「今日からしばらく、二人一組でいっちゃいますからねー！」

「二人？」

「もう、デルク先生ったらっ。緊きん急きゆう会議したじゃないですか、『仲よし大作戦』！　どうすれば少しでも早く、魔力を落ち着かせられるかなって」

　小声でティリアにたしなめられた通り。昨夜デルクとティリア、エリエラの三人で、魔ま力りよく環かん境きようの早期改善をはかれないか検討したのだ。

　いわく、現状は『雨降って地固まっていない』ようなもの。

　魔力の乱れを起こさないよう注意すれば、そのうち安定が期待できる。

　ティアマトから聞いた話も含ふくめて、端たん的てきにまとめるとそうなるわけだが。

（具体的にどういう形で、いつまで続ければいいのか……そのあたりがまるで見えん。仲よし大作戦、ネーミングほど気楽には臨のぞめんし、なにより二人組まで再現するのか。下手をすれば……血が流れるな）

　ちらりとエリエラに目を向ける。

　彼女はデルクの斜ななめ後ろで、カチコチに緊きん張ちようして座っていた。エプロンこそ着けていないが、そういう手伝いの立ち位置である。

　デルクにとっても、これは誤算だった。

　本当なら、雑事を一手に引き受けているシルヴェイラの手伝いをさせ、その際シルヴェイラにあることを頼たのむつもりだったのだが。

『仲よし大作戦、すなわち「魔力が大きく乱れたときの状態」を保って、それをこそ仲よく落ち着かせる！　これは実際、言うほど簡単じゃありません。今までうちはネコの手も借りたい状じよう況きようでしたけど、ネコじゃできないことです！　エリエラさんの協力は必要不可欠ですよ。あとティアマトさんには、日中接近禁止通告を出しておきます』

　ティリアにそうまで言われては、是ぜ非ひもない。

　ティアマトの絶望を思えば、こちらもがんばろうという気にもなるものだ。

「じゃあー、今日のお遊ゆう戯ぎは、二人組で読み聞かせっこをしましょう！」

　ほわ、と園児たちが虚きよをつかれた反応を見せる。

　結局いつも通りか、とでも思ったのだろう。絵本という言葉を聞いて、警戒もゆるんだに違ちがいない。

　しかし、違う。いつも通りではない。

　なにしろ『魔力を乱しかねない組み合わせ』を、こちらから狙ねらっていくのだから。

「読む人が、好きな絵本か紙かみ芝しば居いを選んで、相手に読んで聞かせてあげてね！」

「キタコレ。ハウは『へいわのかいぶつ』ね」「タウは『なまえのないかみさま』ね」

「うふふ、ダメよー？　ハウちゃんタウちゃん」

「「え？」」

　さっそく手を取り合っている双ふた子ごの姉妹に、ティリアが笑え顔がおで告げる。

「二人組は先生が決めます。ハウちゃんとアイちゃん。タウちゃんとレッティちゃんね」

「ガーン!?　は、はわわわわはうはう」「ガーン!?　た、たわわわわたうたう」

「しっかり読んであげてね？　はーい、どんどん発表していきますよー」

　おもしろいものだな、とデルクは思った。

　普段も、こういった機会はある。そのときは自由に相手を決めていたのが、他人によって割り振ふられるだけで、こうも様々な反応が表れるものか。
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　きゃー、とお互たがい仲よくはしゃいだり。

　えーっ、と言いながらも笑顔だったり。

　無言のまま困こん惑わくの様相を呈ていしていたり。

　これだけでも、園児たちの新たな一面を見ることができた気分であった──が。

「最後はー、ラミーネちゃんとイナーシャちゃん！」

「はんたい！」「異議あり！」

　どれにも当てはまらない反応の二人組が、最後にできてしまった。

「なんであたしがイナーシャとなの!?　はんたいはんたい大はんたい！」

「有益なペアとは思えませんわ。ムダな時間をすごしたくありません」

　さすがにデルクも黙だまっていられず、こそこそとティリアに耳打ちする。

「少々……強ごう引いんすぎはしないか？　最悪の場合も考えなければ。この園に邪霊を呼び寄せる事態になっては、いくらなんでも……」

「デルクさん」

「うむ」

「顔が近いですよ。チューしたいんですか？」

「ぬう」

　どうやら、まかせろということのようだ。引き下がるよりほかにない。

　ラミーネたちに向き直り、ティリアが難しい顔をしてみせる。

「実はね？　先生、悲しいなって思ってることがあるの」

「悲しい？　ティリア先生、悲しいの？」

「うん……ラミーネちゃんも、イナーシャちゃんも、ほんとはこの保育園のこと、嫌きらいなんじゃないかな？　って」

　!?

　と、まさしくかような様相に、ラミーネのみならずイナーシャの表情も変化した。

「な、何……何言ってんのティリア先生？　好きだよ！　あたし好きだもん！」

「嫌いだったら、来てなどおりませんわ！」

　ありがとう、と言いつつも、ティリアはわざとらしく目め頭がしらをぬぐう。

「二人ともやさしいね……ラミーネちゃん、保育園好き？」

「好き。なんだったら棲すむ」

「ありがとう。イナーシャちゃん、保育園好き？」

「ええ……棲みはいたしませんけれど」

「ありがとう。保育園もね、二人のこと大好きだって！　保育園で楽しく遊んでくれるいい子のみんなが、大好きだって！」

　にへ、とラミーネの顔がゆるむ。

　イナーシャは黙ってうつむいたが、頰ほおが染まっている様子だ。

　ニャクも好きー、ハウもータウもー、などなど射程外の子供たちにまで余波が広がる。

「みんなありがとう！　それでね？　たとえばラミーネちゃんは、保育園が好き。保育園も、ラミーネちゃんが好き」

「うん！」

「保育園は、イナーシャちゃんも好き。ラミーネちゃんは、イナーシャちゃんも好き」

「うん！　うん？」

「みんな仲よし。ねっ？　はいそれじゃあ、さっき言った二人組をつくってー」

　わらわらと、園児たちが大移動をはじめた。

　中にはさっそく絵本を選んでいる、スムーズな組も見受けられる。

　ラミーネも級友たちに吞のみこまれ、頭上のハテナマークを消せないままイナーシャのところまで流されていった。

「まあ……結果的には、これでいい。のだろうか」

「デルクさん、デルクさん」

　今度はティリアのほうから、こそこそとデルクに耳打ちしてくる。

「ラミーネちゃんとイナーシャちゃん、おまかせしますね。見ててあげてください」

「……ティリア。それはあまりに、こう、あまりではないだろうか」

「あら、わたし一人で他ほかの子みんな見るんですよ？　逆がいいですか？」

「ぬう」

「ぶっちゃけた話、この作戦、ラミーネちゃんとイナーシャちゃんを二人組にさせることだけが目的です。二人だけこっちから指示して組ませちゃったらすごく不公平に見えるから、他の子たちもバラバラに組ませたにすぎません」

　でも、とさすがに苦笑いするティリアに頷うなずいた。

　必ず合わないペアが出て、不満が噴ふん出しゆつ、場合によっては爆ばく発はつする。

　それに対処できるかと言われれば、やはりデルクでは荷が重い。ハウタウはじめ、仲のいい子たちを離はなれ離ばなれにしている、という負い目もある。

「わかった……。ひとつ、頼みがあるんだが」

「なんでしょう？」

　先生たちがチューしよーとしてるー、などとからかわれつつも耳打ちを返す。

　視界の端はしに、ビクッと意識を復活させるエリエラを捉とらえながら。

「エリエラを、ティリアの裁量で使ってやってくれないか？」

「え、いいんですか？　デルクさんのお手伝いをしたそうでしたけど、あの人」

「一向に構わん。それでもしできれば、子供たちだけでなく、エリエラのことも見ておいてもらいたい」

「はあ、わかりました……どうしてです？」

「彼女が任務に私情を持ちこむレベルの人間とは、思っていないんだが」

　わずかの間、逡しゆん巡じゆんする。

　しかしやはり、伝えておかなくてはなるまい。

「あれは父親を、魔ま族ぞくとの戦いで喪うしなっている」

　一いつ瞬しゆん顔をこわばらせ、わかりましたとティリアは頷いた。

　本来は前述の通り、シルヴェイラにこのことを頼たのめればと思っていた。騎き士しではないものの、戦いの術すべを備える者として、エリエラの行動の機き微びに聡さといかと考えたのだ。

　こうなっては、ティリアにまかせる他ないが──機微どうこう以前に、園児の大多数を引き受けてくれる彼女に、すべてを押しつけることなどできない。自分もなんとか、難敵たちの隙すきを見て、気を配っておかなければ。

　ちら、とまたエリエラを一いち瞥べつすると、

「むー」

　彼女は思いのほか至近距きよ離りに、ふくれっ面つらで立っていた。

「エリエラ。ティリアの手伝いをしてくれ。できる範はん囲いで構わないからな」

「チュー……」

「む？」

「チューするんですか？　先せん輩ぱい。じ、自分はそういうの、よくないと思います。やはり心に決めた、一生を添そい遂とげる覚かく悟ごのある相手とするべきです！」

「？　そうだな。不ふ埒らちな行こう為いは騎き士し道どうに反する。しないぞ」

「！　ですよね！　さすが先輩、すばらしい騎士ぶりです！」

　にこにこと笑顔になるエリエラ。

　何を考えているのかいまいちわからないが、元気でマジメなのはいつも通りだ。

「では、ティリアを手伝ってくれるか？」

「はっ、承知しました！」




　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　園児たちはもれなく、絵本が大好きである。

　読んでもらうのも、自分で読むのも好む。ティリア作の絵本はもちろん人気が高いが、人間の作家が描かいたものもよく読まれている。

　そのためか、人間の街について興味をもち、質問してくる園児も多くなった。

　情操教育というものの大切さを、日々強く感じているデルクであったが。

「じゃあ、まぁ、読んであげるけどー」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのラミーネが、紙芝居片手に椅い子すにふんぞり返った。

「ちゃんと聞きなさいよね。誰だれかに読んであげるなんて、初めてなんだから」

「もちろん……しっかり聞かせていただきますわ」

　対面に座ったイナーシャが、普ふ段だん通りの物静かな口調で答える。

「わたくし、本に対しては、いつでも真しん摯しに向き合いたいですもの」

「あっそふーん」

「この保育園にある絵本や紙芝居には、ほとんど目を通しましたわ」

「へー」

「……。ラミーネさん」

「なによ」

「ここにある作品は、わたくしほとんど堪たん能のういたしましたの」

　だから、とラミーネの両目が吊つり上がる。

　二人から少し離れた椅子に腰こしかけ、デルクは事の推移を見守った。

　あまり露ろ骨こつに子こ守もり感を出すと、イナーシャはともかくラミーネがふてくされる可能性がある。近くにいたニャクードが彼の足にまとわりつき、こんがらがった体勢のままペアの相手に絵本を読み聞かせているが、気にせずにおいた。

「それがどうしたっての？　毎日ひまでよかったねはいはい。で？」

「読んでいない作品のほうが少ないわたくしに対して……あなたが選ぶのは、その紙かみ芝しば居いですのね？」

「これ？　うんこれ、『偉い大だいな魔ま王おう様』ね！　あたしがいっちばん大好きなお話。さー、読むぞ──って、なによその顔」

「いえ……なんでもありませんわ。わたくしのほうが、間ま違ちがっているのかもしれません」

　ほう、とデルクはひそかに感心する。

　大人びているとは思っていたが、やはりイナーシャはなかなかできた魔族にんげんのようだ。

　園児たち全員が覚えるほど演じられている『偉大な魔王様』を今さら読むという、ある意味暴君行為を追つい及きゆうすることはしない。案外うまくやれるのではないか？

（エリエラは……）

　ちらりと目を配り、窮きゆう屈くつそうに椅子に座っているエリエラを視界に捉えた。

　彼女の隣となりには、魔族神官双ふた子ごコンビの妹、タウマニがいる。二人が見つめる先に、開いた絵本がふわふわ浮ういていた。

　絵本だけが、浮いていた。

「もう、こりごりだ、と……こわい、サンダーライガーさんは、逃にげていき、ました」

　たどたどしい声が聞こえてくる。

　姿の見えない何者かが、懸けん命めいに本を音読しているのだ。

「三匹びき、っの……オーク、のこどもたち、は……いえを……まもりま、した」

「……。う、うん……」

「お、おし……まい」

「おおお……」

　ぱちぱちぱち、とエリエラが拍はく手しゆした。

　タウマニも、なぜだかうんうん頷きながら拍手する。

「レッティちゃん、がんばった。タウ、感動した」

「う、うん、最後までちゃんと読んだ！　レッティちゃんはすごい！　よくやった！」

　はわわ、とレッティはうろたえているらしい。赤面している様が如によ実じつに伝わってくる。

　エリエラの緊きん張ちようも、いまだわずかに続いているようだったが──なにやら思うところがあるのか、両手を握にぎりしめ、視線を遠くへ馳はせている。

「こんなところで騎士道を感じるなんてっ……圧あつ倒とう的に戦力が劣おとっても、知ち恵えを振ふり絞しぼって戦う！　まさに剣けんを掲かかげたる者の道。読んでくれてありがとう、レッティちゃん！」

「い、いえ……あ、あう」

「次は、えっと、タ、タウマニちゃん？　どんな本を読むの？　あたしもまた聞いてていいのかな……？」

　もちろんですが、とタウマニがいささかもじもじする。

「その……タウは、ずっとお姉ちゃんといっしょにいたので……」

「うんうん」

「タウだけでいると心細くて……でも、これはきっと、タウも一人でできるようにならなくちゃいけないってことだと思うので」

「えらい……！」

「だから、自分を勇気づけるために、身が引き締しまる本を読んでもいいですか？　絵本ではないんですけど」

「なるほど！　えっと！」

　こちらに目を向けるエリエラに、デルクは小さく頷いた。

　絵本を介かいして、園児同士のみならず、今日から参加の人間とも親交を深める。加えて、常に行動をともにしていたハウタウ姉妹の自立心をあおるとは。

　やはりティリアはすごい──

（……まてよ？）

　身が引き締まる。絵本では、ない。

　たとえようもない悪お寒かんを感じて、振り返ろうとしたデルクだが。

「あるときっ、人間の大軍が！　どわーっと！」

　魂たましいのこもった大声に、ギクッとして踏ふみとどまった。

　紙芝居のページを大急ぎでめくったラミーネが、いとけない顔を大げさにゆがめている。

「どわーっと攻せめてきました！　おのれえええ、人間めええええ」

「ちょっと……」

「魔王は必死に戦いましたが、少ない家来はみんなやられて……やられてしまいました。うう、くやしいっ……あたしがいれば、騎士なんてやっつけちゃったのに。やっぱり槍やり持ってるような騎士はダメだよ、敵だよ」

「ラミーネさん」

「魔王様の家来って、どんなヒトがいたのかな？　サンダーライガーさんは絶対いたと思うんだけど、どう？」

「……。なっておりません」

「へ？」

　ギロ、とイナーシャの視線が、かつてないほどの鋭するどさを帯びた。

　さすがに気け圧おされるラミーネに、底冷えするような声を震ふるわせる。

「なんですの、さっきから。勝手な解かい釈しやくをいちいちいちいち……どわーっとか。くやしいとか。せっかくの物語が台無しですわ！」

「な、なにがよお。どわーだし、くやしいじゃん。あんたくやしくないの？」

「それは……ですから、物語のいいところでしょう？　もっと嚙かみしめたらいかが」

「嚙みしめるぅー……？」

「そう。じっくりと、登場人物の気持ちになって……心の底から思いをこめて……」

　むう、とラミーネが紙芝居に目を戻もどす。真しん剣けんな眼まな差ざしで思案しているらしい。

　その様子に、イナーシャの口元も少しだけゆるんだようで──

「んぎぎぎぎ……ぅぎぎぎぎぎ」

「歯を食いしばってどうするんですの！」

「なによ、あんたがやれって言ったんじゃない」

「違ちがいます。嚙みしめるというのは、こう、お話の真意を心のひだで──」

「あーもーわかんないわかんない。じゃあ、あんたが読んでみなさいよ」

「っ……よろしくてよ」

　イナーシャが、傍かたわらに置いていた絵本を取り上げる。

　しっかりとした装そう丁ていを見るに、ティリアが作ったものではないようだ。

「アルフレッド・Ａ・Ｅ作、『女の子と小鳥』ですわ」

「ふーん。どんな話？　おもしろいの？　魔王様出てくる？」

「これはこの園にある本の中で、わたくしが読んだことのない数少ないひとつです。ですから、内容は知りません……わたくしも読むのが楽しみ」

「あっそ。嚙みしめてくれるのよね？」

「それはもう」

　あるところに、とイナーシャが本を読みはじめる。

　背筋を伸のばして品もよく、読み聞かせというよりは朗読というべきか。

　病気でベッドから出られない女の子が、窓辺に訪おとずれる小鳥を心の支えに日々をすごしてゆく。しかし女の子の母親は、ある日その小鳥が死んでいるのを見つけてしまい──

　心を打つ物語に、デルクも耳を傾かたむけていたのだが。

「……？　ちょっと、イナーシャ？」

「…………」

「黙だまってないで、読みなさいよ。……イナーシャ？　なんなの？　ちょっとちょっと」

「……ぐすっ」

　イナーシャが洟はなをすすりあげる。

　椅子の上を後ずさるラミーネに、彼女は顔を上げた。今までぴくりともさせていなかった眉まゆを八の字にゆがめ、猛もう然ぜんと滂ぼう沱だに暮れている。

「あ……あんまりですわあああああああ」

「な、なによなによ。なんで泣いてんの？　てゆーか、読みなさいってば」

「だってだって、貧びん乏ぼうなお母さんがいろんな鳥さんの羽根を拾い集めて小鳥をつくってくださったのに、願いむなしく女の子が死んでしまうだなんて！」

「は!?　な、あんたちょっとそんな」

「あんまりですわ、悲しいですわ、魔王様にお願いして幽ゆう冥めい界かいの女の子と面会させてもらうべきですわああああ」

「どこでどう嚙みしめてんのよ！　あ、あたしのこと無視して、勝手にいいいい」

「うるさいですわ。この感動を邪じや魔ましないで」

　いかん、とデルクが焦あせったときには、もう遅おそかった。

　瞳ひとみに炎ほのおを宿したラミーネが、怒いかりをそのまま言葉に変える。

「もっ……もおおお怒おこった。決けつ闘とうどぁあああああっ!?」

　立ち上がり、一歩踏み出した彼女の身体からだが、真上に吹ふっ飛んだ。

　なりふり構わず割って入ろうとしていたデルクも、呆あつ気けにとられて見上げる。

「な、なによこれぇ!?　なんなのなんなの！　何がどーなってんのよおおお」

　天てん井じよう近くからぶらさがり、スカートがめくれてぱんつ丸見え状態のラミーネが、ぷらぷら揺ゆれながらわめいた。

　猟りよう師しに捕とらえられたイノシシのようだ、などと連想してしまうデルクだったが──果たしてラミーネの片足に、細くきらめくなにかが巻きついている。目をこらすと、ねばつく糸が束になり、天井に繫つながっているのが見て取れた。

　あら？　とイナーシャが泣くのを中断する。

「なにしてらっしゃいますの、ラミーネさん？　そんな罠わなにかかって」

「なにしてもなにも、えっ？　わ、罠だとぉ!?」

「ご説明いたしませんでしたかしら。わたくし、読書をいたしますときなどは、つい周りに罠を仕し掛かけるくせがございまして……これもアラクネのたしなみと申しましょうか。ごめんあそばせ？　うふ」

「なにがうふっだ、おろせ！　おーろーせ！」

　じたばた暴れるラミーネを、デルクはよしよしとなだめた。案外、あのまま爆ばく発はつされるよりよかったかもしれない。

　他ほかに罠はないか？　とイナーシャに確かく認にんする彼の耳に、

「ひゃああああああああ！」

　別の悲鳴が飛びこんでくる。

　ギョッとして見やると、エリエラがはいつくばっていた。

　床ゆかに小さくうずくまり、頭の上に椅い子すを掲げている。まるで何かから隠かくれようとするかのように。肩かたも背中も、思いのほか大きなお尻しりも、まったく隠せていないが。

「はわ……はわ……はわ……！」

　その傍らにも、もう一人うずくまっている。

　やはり椅子で頭を隠そうとしている、魔ま族ぞくの女の子。大きなふたつの房ふさにまとめた水色の長ちよう髪はつも、ひらひらした薄うす衣ぎぬの白いワンピースも、どれもが小刻みに震えていた。

　リバース族のレッティ。

　あまりに力みすぎているせいか、透とう明めいなはずの身体が目視できている。

　二人とも、いったい何に怯おびえて──

「振り返ると、誰だれもいません……けど、歩き出すとまた、ぺちゃっ、ぺちゃっ。やっぱり足音が、後ろからついてきます」

「……。タウ……？」

　はいつくばる彼女たちを見下ろして、タウマニがにやにや笑っていた。

　明らかに絵本ではない、おどろおどろしい表紙の書物を手に、低く芝しば居いがかった声こわ色いろでのたまう。

「変だなぁ、嫌いやだなぁ、そう思いながらオークさんは急ぎます。忍しのび寄る恐きよう怖ふと焦りからか、普ふ段だんは通らない森を通って近道しようと……けれど、行く手には断だん崖がいが……」

「ききき、騎き士しは、騎士はこんな作り話に屈くつしたりはっ……！」

「やだ……やだ……やだ……！」

「いけない。そう思って振ふり向いたオークさんの目の前に……ぉぉおまえも蠟ワツクスゴーレムにしてやろうかアアアアア!!」

「「いや───！」」

　椅子を放ほうりだし、抱だき合って怯えるエリエラとレッティ。

　ひひひひひ、と笑い声まで堂に入っているタウマニに、

（やはり、甘く見ていたか……）

　自由にさせることを許可してしまった己おのれの過失を感じ、デルクはため息をついた。

　しこたま怖こわがっている二人の身は、確かに引き締まったかもしれないが。
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　お遊ゆう戯ぎが終われば、自由時間。お昼ごはんまでたっぷり遊べる。

　朝のおやつをもらって、園児たちは二人組のままあちこちに散らばっていった。仲よしチャレンジを続けるように、とティリアからのお達しなのである。

　デルクは最悪、隠おん密みつ行動をとってでもラミーネたちを監かん視ししようとしていたが、その必要はなかった。

「積み木をいたしましょう」

　二人は外へ出て行かず、しかもイナーシャがそんなことを提案したのだ。

「え……？」

　ラミーネがきょとんとしている。

　いかなティリアの言があるとはいえ、イナーシャのほうから積極性を出すとは思ってもいなかったのだろう。正直、デルクも同様である。

「何をぼうっとしてらっしゃるの？　積み木はお嫌きらい？」

「う、ううん、好きだけど。あんたも好きなの？」

「まあまあ、といったところでしょうか」

「そんなでもないんじゃん。急になんなの？」

「お互たがい、少しは努力すべきでしょう。このままいがみ合っていても、楽しくもなんともありませんもの。知り合うためには、共同作業かと」

　ラミーネを含ふくめ、室内には『珍めずらしい』園児が何人も残っていた。

　先ほど怖がりすぎたレッティは、ティリアのひざで休きゆう憩けい中。いまだ緊きん張ちようが抜ぬけきらないらしく、身体がうっすら見えている。ペアであり有罪人のタウマニは、お菓か子し没ぼつ収しゆうの実じつ刑けい判決を受け、大泣きしてやはりティリアにしがみついていた。

　元気がありあまり、すぐに外へ飛び出していくのが常のメンツも、二人組の相手に合わせて絵本を読んでいたりする。逆もまたしかりで、たいてい教室で姿を見る園児が、今日は見当たらなかったりもした。

　いつもとは、少し違う雰ふん囲い気き。

　ラミーネもそれを感じ取ったのだろうか。

「おもしろいじゃない……」

　なぜだか不敵な笑えみを浮うかべ、イナーシャの案に頷うなずいた。

「確かにあたし、あんたのことあんまり知らないもんね。さっきの絵本で、実は泣き虫っていうのはわかったけどー」

「感受性の高さを泣き虫と表現するなら、そうでしょうね」

「鼻かむのにすんごい量のちり紙使ってたしー」

「人間製のちり紙は使い心地ごこちがよろしいですわ」

　確かに、と聞き耳を立てつつデルクも頷く。

　ラミーネやニャクードと違ちがって、イナーシャは控ひかえめ組の代表的園児だ。しかし、絵本に対してこだわりが強く、なおかつ感激屋であることなど、今日まで知らなかった。

　いっしょに何かしてみると、いろいろなことがわかる。

「ラミーネさんが、思ったより保守的ということもわかりましたわね」

「ほしゅ……なに？」

「新しいものへの挑ちよう戦せんが苦手。いわば臆おく病びようということですわ」

「は？　ケンカ売ってる？　売ってるよね？　は？」

　それで仲よくなるかどうかは別として。

「フン。まぁいいわ。それで？　あたし積み木チョー得意だよ？　何作るの」

「そうですわね。では、大きなお城を」

「わりと普ふ通つうね。よーし」

　様々な形の木材が入った、大きな積み木箱を二人で引っぱり出す。

　手に手に積み木を吟ぎん味みして、協力して積み上げはじめた。

　仲なか睦むつまじい、とまでは言わずとも、なかなか微笑ほほえましい光景である。少なくとも、そんなに仲が悪いようには見えない。

（まずかたちから入る、という修練方法もあると聞くが、これもそのうちか。さて……エリエラのほうは）

　外に行かれていると少々面めん倒どうだったが、エリエラも室内にいた。

　先ほどのタウマニと極きわめてよく似ているが、双ふた子ごの姉であるハウマニと、もう一人──赤い羽う毛もうが、肩かた口ぐちから腕うでの先、指をさらに越こえたところまで伸のびている魔族の子。

　向かい合って遊ぶ二人を、傍かたわらから見守っている。

「♪お城の屋根を　ふきましょう　いち「うぷ」　にま「ぐへ」　さん「ほきゃ」「「休憩っ」」よん「うにゃ」　ごま「へぺ」　ろく「待って、待って」ま……」

　手遊びに興じていたハウマニが、両手を振って中止を訴うつたえた。

　ペア相手の赤い羽毛に、何度もくすぐられていた鼻先を押さえて言う。

「アイミーちゃん、やっぱりくすぐったい。手遊びはムリなのではないかと」

「あははははっ、だよねー！　ごめんごめーん」

　美しく大きな羽を備えた少女、ハーピーのアイミーはあっけらかんと笑った。

　頭をかくその仕草でも、わっさわっさと羽が揺れる。

「んでもー、あたし部屋で遊ぶの苦手なんだよねー。お人形遊びは羽で隠しちゃうし、積み木は積もうとしちゃ崩くずし積もうとしちゃ崩しでさ。歌も音おん痴ちだしね。ま、ニャクードほどじゃないけどー、あはははははっ」

「声すごくきれいなのに……。ではやはり、手遊び？」

「うん、手遊びは好きだよー。でもいつもフィルンとしかやってないからさ。あの子、腕ちょっと伸ばせるから、顔とかに羽当たらないんだよ。ハウちゃん、腕伸ばせない？」

「笑しよう止し……魔族神官は、基本的にはなんにもできない」

「あははははっ、なにそれ、あははははははっ」

「なので。エリエラ、さん？　……先生？」

　唐とう突とつなハウマニの声に、エリエラがビクッと反応する。

　先ほどの『魔族怪かい談だんシリーズ』で、この顔にトラウマができてしまったのだろうか。

「エリエラ、氏？　嬢じよう？」

「あ……よ、呼びかた？　えっと──」

「軍ぐん曹そう？　大たい佐さ？　将軍？　リーダー？　ずっこけ騎士？　怖がりさん？　ちゃん？」

「あ、あわわわわわわえっとえっと」

「エリエラ氏と呼びます。なにか、いい方法はないですか？　ハウはお外で遊んでもいいんだけど、せっかくなのでアイミーちゃんの可能性を追求したいのです」

「か、か、可能性？　追求？　う、うーんと……！」

　額の汗あせをふきふき、エリエラが悩なやんでいる。今回は楽しく振り回されているようだ。

　騎士たるを示せよ、と心ひそかにエールを送るデルクの耳に、

「できたー！」

「できましたわね！」

　ラミーネとイナーシャの歓かん声せいが届く。

　積み木箱の中身をほぼすべて使った、立派な城が完成していた。

　どっしりとした重じゆう厚こうなデザイン。天然の岩場をくりぬいて造られる、魔族の城をイメージしたものだろう。

　それなりの数の城を見てきたデルクの目にも、なかなかよくできているように思えた。

「大したものだな」

「あ、デルク先生。あのねあのね、ここにね、お父さんがいるの。魔ま王おう様。下界をこう、ヘーゲーしてるんだよ、ワハハハーって」

「魔王はそんな人物だったのか。一度目通り願いたいものだな」

「いーよ。今度会わせたげるね」

　ふふ、とイナーシャが小さく微笑む。

　彼女の笑顔を見たのは、ひょっとして初めてかもしれない。そうデルクは思った。

「すごいですわ。ラミーネさん、ほんとにお上手ね、積み木」

「う……ふふふ、でしょー？　積み木の女王って呼ばせてあげてもいいわよ」

「それは遠えん慮りよいたしますけれど、でも見直しましたわ。本当に魔王様がいらっしゃるようで……、このあたりに、女王様がおいでになるのかしら」

「そーかもねー」

「こちらには、囚とらわれた人間の姫ひめ君ぎみが。いいえ、今の世はもう平和ですから、きっと意に沿わぬ形の政略結けつ婚こんで連れてこられた悲劇のプリンセスですわね」

　ずいぶん具体的かつ、時勢に的確な想像である。

　うっとりとときめいた瞳ひとみで、イナーシャは宙を見上げつつ続ける。

「すばらしい美び貌ぼうの姫様なのに、人間の美的感覚では受け入れかねる相手に嫁とつがされて。夜空を眺ながめて涙なみだしているんですわ。名前は、も……モ……モゲランガ姫」

「もげらんが」

「婚こん礼れいの儀ぎ式しきまであとわずか。けれども姫には想おもいを寄せる相手、騎士、そう騎士様が。ああっ、悲しきプリンセスの運命や──」

「はいガシャーン！」

　喜色満面のラミーネが、両手で思いっきり積み木の城を突つき崩した。

「ガシャーン、ガシャガシャーン！　がららららー、ぐちゃぐちゃどーん」

「……っい……」

「どかーん、うふふふ、ぐしゃーん。あー、楽し！　満たされるー」

　言葉通りに充じゆう実じつした表情のラミーネと、ほぼ白目でそれを見つめるイナーシャ。

　無論デルクとしても、目が離はなせなかった。

　どちらかといえば、おそらくはイナーシャ寄りの意味で。

「ん、何やってんの、イナーシャ？　あんたもやれば？」

「な……何やってんの、って……何やってるんですの……」

「え、壊こわしてんの。作ったから。これが楽しくてやってるんじゃなーい」

　正直、デルクには少し、予想できていた事態ではあった。

　むしろイナーシャの反応のほうが、少々想定外である。魔ま族ぞくは皆みな、作るよりも壊すほうを好むと思っていた。壊す楽しみに重点を置くがゆえ、作ることに精を出すのだと。

　しかしイナーシャは頰ほおをヒクつかせ、明らかに怒いかり心頭に発している。

　まずい。

「ほら、そこの塔とう。がしゃーってやっちゃえば？」

「……っ……！」

　一いつ瞬しゆん、ぴくりとイナーシャの身体からだが反応したように、デルクには見えた。

　目の錯さつ覚かくかもしれない。彼女はすぐ、それまでの怒りこそ錯覚であったかのようににこやかに微笑み、散らばった積み木を集めはじめたのだから。

「ラミーネさん。もう一度作りましょう？」

「もっかい？　いいよ。今度は何作る？」

「この保育園などはいかがでしょう」

「えー、簡単すぎない？」

　などと言いつつも、ラミーネは再び機き嫌げんよく積み木を重ねはじめる。

　いくぶんか形ができ、作品が大きくなってきたところで、

「とうっ」

「ッ!?　あ、ああー!?」

　唐突にイナーシャが突とつ撃げきし、六割ほどできていた保育園を破は壊かいしてしまった。

「な、何すんのよお!?」

「壊しただけですけれど。ふふ、楽しいですわね。やはり魔族の本能かしら」

「違うもん、これは違うもん。できてからじゃないと意味ないもん！」

「そんなルール知りませんわ。ほら、こちらもこうしてくれましょう」

「ひゃああっ」

「そちらも」

「やめろー！」

「モガランゲ姫の仇かたき……っ」

「よ、よくもやったなぁ……！」

　がるるる、とラミーネが牙きばを剝むき出す。

　今度こそまずい。

「もおおおお怒おこった！　決けつ闘とう──」

「お座りだ、ラミーネ」

「ひょっ？」

　すべりこむように介かい入にゆうし、デルクはラミーネの口をふさぐ。

　じたばた暴れる彼女をそのまま抱かかえ上げ、むりやりあぐらの上に乗せた。

　数秒、そのまま待機する──怒りにピンと突っ立っていた龍りゆう女じよのしっぽから、へにゃりと力が抜ぬけた。制圧完かん了りようである。

「ふむ……。イナーシャよ。破壊は魔族の本能とはいえ、保育園を壊すのはまずいのではないか？」

「……だって、だってラミーネさんは、モンガラゲ姫を……」

「そうだな。では、どうだ、二人ともに壊せないものを作ってみては」

「二人ともに？　……たとえば、どのような？」

「たとえば……ティリアを作ってみるとかな」

　ふてぃいにりああへせんんへせ？　とラミーネが両目をぱちくりさせる。

「ティリアを象かたどった積み木なら、完成してもよもや壊せまい？　どうだ」

「それは……そうですけれど。わたくしたちの技術では、とてもそんな」

「立っている人間を作るのは難しそうだが、ならば横になっているティリアならどうだ？　うまく作れるんじゃあないか」

「寝ねているティリア先生……なるほど。やってみますわ！」

　あたしもやるぅ、とラミーネがのそのそデルクのひざから抜け出した。

　名前が出たと思ったのだろう、部屋の向こう側でティリアが首を傾かしげている。なんでもないと手を振ふって、デルクは小さく息をついた。

　積み木ひとつとっても、綱つな渡わたりが続くものだ。

「♪お城の屋根を　ふきましょう　いちまい　にまい　さんまい「「休きゆう憩けいっ」」！」

　歌に振り向くと、ハウマニとアイミーが手遊びを再開していた。

　できるできるっ、とうれしげに笑っているアイミーは、普ふ段だんハウが着ている神官のローブを頭からかぶっている。

「これならできるよー！　あははははっ、いい感じ、あはははははっ」

「エリエラ氏、なかなかのお手て柄がら。ハウ、くすぐったくないです」

　照れたように笑ったエリエラが、指先で頰をかく。

　ゆったりしたローブのそでが、ハーピーの長い翼つばさをやさしく折りたたみ、細かい動きを行いやすくしているようだ。

　なるほど、考えたものである。ゆっくりなら手遊びもできそうだ。

「♪ななまい　はちまい　きゅうまい「「休憩っ」」じゅうまいふいたら　次の塔」

「♪いちまい　にまい　さんまい「「休憩っ」」！」

「♪よんまい　ごまい　ろくグヘェー」

「まいっ!?　ア、アイミーちゃん……!?」

　突とつ如じよ、アイミーが前のめりに倒たおれた。

　慌あわてて駆かけ寄るデルクとエリエラに、まったく鳥モンスターらしからぬ様子で舌を突き出し、ハッハッと呼吸する。

「あ……暑あっついこれ。もームリ……」

　わかりやすいコメントに、なるほどと頷うなずいた。

「鳥は蒸むされるのに慣れていないのだな」

「ど、ど、どうしましょう!?　こんな、せ、先せん輩ぱいっ……！」

「落ち着け。とりあえずあおげ。ハウ、一人手遊びはやめなさい」

　ティリア先生のおっぱいはこのくらいだもん、いいえあの御お方かたは着やせするタイプですわ、などと不ふ穏おんな声も聞こえてくる。

　今までとは質の違ちがうため息を、デルクはただただ嚙かみ殺した。
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【第四種三十六課特務報告書　二日】　報告者　エリエラ・カミーネン




　エリエラ・カミーネンの魔ま力りよくにて記す。許可なく表示することはできない。

　予想魔力溜チヤクラ点を候補として確定。一階教室、グラウンド南西、屋舎東方の三地点。

　予想以上の迅じん速そくさで、保育園側は問題点に対応。園児Ｒ、Ｉ、その他、力の強弱に拘かかわらず個別に注意を払はらうも、やはり魔力の乱れは起こり、数カ所の魔力溜チヤクラ候補点が進行。解消魔ま法ほうによる軽減と合わせ、歪わい曲きよくの前日比は差し引きゼロ程度。ひたすら魔族の子の相手をし続けた我々が疲ひ弊へいしただけとも言える。

　特に目標騎き士しＤに疲ひ労ろうが目立つ。当人いわく、翌日には残さないというものの、丸一日行軍したときよりも疲つかれている。わたしにはわかる。それでも不平を表に出さず働き続けるＤの姿に、騎士として義ぎ憤ふんを感じざるをえない。

　園長Ｔは、Ｄの疲労に気づいてすらいないように見受けられる。

　ただの疲れではない。行き場を失くしたＤの誇ほこりが、声なき声をあげているのだ。騎士をなんだと思っているのか。

　任務を続行する。


サインの必要　なし
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　根本的に考え方を改める必要がある。

　そう思い至るものの、いいアイディアが浮うかぶことはなく、いつのまにか翌日である。

（もう、誰だれがふてくされるだのどうだの、気にしている場合ではない。二人の真横に張りついて、少しでも争おうものなら懲ちよう罰ばつを……、いやいや）

　練兵時代に戻もどりかける思考を、デルクは首を振って追い払った。

　魔ま族ぞくとはいえ、相手は子供である。

　言葉で、あるいは当人の経験で、その身そのものに得られるもの──いわゆる成長が必要とされているのだろう。

　それはわかっているのだが。

（よもや、ティリアが忘れているというようなことはないだろう……だが。そもそもこの件は、アレからはじまった。そんな気がしてならないのだがな……）

　グラウンドに、わらわらと群れている園児たち。

　集団の後ろのすみっこに、楚そ々そと従っているイナーシャを見やる。

　昨日だけでも、彼女の様々な一面を垣かい間ま見みることができはしたが。それでもやはりおとなしく、よく気のつく女の子ということに変わりはないはずだ。

　ラミーネのようなイケイケタイプとの対立に、血をたぎらせる子ではないように思う。

　であるならば。

「何かを……誰かを、隠かくしている。いや、かばっている？　のか……？」

　グラウンドの端はしに、デルクがこしらえたブランコ。今は座り板が取り外され、ロープだけがむなしく風に揺ゆれている。

　それを巡めぐる競走こそ、いざこざの発ほつ端たんだったはずである。

　ラミーネも、ニャクードも、そしてイナーシャもいちばんではなかったという。

　ならばいったい誰が、最初にブランコにたどりついていたのだろうか。

「それを知ることが、大切なような……そんな気がしないでもないんだが」

「デルク先生」

「ただの勘かんにすぎん。しかも、こと戦いが絡からまぬ俺の勘など……ううむ」

「デルク先生ってば」

「む？」

　ふと意識を戻すと、車座になった園児一同が、ほけっと彼を見上げていた。

　太い枯かれ枝をぶんぶん振り回し、んもう、とティリアが憤ふん慨がいする。

「もうお話終わりましたよ。ちゃんと聞いてましたかっ？」

「う、うむ……途と中ちゆうまでは」

「空なんて見ちゃって。あの雲おいしそう、なんて考えてたんじゃないでしょーね？　子供たちといっしょですよ、そんなの。まったくもう」

「面めん目ぼくない」

　先輩っ、とエリエラが、断じて小さくはない声で教えてくれる。

「難しめの絵本も読めるようになるために、字を書いて教えることとなりました！　乾けん薄ぱく紙しではもったいないので、外で土にいろいろ書きます！」

「うむ。そこは聞いていたぞ。俺が字を書く役だったな」

「いえ！　先輩、ずいぶんお疲れかと。書く役は自分が担当いたします！　上官殿どのは、字を書くのがめっぽう遅おそいとのことですので」

　えへへー、とティリアが頭をかく。

　確かに、彼女のいちばんの苦手は書類作成──他の業務をデルクとシルヴェイラに丸投げしても、たびたび間に合わずひんひん泣いている。裏にそんな理由があったとは。

　つまりデルクは今、やることがない。

（とはいえ、話はしっかり聞いておかねばな。うむ）

　園児にまざって地面に座るデルクに、それではー、とティリアが話を再開する。

「二人組さんをするようになってから、絵本を読む子も増えたからね。先生がつくった物以外でも、問題なく読めるようになると楽しいよ！　じゃあみんな、地面に『せんせい』って書いてみましょう。みんな書けたら答え合わせねー」

　はあい、と園児たちが勇んで書きはじめた。

　手で書く者、しっぽで書く者、ティリアのような枝をさがしてくる者。それだけでも十人十色で、目で追うのも大変である。

　しかし、

（ほう……）

　イナーシャの技わざは、中でも際きわ立だっていた。

　しゅるしゅると、白く細い蜘蛛くもの糸を幾いく重えにも掛かけ合わせ、ステッキ状に加工する。

　筆ひつ致ちもなめらかに『せんせい』と書きつけ、ふ、とあえかに微笑ほほえんだ。

「先生……うふふ、こちらどのような先生かしら。きっとティリア先生のようにやさしくて、デルク先生のように勇ゆう敢かんな方ね。名前は、そう……ボルゲドゥクサス。きっとステキな先生……」

「ティリアが剣けんを持てたら、それは最強だろうな」

「！　あ、あら。デルク先生……これはお恥はずかしいところを」

　ぽ、と頰ほおを赤らめるイナーシャの書いた字を、デルクはしげしげと眺ながめる。

「なかなかの達筆だ。練習しているのか？」

「え、ええ……たしなむ程度ですけど」

「ずいぶんと、好きなようだな。その……なんだ……名付けが」

　言っていて、違う、と自分で思った。

　彼女は決して、名前をつけるのが好きなわけではないだろう。そうではなく、きっとアレが好きなのだ。アレが。言葉が出てこずもどかしい。

　自分で自分の首を絞しめるデルクに、

「左様ですわね……名付けるのも好きですし、いろいろ考えるのも好きですし」

　もじもじと自作ステッキをいじりつつ、イナーシャが照れくさそうに笑った。

「お母様ゆずりなのだと思います。魔ま王おう様のお話、神様のお話、もちろん人間のお話も、たくさん聞かされて育ちましたから。おかげさまで、文字には少々慣れておりますわ」

「ふむ。珍めずらしいお母上……のように思えるが」

「ふふ、そうかもしれません。ご覧になってらっしゃるでしょう、一族の中でも特にのんき者の母ですから。でも、文字が書けるって、とってもステキ……」

　はーい、とティリアが注目を集める。

「みんな、書けましたかー？　答え合わせしますよー。エリエラさん、お願いします」

「はっ。『せんせい』は、こうで、こうで、こうです！」

「はーい、正解はこうでーす……でーす、けど、エリエラさん。ひょっとして、字、苦手だったりしますか……？」

「うぐ!?　い、いえ、そのっ……確かに、第三者からの評価が、高かった例ためしは……」

「ま、まあ、正解は正解なので！　えっとじゃあ、次はみんな、好きな言葉を書いてみましょー！　なんでもいいよ、先生たちが見て回りますからね。言葉は思い浮かぶけど綴つづりがわからなかったりしたら、聞いてくださーい」

　好きな言葉か、とデルクは目を細めた。

　自分が、この園児たちと同じ年の頃ころ──同じことを聞かれたら、何と書いていただろうか？　難しい。しかしいい授業である。

「イナーシャは、なんと書くんだ……む？」

　しゃかしゃか、とデルクの目の前で、木の枝が走った。

　ひとりでに立ち上がったそれの先せん端たんが、地面に文字を連ねてゆく。

『でるくせんせい、いつもえほんをよんでくれて、ありがとうございます。うれしいです』

「……レッティ、か？　レッティだな」

『はい。すきなことばをかいていいといわれたので、せんせいにおれいをいいたいです』

「そうか。いや、なんでもないことだ。いつでも絵本を持ってきていい」

『うれしいです。たのしみです。れってぃ、でるくせんせいが、さい』

　消して、

『ない』

　消して、

『だいすきです』

　ぱた、と木の枝がその場に倒たおれた。焦あせったような足音が遠ざかってゆく。

　きょとんとしつつも、ぽりぽりと頰をかくデルクに、

「ねえねえねえ先生ー！」

　ラミーネがハイテンションで体当たりしてきた。

　まとわりつきながらしっぽを伸のばし、ずしゃしゃしゃ、と器用に土を掘ほる。

「あたしの名前って、これでいいっ？　こう？　こうで合ってる？」

「ラミーナ……少し違ちがうな。こうだ」

「こう？　こうね？　よーし、いろんなところに名前書いちゃうもんね。ニャクー、ニャクー、ちょっと墨すみ吐はいてよ」

　吐はけるか！　とあの温おん厚こうなニャクードに思いきりツッコまれるラミーネを眺めて、

「ふふ……」

　イナーシャが、細い眉まゆを八の字にして苦く笑しようした。

「皆みなさん、らしいことですわね。少しうらやましいですわ」

「らしいか……？　ラミーネはともかく、レッティがあんなにも書くとは、驚おどろいたが」

「それは確かに。フィルンと違って、レッティさんは普ふ段だん本当に無口ですのに。よっぽどデルク先生のことが好きなんでしょう」

「……フィルンは、よくしゃべるのか？」

　ええ、とイナーシャの笑え顔がおが明るくなる。

　単なる本読み友達に向ける表情とは、少し違うようにデルクには思えた。

「あの子、頭の中を整理するのに、少し時間がかかってしまいますけど。わたくしにおもしろい絵本を教えてくれるのは、いつもフィルンなんです」

「ほう。イナーシャが教えるんじゃなく、逆か？」

「ええ。わたくし、読むのが遅くって。あの子はとても速いんです。それにキャラクターのセリフをとてもよく覚えていて、楽しいんですよ」

「なるほど……」

　レッティとフィルン。どちらも控ひかえめ組の典型例かと思っていたが、中身はずいぶん異なるようだ。レッティの積極性にも驚いたが、フィルンもまだまだ奥行きが深い。

　そしてイナーシャが、これほど楽しそうに友達のことを語るところも、初めて見た。

　今なら聞けるか──と、デルクがイナーシャに向き直るより早く。

「あ、イナーシャ。あんた何書いたの？　見てあげよーじゃない」

　あちこち巡ってきたらしいラミーネが、またひょっこりと顔を出した。

「なに？　どこにもなんにも書いてなくない？　まだ書いてないの？　とろいねー」

「……ラミーネさん」

「しょーがないから、あたしが書いたげる！　あんたの分まで、よいしょ、ラ・ミ・ー・ネ……はいできたっ。感謝なんていいのよ？」

「あなたとは……あなたとだけは、楽しく仲よくできる気がまったくしませんわ……！」

　ぶるぶる震ふるえるイナーシャに、覚えたての字がとことんうれしいらしいラミーネ。

　どちらをどう止めたものか、一いつ瞬しゆん判断に困るデルクだったが。

「はいどいてどいてラミーネ」「はいどいてどいてイナーシャ」

「むっ……ハウタウ？　何をしてるんだ」

　地面に何かを書き殴なぐりながら爆ばく走そうしていったハウタウ姉妹が、急ブレーキをかけて戻もどってきた。

　いつものフード付きローブは汗あせだく、しかしどことなく満ち足りた無表情だ。

「デルク先生、ハウ書けました」「タウも書けました、いちばん書きたかったこと」

「ほう」

「「文字はすごい！」」

　興奮もあらわに、姉妹は握にぎり合った手をぶんぶんと前後に振ふりたくる。

「文字は史上最高の道具だって、ハウ思います」「人類が生み出した文化の極きわみだって、タウ思います」

「そうかもしれんな」

「字で魔ま法ほうを教えることもできます」「字で今日の献こん立だてを教えることもできます」「インクに魔ま力りよくをこめて、自分以外読めなくすることも」「インクに処女の血を混ぜて、呪のろいをかけちゃうことも」

「まあ、できるが……本当によけいなことをよく知っているな」

　ひとつは、国の重要書類などによく使われている技法。ひとつは、憎にくい相手の呪じゆ殺さつを狙ねらった民間発はつ祥しようの邪じや法ほうである。

　見ると、広いグラウンドのほぼいっぱいに、ハウタウは文字を書き連ねたようだった。

「人間は魔ま族ぞくの言葉も字にして、魔ま物ものを召しよう喚かんできるようにしました！」「人間は精せい霊れいの言葉も字にして、精霊を召喚できるようにしました！　つまり！」「「人間と魔族と精霊の言葉を交ぜて呪じゆ文もんを作れば、きっとぜんぶ喚よび出せる！　先生、読んで！」」

「断る」

　ハウちゃんタウちゃん、といつもの声がする。

　人よりも魔族よりも精霊よりも恐おそろしい、笑顔と青筋を織り交ぜたティリアがそこにいた。

「お遊ゆう戯ぎももう終わりだし、先生とお話ししましょうか。文字が好きなら、たくさん書かせてあげるね。反省文っていうんだけど」

「い、いえ……」「いいです……」

「保育園児が反省文書くなんていうのも、まあ前ぜん代だい未み聞もんだけどね。お母さんに言いつけるのと、どっちがいいかな？」

「「書きます！」」

　ふえええん、と泣きながらハウタウが連行されてゆく。とても頭のいい二人のはずなのに、自じ業ごう自じ得とくの概がい念ねんだけは学習できないらしい。

　振り向くが、イナーシャの姿はなかった。

　見回してもいない。どこかの木の上にでも行ってしまったのだろうか。

　ふと、足あし下もとに残された、小さな字が目に入る。

「……ゆうき……？」

　イナーシャが書き残して行ったのだろうか。それにしては震えた、稚ち拙せつな文字だ。別の誰だれかが書いたのか？　しかし、そんな気配はしなかった。

　眉まゆ根ねを寄せ、三々五々に遊びはじめている子供たちを眺める。

　自分が思うより、もう少し深いところで、何かが起きている気がした。
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　昼食を食べ、昼ひる寝ねしたあとは、再び二人組行動である。

　先だって覚かく悟ごした通り、もはや子こ守もり状態を隠かくす意味もない。

　事態がこじれるかもしれないが、いっそ堂々と打って出るのみである。

「というわけで、仲よしを教えてくれる、ニャクード先生だ」

「ニャクードでーす」

　場所は相変わらず、グラウンドの片かた隅すみ。太陽の角度的に影かげができず、少し暑い。

　同じ園児を先生と紹しよう介かいされ、ラミーネとイナーシャが顔を見合わせた。

「何を……おっしゃってるんですの、デルク先生？」

「この保育園で最も友人が多い者は誰かと調べた結果、ニャクードという結果になった。これから君たち二人が、どうやって仲よくなればいいか助言してくれる」

「友人が、ですか……それは信しん憑ぴよう性せいの高い情報なのですか？」

「情報源はあそこだ」

　親指で、グラウンドの逆側を示す。

　互たがいに向かい合い、それぞれ魔道書を開いたハウタウ姉妹が直立していた。

　正しい姿勢ではきはきと、何事か唱え続けている──呪文だとしたら問題だが、デルクはそれがただのしりとりであることを知っていた。

　またハウタウかー、とラミーネがどこかげんなりした様子で肩かたを落とす。

「もうはんせーぶんっての書いたのね……確かに、よけいなこといーっぱい知ってそうだけど。なんかやだなぁ」

「ラミーネとハウタウは、仲がいいと思っていたが？」

「そりゃいいけどさー。よく話すだけに、今日のぱんつの柄がらまで知られてそうだし……。あんたイナーシヤは？」

　まさか話を振られると思っていなかったのか、イナーシャは一瞬言葉に詰つまってから目を伏ふせた。

「そうですわね……わたくしは少々、苦手と申しますか。その……」

「そうなのか？」

「おとなしそうに見えて、ぜんぜんそんなことないんですもの。本の話はしたいし、できそうですのに、普ふ通つうの会話ができなさそう……端たん的てきに申しまして、わけがわかりません」

　的確な評と言わざるをえない。

「君たちの人物観が正確でなによりだ。確かに、ハウタウ姉妹に関しては一いち抹まつの不安もあるものの──」

「デルク先生、ハウは地じ獄ごく耳みみですよ！」「タウも地獄耳ですよ！　すかぷん」

「……。すかぷんが気に入ったのだな、タウ。えー、一抹どころではない不安があるものの、ニャクードに友人が多いというのは事実だろう。その証しよう拠こに、お前たち二人とも仲がいいんじゃないのか？」

　そりゃねー、とラミーネが苦笑する。

　しかしイナーシャは再び言葉に詰まり、先ほどより深くうつむいた。

「わ……わたくしとは、そんな……」

「えー、イナちゃんともお友達だよー。毎日すごいドレス着て、うらやましーなぁ。しゃべりかたとってもきれーで、お歌も上手で、自じ慢まんのお友達だよ」

「あ、あら……。悪い気は、いたしませんわ」

「ニャクの歌聞いてもギリギリ気絶しなかったしー。巨大ヒユプ吸血ヒルテイロスの味をわかってくれるのイナちゃんだけだしー。あっそーだ、そのスカートの中ってどうなってるの？　一回だけ見せてよー」

「悪い気がいたしますわ！」

　あれれー、と笑うニャクードに、デルクはひとつふたつ咳せき払ばらいした。

「それで、だ。一向に仲よくならないこの二人を、どうしたらいい？　ニャクード先生」

「いっしょに遊べばいいんじゃないかな？」

「遊んではいるんだがな。むしろそのたびに、新たな溝みぞができてゆくというか」

「そうなんだー。じゃ、ダンスだね？」

　は？　と再度ラミーネたちが顔を見合わせる。

　そういう仕草においては、実は仲がいいのではないかと思わせるものもあったが。

「座って向かい合ってたって、わからないことはわからないんだよー。いっしょに身体からだ動かして、頭からっぽになったら、もう仲よくなるしかないんじゃない？」

「なるほど。わからんが、わかった気にさせてくれる理り屈くつだ」

「でしょ？　それじゃ、いっしょに踊おどろ。デルク先生もだよ」

「ぬう」

　問答無用の愛あい嬌きようを振りまき、ニャクードが身体を左右に揺ゆらしはじめる。

「振り付けはー？　個性見せちゃう？　いっしょ？　いっしょかあ。じゃ、ニャクのマネしてねー」

「待って待ってニャク、マスクしてマスク！　あんた絶対歌うんだから」

「あ。ふへへ、忘れてた」

　慌あわてたラミーネの言葉に、ニャクードがポケットからマスクを取り出す。

　デルクもしばしば目にするそれは、魔族に伝わる魔法の品マジツクアイテムのひとつらしい。

　セイレーンの口をふさぎ、魔力の歌を歌わせなくするために使われたという──あまり由来のよくない代しろ物ものだ。しかし、当のセイレーンたちはなんら気にせず、自分たちの魔力を抑よく制せいするために現在も活用しているのだとか。

　そんなたくましい姿になったニャクードが、ぴょんぴょんと跳はね踊りながら歌う。

「♪トロールさんは　ハラペコだあ　なんでもかんでも　食べちゃうぞ」

「ぬう……！」

「♪木の実を食べて　お魚食べて　それでもまだまだ　ハラペコだあ」

　デルクは持ち前の反射神経を活いかし、ニャクードの動きの再現に努めた。

　難しくはない。シンプルだがキレのある振り付けの反復だ。長ちよう剣けん素す振ぶり訓練千回に比べれば、なにほどのこともない。

　そういえば、エリエラは──

「あ～んダメダメ、ダメだよーデルク先生」

「ぬ？」

　気をそらしかけたデルクにダンスを止やめ、ニャクードは両手を腰こしに当てる。

「もっとお歌の気持ちになって？　かわいさがぜんぜん足りないよー」

「う……歌の気持ち？　トロールの気持ち、ということか？　相も変わらず、騎き士し道どうに反した──」

「違ちがうよー。このお歌、かわいいでしょ？　だからもっと、こうっ。もっと、こうっ♪　ね？　かわいくやんないとー」

　異議あり、とラミーネとイナーシャが、なんとそろって挙手した。
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「あのね、ニャク。それがかわいいのはね、あんただからだよ」

「デルク先生がかわいくないとは申しませんが、酷こくではないかと……」

「ぶっちゃけ、あたしもかなり恥はずかしい」

「曲の選せん択たくも、他ほかにやりようがあるのでは」

　むーぅ、とニャクードの頰ほおがふくれた。

　ラミーネだけは、一いつ瞬しゆん早く危機を悟さとったようだったが。

「二人ともぉ、そんなんじゃダメぇー！　ダメダメのダメ！　仲よくなんか絶対なれないよ！」

「絶対とまで」

「そうだよね、デルク先生。二人を絶対、仲よくさせたいんだよね？」

　その通りだ、とデルクは気合いを入れ直した。

　二人を仲よくさせる必要が、ある。それを常の状態とし、気脈を落ち着け、保育園の存続を確かなものにしなければ。

「♪トロールさんは！　ハラペコだ！　なんでもかんでも！　食べちゃうぞ！」

「おおっ、デルク先生すごぉい！　お歌も歌って気持ちこもってる。かわいいよ、かわいく踊れてるよっ」

「♪お牛を食べて！　百まで食べて！　それでもまだまだ！　ハラペコだあ！　さぁ、ラミーネたちも！」

「二番の歌詞も完かん璧ぺきぃー。ニャクも本気で踊っちゃうよ！」

　ニャクードが楽しそうに踊りはじめる。

　ぽよんぽよんと、小さな身体のいろんな部分が大きく揺れた。もはや振ふり付けがどうのすら大して気にせず、好き勝手に身体を動かしているようだ。

　当然、ついていくほうはより大変になるわけで。

「ラミーネちゃん、もっと足あげてー。君はまだまだそんなもんじゃなぁーい」

「ほめると見せかけて要求上げるの腹立つっ……」

「イナちゃん、恥ずかしがらずにー。笑顔笑顔ぉ」

「恥ずかしいに決まってますわ……！」

「いいよいいよぉ、ラミーネちゃんかわいい！　じゃあ上だけ脱ぬいでみよっか」

「あんた意味わかって言ってないでしょ!?」

「イナちゃん、今だ！　スカートをほら、こう、バッてやって！」

「セイレーンさんて、みんなこうですの!?」

　もはやなにもかもめちゃくちゃだが、ラミーネもイナーシャものたのたと身体を動かしている。ニャクードに嚙かみつく様子はない。

　この憎にくまれなさこそ、彼女に友達が多いゆえんなのだろう。

（……む？）

　デルクの視界の端はしに、引っかかるものがあった。

　保育園の建物は、両側から回りこんで裏庭に向かえる。右手から回ればトイレに近く、左手から回れば物置に近い。

　その物置のほうの壁かべに、こそこそと人ひと影かげが張り付いている。

「ここで変化つけてぇ。♪はいっ　はいっ　はいっはいっはいっ」

「♪ぬんっ　ぬんっ　ニャク　あとは　まかせたっ」

「はーい。トロールさんからのぉ、♪ドラゴンのしのし歩いてる」

　リズムよくこの場を託たくして、デルクは戦列を離はなれた。

　建物の裏へ向かう道、陰かげから陰へと身を移している人影の後ろに、音もなく忍しのび寄る。

「エリエラ」

「ひ──ッ、デぁ、デ、デルクせんぱ」

「何をしている。特とく殊しゆ工作班の訓練でもあるまいに……む」

　道の先をゆく、ふたつの後ろ姿を認めて、デルクは眉まゆ根ねを寄せた。

　グラウンドから離れ、日ひ陰かげの多いこの場所。園児たちがかくれんぼに興じるときはやたら盛せい況きようになるものの、今は行われていない。

　木々が枝葉を伸のばす自然豊かな小道を、小さな背中がゆっくりと歩いてゆくのだ。

「だんだん、涼すずしくなってきましたね。人間領は季節の移ろいがはやい。そうは思いませんか、フィルンさん？」

「そう……ですね。かも……ですね」

「日差しは魔ま族ぞく領よりやわらかいのに、暑さはずいぶんと厳しかった。湿しつ度どが高いからでしょうか？　とすると、フィルンさんにはすごしやすかったでしょう」

「かも……ですね。そう……ですね」

「それがお肌はだの瑞みず々みずしさの秘ひ訣けつですか？　はは、いやこれは失敬」

　あれは、とエリエラの背後に控ひかえて見つめる。

　片方は、褐かつ色しよくの肌にクリーム色の髪かみ。裸足はだしで歩いているスライムの子、フィルンだ。

　うつむき加減に地面を見つめ、時折相あい槌づちを返している。

　その彼女に、道みち端ばたから手た折おった野花を差し出し、

「どうぞ、フィルンさん。あなたには素そ朴ぼくな花がよく似合う」

　頭のてっぺんに、黄緑色の大きなつぼみを載のせた男児が、白い歯を見せて微笑ほほえんだ。

　ひゃあああ、とエリエラが声を押し殺す。

「い、今どきの園児って……い、いえ、今どきの魔族って、進んでるんですね……！」

「なにがだ？」

「なにがって……し、しまった。デルク先せん輩ぱいにこの手の話題は」

「あの二人を見ているよう、ティリアに言われたのか？　裏に行かれると、見守りづらいだろう」

「まぁ、そのー、そうですね。言われたっていうか、あからさまな雰ふん囲い気きに好こう奇き心しんを抑おさえられなかったっていうか……えっ、せ、先輩!?」

　すたすたと、デルクは園児たちに近づいた。

　気づいた男児が振り返り、つぼみと同色の髪をかきあげながら笑う。

「やあ、デルク先生。こんにちは」

「ああ、こんにちは。こっちに用か、フィルン、ターネフ？　せっかくの自由時間だ、グラウンドで遊んだらいいだろう」

「散歩を満まん喫きつ中ですよ。フィルンさんが、そうしたいのではないかと思いまして」

「フィルンが？」

　ターネフ──トラップシードという植物の魔族は、小さく肩かたをすくめてみせた。

「ラミーネさんや、ニャクードさんのように、激しく情熱的な方ばかりではないですからね。すごしやすい場所でゆっくり語らうことを望む女の子なら、男は応こたえなければ？」

「なるほど。お前もまた、ずいぶんと言葉が達者だな」

「ハウタウさんやイナーシャさんなど、知的な女性も多いですから。そういったものを求められたとき応えられるよう、今も勉強中です」

　うむ、とデルクは頷うなずいた。

　動機についてはよくわからなかったが、努力のあとは明らかだ。

　園児の中でも背が低いフィルンと並んで、おまけに頭のつぼみの分実際には低いというのに、そう感じさせないなにかが彼にはある。ように、思える。

　それは、

「ボクはトラップシード……動けはすれど、歩けはすれど、やはり女性という蝶ちようが留まってくれるのを待つしかない存在」

　ことある事に見せつけられる、どこかの世界にうっとりと入りこんだ決めポーズのせいかもしれないが。

「女性にとって、少しでも魅み力りよく的な花であるように。先祖代々の教えではありますが、その点この保育園は実にすばらしい！」

「ほう」

「絵本は男を磨みがくバイブルです。存在するだけで女性を幸せにできる、王子というものにぼくは憧あこがれます。実力を磨いて、いつか必ず……そのためにも、身近な女性を不幸せにするわけにはいかないでしょう」

「ふむ。しかし、フィルンは男の子だろう？」

「「ええっ!?」」

　ターネフのみならず、エリエラまでもが声をあげた。

　受け取った花を持てあましていたフィルンが、慌あわてた様子で首を横に振る。

「ち、ちが……ですね。ぼく、その……あ、あの、ですね」

「ぼくと言っているしだな」

「こ、これは、ですね。くせで、ですねっ……ぼ、ぼくは、女、で……」

「……そうなのか？」

　首を傾かしげるデルクに、ターネフが両手を握にぎりしめた。非常に険しい顔をしている。

　もはや隠かくれている意味もないと知ったか、エリエラがのこのことやってきた。

「先輩……服見たらわかるじゃないですか。かわいい子なのに、かわいそうですよ」

「そうか……そうだな。思えば、エリエラのことも、初対面のときは男か女か測りかねていたな」

「な!?　ちょっ、えええ!?　ひどい！　いくら先輩でもひどいです！」

「すまん。お前のことはそれでもすぐ気づいたんだが、そうか、フィルンもか……いや、なにせ以前、こう枝切れをだな──」

　ボクが、と唐とう突とつにターネフがその場にひざを落とす。

「ボクが未熟だったっ……！」

「む？」

「なんて短たん絡らくな……スライムだから、じめっとしている場所がいいだろうなんて。井い戸どで水をくんであげようなんて……いったい何の意味がある？　どれもこれも、女の子のイメージからほど遠いものばかりじゃないか。だからフィルンさんが男の子に思えた、そういうことですよねデルク先生！　ボクのせいだ」

　エリエラの口元が、どうしてか引きつった。まぶたも半分引き下げられている。

　ターネフが立ち上がり、再び両手を握りしめた。

「教えてください、デルク先生。フィルンさんが、女の子が、何を望んでいるのか！」

「そう言われてもな。女性の意見が聞きたいのか？」

「はい」

「ならば。エリエラ」

　ビクッと背筋を強こわばらせ、結果的に直立不動になるエリエラに、ターネフが熱い眼まな差ざしを向けた。

「エリエラ氏！」

「待ってその呼びかた浸しん透とうしてきてるの!?」

「教えてください、女性の望むものを。具体的には、理想のデートプランを」

「デート!?　あう、そ、それは……自分も、ぜんぜんその、経験豊富なほうじゃないし。そもそも男女の公おおやけな交際は、首都じゃまだ白い目で見られることもあって……」

「なんて心の狭せまい社会でしょう。もっと女性の理想を実現するべきです」

「それもなかなか……でも、そうねぇ。理想かぁ。理想はやっぱり、お昼に静かな公園でランチでしょう？　そのあとは馬車で街並みを巡めぐって、行商団の大道芸を見るの。それから街一番のホールで観劇して、夕食は──」

　エリエラの目が、徐じよ々じよにうっとりとゆるんでゆく。

　園児相手に語っているうちに、どこかデルクの知らない世界へと入りこんでしまったらしい。

　ふむふむと真しん剣けんに聞き入っているターネフと、もらった花を見つめているフィルン。

　貸してみろ、とデルクはフィルンに手を差し出した。

「この花は、軸じくがこう縦に裂さける。こうして結ぶと……、髪留めだ」

「あ……こ、これ、ですね。ティリア先生、ですね」

「そうだ。ティリアがよく作っている、俺も教わった。フィルンも似合うぞ」

　いつになく大きな笑え顔がおを、フィルンは見せてくれた。

　その表情は、なるほど確かに、男の子というのは失礼にすぎる。

　ぽんぽんとクリーム色の頭をなで、デルクは踵きびすを返した。

（杞き憂ゆう……だったか）

　先の大戦で、デルクは四度従軍し、うち三度で魔族と刃やいばを交えた。

　四度目の従軍で彼女、エリエラが所属する補給部隊の護衛をまかせられ、前線から首都まで引き上げた。当時まだ三級騎き士し見習いだったエリエラと、シルヴェイラ戦の功績で二級騎士見習いに昇しよう進しんしたばかりだったデルクは、よく仕事をともにした。

　そのときと比べて、エリエラの様子がおかしい。

　そんな風に感じていたのだが。

「やはり正式な騎士ともなると、なにかと大変なんだろう。俺も早くそうならなくては」

　決意を新たにし、グラウンドに戻もどったところで、

「あ……あの、ですね！」

「む？」

　エプロンのすそをつかまれて振ふり向くと、フィルンが立っていた。

　作ってあげたばかりの髪留めを、前まえ髪がみの横に挿さしている。

　懸けん命めいに追いかけてきたのだろう、息せき切った大きな瞳ひとみが揺ゆれ、デルクを映し、そのままそらされなかった。

「あの、あの……あ、あの、あの」

「うむ」

「あの、ですねあの、です、ねあの、あ、のっ……」

　相変わらず、なかなか要領を得ない。

　しかしデルクは、イナーシャの言を思い出した。

『あの子、頭の中を整理するのに、少し時間がかかってしまいますけど。わたくしにおもしろい絵本を教えてくれるのは、いつもフィルンなんです。それにキャラクターのセリフをとてもよく覚えていて、楽しいんですよ』

　普ふ段だんから、フィルンと話すときには、注意深く待つようにはしていた。

　しかし、足りないのかもしれない。

　それは待つ時間が足りないのか、デルクと彼女の親しさが足りないのか、あるいは。

（そういえば……ティリアが言っていたな。『会話の苦手な子が困ってしまったときは、こちらが代わりに言ってやると落ち着くこともある』だったか？　なるべく、その子が言いたそうなことと同じカテゴリのことを言ってあげられるといい……挨あい拶さつしたそうなときは挨拶を、質問したそうなときは質問を、か）

　このタイミングで、挨拶もないだろう。

　質問かどうかも定さだかではないが、幸いこっちにはネタがある。

「フィルンよ」

「！　は、はいっ、ですね」

「フィルンはときどき、木の枝を腰こしのところに持って、裏庭で遊んでいるだろう」

　!?

　と、急激に変化したフィルンの表情は、デルクの予想を超こえるものだった。

　驚きよう愕がくと、焦しよう燥そうと、あらん限りの羞しゆう恥ち心しんとが入り混じったような。

　健康的だった褐かつ色しよくの肌はだが、全身的に赤みを帯びる──挙げ句、両手でぺたりと顔を覆おおって、その場にへたりこんでしまった。

　明らかに妙みようだとは察しつつ、デルクは続ける以外の選せん択たく肢しを持たない。

「楽しそうに、歩いて……いたな？　端はしまで歩いて、引き返してきて、また……端まで歩いていた。楽しそうだったぞ。うむ、楽しそうだった」

「あぁ……あぁ……」

「盗ぬすみ見ていたわけではない。ファイムジアの世話をしようと……あまりにもしっかり腕うでを振って、普段と違ちがう感じで歩いていたからな。そう、楽しそうに腕を、こう、な。いいことだ。とてもいいことだぞ。質問だが、あれは……なにを……、いや。……すまない」

「ああぁぁ……」

　こんな反応をされるとは思わなかった。質問を引き出す質問のはずが。

　このまま泣かれてしまうのではないかと、久々に冷や汗あせをかくデルクだったが。

「すごおおお───い！」

　グラウンドから聞こえた歓かん声せいに、額をぬぐって振り向いた。

　声の主は、ニャクード。握った両手をぶんぶん振り回し、興奮しきりの様子である。

　その目の前で、イナーシャが舞まっている。

「イナーシャちゃんすごい、すっごいきれい！　とてつもない仲よし力を感じるよぉっ。ニャクもこんな風に踊おどりたいなー。友達百人できること、間ま違ちがいなしだね！」

　ニャクードの言葉通り、イナーシャのダンスは見るからに洗練されていた。

　スムーズなクイック、なめらかなターン。

　足捌さばきこそスカートで見えないものの、全身の浮うき沈しずみが繊せん細さいな情感を豊かに表現している。いっそ艶なまめかしいほどの動きを魅せる両りよう腕うでが刻むリズムは、しかし『トロールさんのごはん』。よくぞここまでアレンジしたものだ。

　五歳児の動きとは、とても思えない。芸術にうといデルクにすら、それがわかった。

　加えて、

「ラミーネちゃんもすごおおお───い！」

　イナーシャの隣となりでラミーネが回っている。

　これまたニャクードの言葉通り、すごい──彼女はただ、回っているだけではあるが。

　秒間、おそらく五回転。

　そろえたつま先が地面を掘ほり進み、ラミーネの表情も窺うかがい知れないほどの速度だ。

　しっぽで重心を操あやつって、勢いをつけ続けているのだろう。ピンとのばされたそれの射程範はん囲いは半径半馬身にも及および、なかなかに危険である。

　五歳児の動きとは、とても思えない。芸術がどうとかは関係なく、それがわかった。

「圧あつ倒とう的な仲よし力だよ、これを見て友達になりたくないと思うヒトなんていないよ！」

「ニャクードよ……」

「あ、デルク先生。すごいでしょー？　もうね、ニャクに教えられることはなにもないですよ。二人とも免めん許きよカイデン。ヒッサツオーギ。カイデンってなにかなぁ」

「とてもすごい、とでもいうようなものだが、何があった」

「最初はね、イナーシャちゃんがすごかったの。絵本に出てくる踊り子さんみたい！　でね、ラミーネちゃんがくやしそうだったから、『ひたすら回り続けるダンスもあるよ』ってニャク教えてあげたの。そしたら予想をはるか超えてすごかったの」

「そうか……うむ。よくやった、ニャクード」

　あたまなでてー、とニャクードがまとわりついてきたときには、すでにフィルンの姿はなかった。

　地面に溶とけこむように同化し、どこかへ消えてしまっている。

（悪いことを……してしまった、ようだな）

　やはりティリアの技術は、難しい。

「あっ」

「おっと」

　ドレスのすそを踏ふんだらしいイナーシャの身体からだを、デルクは手を伸のばして受け止めた。

　長時間踊り続けて疲つかれたのだろう、頰ほおが上気して息もあがっている。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「え……ええ、ありがとうございます、先生。この服、ダンスには不向きですわ……」

「そうなのか。だが、きれいだったぞ」

「まあ、そんな……。では、わたくしの勝ちでしょうか？」

　いつのまにか勝負になっていたらしい。仲よし力はどこへいったのか。

　折しも勢いをゆるめ、ラミーネが回転を止める。

　こちらも疲れたのか、うつむいたまま言葉がない彼女に、イナーシャが小さく笑った。

「けれど……久々に、全力で踊れましたわ。いい勝負をありがとう、ラミーネさん」

「…………」

「敗者にかける言葉など、わたくし持ち合わせておりませんけれど……この状態をお友達と呼ぶなら、それも悪くありませんわね。ねえラミーネさん。……ラミーネさん？」

「……ぅぼえっ」

　びたびたびた、と龍りゆう族ぞくの昼ごはんがリバースされる。

　友達になどなれようはずもないイナーシャの悲鳴が、デルクの鼓こ膜まくを貫つらぬいた。
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　エリエラ・カミーネンの魔ま力りよくにて記す。許可なく表示することはできない。

　園児の大多数に接せつ触しよくを完かん了りよう。魔力の乱れ、及び魔力溜チヤクラの形成を招く可能性のある魔力の持ち主を数名確かく認にんするも、やはり最有力は園児Ｒ及びＩ。他ほかは現状に不満を持っていないか、気き性しようが不向きか、危険度が高すぎるか（魔ま族ぞく神官には手を出してはならない！）。

　魔力試算の結果、Ｒ及びＩが対立関係を続けていれば、気脈の不安定は継けい続ぞくする。この報告書の最終項こうを目安に、保育園の閉へい鎖さを具体案として立ち上げる根こん拠きよとできる。

　しかし、目標騎士Ｄの態度に懸け念ねん。あまりにも任務に真しん摯しすぎる。

　Ｄの騎士たるを思えば、当然である。しかし、現状に不満がある上で、ああまでも尽つくして働けるものなのか。それがＤの誇ほこりであるなら、わたしはもはや尊敬どころか、ある種の崇すう敬けいでもってしてＤを支えることやぶさかではない。

　しかし、もし、現状に不満がないとするなら、自分の任務の範はん疇ちゆうを超える。

　先せん輩ぱいはだまされているのか？

　任務を続行する。


サインの必要　なし
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　仲よし大作戦が発動してから、果たして何日がすぎただろうか。

「そろそろ……いい加減にするつもりは、ないか？　二人とも……」

　さすがに疲ひ労ろうの色を隠かくせず、デルクはグラウンドのすみに腰こしを下ろしつつ告げた。

　朝のお遊ゆう戯ぎが終わり、おやつをもらった自由時間である。

　今日も園児たちは二人組をつくり、思い思いに散らばって遊んでいる。

　慣れてきた者たちは二人組同士で手を組み、実質的なペア交こう換かんなど工く夫ふうを凝こらしはじめているのだから、大したものだ。適応力という面では、大人よりよほどレベルが高い。

　もっとも、デルクの前でぶーたれている、ラミーネとイナーシャだけは別である。

「いい加減、って……」

「どの加減ですかしら……」

　もはや互たがいに目を合わせようともしない。決定的にこじれた感がある。

　無理もないがな、とデルクはため息をついた。

「ドッジボールでは互いを盾たてにし合い、かけっこでは文字通り足を引っ張り合い、歌ではとにかく相手より大きな声を出し……」

「イナーシャが悪いんだもん」

「砂場遊びは積み木の二の舞まい、手遊びではどちらの爪つめが当たったのどうだの、いっしょにメシを食えば強ごう引いんな早食いで同時にのどを詰つまらせる……そんなところだけ仲よく」

「ラミーネさんが悪いのですわ」

「どちらが悪いかという問題ですら、すでになかろう。お前たちだけだぞ」

「「だけ？」」

「実際、他にも少々折り合いの悪い者たちはいた。仲よし大作戦初日に思いっきり泣かされたレッティなど、しばらくはタウを見るたびに涙なみだ目めになっていたらしいからな……見えないので、まったくわからなかったが」

　しかし、タウがティリアにクッキーの焼き方を教わり、ハウといっしょに作って「ごめんね」と手て渡わたしたところ、今では三人で絵本を読むようになっている。

　当然、魔力の乱れも起きていない。

　ティリアの采さい配はいは、ことごとく当たっていた。

　単に仲の悪い二人を組み合わせるわけではなく、場合によっては間を取り持ってくれそうな子をかすがいにする。友達の友達は友達。自然と雰ふん囲い気きがよくなっていったのだ。

　ラミーネとイナーシャ以外は。

「俺が所属する騎き士し団にも、仲の悪いメンツというものはあった。人間も同じだ。しかしお前たちほどじゃない。もはやニャクード先生もさじを投げた」

「ニャクは、まあ……単に飽あきたんじゃない……？」

「なぜだ？　なんだかんだで、もうずいぶんいっしょにいるだろう。お互いに、なにが気に入らないんだ？」

　エリエラによる観測では、魔力の乱れによる気脈への影えい響きようは、とりたてて大きくなってはいないらしい──逆に言えば、小さくなってもいない。

　この二人の仲が改善されていないから、としか考えられなかった。

　なお、そのエリエラも、連日の慣れない激務で傍はた目めにも疲れ果て、本日は朝から最も寄よりの街までお遣つかいに出されている。ティリアなりの気き遣づかいである。

「そんなこと言われても」

　ぷいっ、とラミーネがそっぽを向く。

「もうわかんないもん、自分でも。目に入るだけで文句言いたくなるし」

「わたくし、目になど入はいれませんけれどね。せめて視界とおっしゃって」

「こーゆーとこ。ねぇ、こーゆーとこムカつかない？　デルク先生、聞いててイライラしない？　ムリだよこんなのと仲よくなんて」

「きっと相争う運命なのですわ。デルク先生にも、そういう方いらっしゃるでしょう？」

　逆に質問を重ねられ、デルクは難しく考えこんだ。

　相争う、運命。

　そんなたいそうな相手など、そうそういるものだろうか。

「心当たりはないが……」

「たとえば、シルヴェイラ将軍と仲よくできますか？」

「シルヴェイラ？」

　姿をさがすと、すぐに見つかる。

　グラウンドの逆側に、白い背中がしゃがみこんでいた。

　長い腕うでを伸のばし、草を引き抜ぬき、手て桶おけに放ほうりこむそのリズム。もはや熟練すら感じさせる、安定の草むしり中である。

　はたはたと、木の葉の扇おうぎで自らをあおぎつつ、イナーシャが肩かたをすくめた。

「人間と魔族であれば、やはりわかりやすいですけれど。魔族同士でも、相あい容いれないものは相容れません……なんだかもう、そういうレベルという気がいたしますわ」

「俺とシルヴェイラが仲よくすれば、お前たちにも希望はあるんだな？」

「え？　……まあ、そういうことですかしら。でも……」

「待っていろ」

　立ち上がり、足早にグラウンドを横切る。

　草むしりが途と中ちゆうだと文句を言うシルヴェイラを制し、とりあえずついてきてもらった。犬柄がらエプロンについた土を払はらう彼女を示し、胸を張る。

「連れてきたぞ。仲よしだ」

「……いえ。それだけでは、ちょっと……」

「仕事を中断してきてくれたぞ？」

「それは、はい、ようございましたけれど。……将軍様、デルク先生とは仲よしなのですか？」

　なにを、とシルヴェイラが鼻を鳴らした。

「ありえるわけがない……笑しよう止し千せん万ばん」

「ですって。……いえ、ではむしろ、なぜここまでおいでに？」

「……なんとなくだ」

「デルク先生？」

　ぬう、とデルクはうめいた。いきなり手て詰づまりを感じる。というか、こうまで毛け嫌ぎらいされていたとは。

　しかし引いてはならない、とデルクは心した。

　ここで引いては、ラミーネとイナーシャの仲を改善する余地が、なくなってしまうのではないか。

　少なくとも、どうしても反りの合わない相手はいるものだと、おかしな納なつ得とくを与あたえてしまう可能性がある。

　そうとわかって、退しりぞくことはできない。

　騎き士し道どうに反する。

「いいや……仲よしだ。俺はそう思っている。俺とシルヴェイラは、仲よしだぞ」

「おい」

「もう一ひと月つきもいっしょに仕事をしている。仲が悪いわけがない。好物だって知っている。実はティリアのハニークッキーをよく食べる」

「お前……」

「反面、苦いものは不得手で、香こう草そう入りのケーキには難色を示していた。それでも付き合いで一口二口食べてくれる程度には──」

「黙だまれ」

　ずい、と至近距きよ離りに詰め寄られ、デルクは口をつぐんだ。

　シルヴェイラの眼めに、かつてないほどはっきりした怒いかりがある。ほとんど殺意の一歩手前だ。そんなに悪いことを言ってしまっただろうか。

「確かに……ちょっと仲よく見える、かも」

「左様ですわね」

　子供たちには、ごり押しが通用したようだが。

「そうだ。じゃあデルク先生たちも、いっしょに遊んでみせてよ」

　名案、とラミーネが小さな手を打つ。

「あたしとイナーシャだってさんざんやったんだもん。いいでしょ？」

「なるほど。では、いっしょに歌でも歌うか」

「わあ、将軍すごい顔。ハエぐらいなら視線で殺せそう」

「歌が嫌いやなら、積み木でもするか。砂場で城を作ろうか」

「デルク先生、ほんとはちょっとバカにしてない？」

　一いつ切さいしているつもりはないが、確かにシルヴェイラの怒りが高まっているのは感じた。

　しかし、他ほかにやりようがない。なんとか仲よくしてみせなければ。

　おままごと、とイナーシャが呟つぶやいた。

「思えば、まだおままごとをやっていませんわ……いかがです？」

「ふむ？」

「わたくしも、いっしょに参加いたしますから。……ラミーネさんは？」

　やらないでもないけどー、とラミーネが腕を組む。

「あたしお母さん役ね。でなきゃやだ」

「またさっそく……普ふ通つうに考えて、将軍がお母さん、デルク先生がお父さんでしょう。本当に仲がいいかどうかも、そのほうがわかりやすいですわ」

「むぅ……じゃ、あたしお姉さん役ね！　イナーシャは妹。あるいは弟。そこはゆずれない」

「なぜ男にならなくてはなりませんの……わたくしが妹ね、よろしくてよ」

「ふふん。まぁだってあたし、ほんとのお姉ちゃんだもんね。妹いるもんね。フェノーネかわいいよ」

「フェノーネさんはかわいらしいですわね。わたくし、妹は千人ほどいますけれど」

「せ!?」

　なにやら勝手に役を割り振ふられてしまった。

　デルクが父親。そしてシルヴェイラが母親。

　すなわち。

「なぜ……お前の妻など演じねばならん」

「それもそうだが、俺は……しかし……」

　不服そうなシルヴェイラに対し、デルクも頭をかいた。

　おままごと、と聞いたときには、なんとなくできそうな気もしたのだが──

「ここがおうちね。砂場半分もらお。ニャク、もーちょっとあっちいって、ニャク」

「お水をいただいて参りますわ」

　園児たちの手て際ぎわが見事すぎる。水を用意して、地面に線を引いて、葉っぱを並べて。

　悩なやむ間もなく、準備が整ってしまった。

「じゃーはじまりね！　うふふふ。お父さん、早く帰ってこないかなー」

「左様ですわね。お夕食が待ち遠しいですわ」

「ちょっと妹。あんたなにデカいツラしてどまんなか座ってんのよ、もっと端はじっこいきなさい」

「な……い、いいじゃありませんか、お姉さん」

「お姉様でしょ。姉に従いなさい。黙ってただただ怒おこられなさい」

「くっ……卑ひ怯きようですわ、あなたこれを狙ねらって……」

　極きわめてスムーズにはじまった修しゆ羅ら場ばを、デルクは砂場の外から眺ながめた。

　シルヴェイラも同様である。長い腕を組み、真顔で見守っている。

「ええいまずい！　妹のいれたお茶なんて飲めるかあああ」

「そんな、お姉様ったらひどい、おいしいお茶ですのに！　妹は悲しくて……悲しくて、泣いてばかりいるのもしゃくに障さわりますから、もう三杯ばいいれて差し上げますわ」

「むぐっ!?　ま、満腹攻こう撃げきとは卑怯。でもお姉さんだもん、ぜんぶ飲めるもん」

「うちひとつはお父様のものですの」

「しまった、仕事帰りの一いつ杯ぱいを楽しみにしてたお父さんに怒られる──ってちょっと！」

　紆う余よ曲きよく折せつ盛り込まれた小こ芝しば居いのさなか、ラミーネが肩を怒いからせて立ち上がる。

　コップの水を飲みすぎ、けぷりとげっぷしながら、

「なんで早く帰ってきてくれないのよ！　お母さんも明らかに家の外にいるし」

「ああ……すまん。いや、そのだな、ラミーネ」

「なによ」

「失念していたが、俺には両親がいないというか、覚えてなくてな。どうすれば父親役にふさわしい振る舞まいになるのか、見当がつかんのだ」

　え、とラミーネの眉まゆが八の字になる。

　シルヴェイラに目を向けると、彼女も首を横に振った。

「私は、死霊リツチだ……精せい霊れいやリバース族と同じく、生命の澱よどみから生まれた。魔ま王おう陛下を父とあおぎ、側近の魔ま族ぞくに育てられたが、生物的な両親はおらぬ」

「デルク先生……将軍……。よしっ」

　何をどう受け止めたものか、ラミーネがどんと小さな胸を叩たたく。

「あたしが教えてあげる！　お父さんとお母さんが、どういうものなのか！　って言っても、お父さん魔王だから、ちょっと違ちがうかもだけど」

「わたくしの……わたくしのお父様の様子でよろしければ、協力できますわ」

　意外にも、イナーシャまで挙手してくれた。

　逆の手で、ハンカチを目元に押し当てている──涙なみだぐんでいるようだ。いったいどういう想像をされてしまったのだろう。

　というかこれは、おままごとなのだろうか？

「お父さん、ほら、帰ってきて！　早く早く」

「あ、ああ……失礼する」

「違う！　ただいまでしょ、ただいま。あとそっちのそこが玄げん関かんだから」

「そうなのか……ただいま」

「お帰りなさい、お父さん。ご公務……じゃない、お仕事お疲つかれさま」

　にこーっと笑いながら、ラミーネがシルヴェイラの手を引く。

「ほら、お母さんは最初から家にいるの。お父さんにお帰りなさいって」

「……。お帰りなさい」

　なるほど、とデルクはひとつ理解した。

　魔族将軍の口から、お帰りなさいなどと。演技にすぎないとはいえ、なかなか聞けるものではない。

　本当の自分ではない、何者かになりきる遊び。そういうことだろう。

　しかしそれは、一時的といえど、騎き士しを捨て去ることになりはしまいか。

（いや。必要とあらば、致いたし方ない……！　これもまた、騎士道である）

　むやみな気合いをこめて腰こしの剣けんを外し、デルクはそれを砂場の外に置いた。

「ただいま、お母さん」

「デルク先生、わたくしのお父様は、お母様のことを『スイートハート』と呼びますわ」

「そうか。ただいま、スイートハート」

　ぶふぉっ、とラミーネが吹ふき出している。

　意味はわからないが、よい傾けい向こうということか。

「仕事で疲れた。もうくたくただ」

「食事にしますか、水浴びしますか、それともわ・た・し」

「こんな時間から積極的だな、スイートハート。昼間にいいことでもあったかい」

「またとぼけて。部屋がいっぱいになるくらいのお花を贈おくってくれた犯人は、もうすぐ私の巣に迷いこむのよ」

「スイートハートの網あみに引っかかるなんて、その獲え物ものはとんだ幸運じゃないか」

　指示に従い、セリフも教えられるそのまま、ぎこちなく演技をこなしていく。

　自分が今、浮うき足立つほどに一いつ所しよ懸けん命めいであると、デルクははっきり自覚した。

　しかしなにやら、ラミーネとイナーシャのほうが必死になっているように見える。お父さんはこう！　お母さんはこう！　といつしか身み振ぶり手て振ぶりまで交えて。

　しくじるわけにいかないではないか。

「君の瞳ひとみに乾かん杯ぱい」

「子供たちはもう寝ねたかしら」

「君だってまだまだ子供だろう。こんな時間まで起きているなんて、悪いスイートハートだ」

　思いつきもしない言葉の数々。果たして仲よしとは、こういうことなのだろうか。

　疑問は尽つきないものの、ひとまずどうでもいい。

　くすみひとつないはずのシルヴェイラの頰ほおが、どこか色づいて見えるのは目の錯さつ覚かくか。無責任なことに、それすらもよくわからなかったが。

　驚おどろくほど、悪い気はしなかった。ゆえに──

「そこでお父様とお母様は、じっと見つめ合うのです」

「ひゃー……！」

「わたくしはだいたいその辺りで、執しつ事じのセバスチャンに連行されてしまうのですけど、でも」

「なによそれいいところで。でも？」

「でもきっと、お父様はお母様を抱だき寄せて」

　そんな指示すら、うっかり実行してしまった。

　シルヴェイラの紅あかい瞳が、恐おそろしいほど近くにある。

「そのまま熱い、く、くちづけをきっと……」

「待って待って、さすがにそこまでは、そこまではね」

「ですわよね、おままごとでそこまではね」

「デルク先生、お父さんってそんな感じだから。ちょっと極きよく端たんなとこもあったけど、もっかい最初から──」

　白く長い腕うでが、デルクの両りよう肩かたを突つき倒たおした。

　馬乗りになった魔族将軍が、じっと、まっすぐに見下ろしてくる。

「私とて……意地はあるぞ、人間」

「何を言っている、スイートハート」

「お前──いや、いい。そのままで……」

　シルヴェイラのひやりとした体温に、のしかかられるような心地ここちがして。

「あああああ───ッ!?」

　響ひびき渡わたった絶ぜつ叫きように、押し倒されたまま顔を横向けた。

　グラウンドの入り口に、エリエラ・カミーネンが立っている。両手いっぱいに抱かかえていた紙かみ袋ぶくろを、どさどさとその場に落としてしまったようだ。

　エリエラ氏だ、エリエラ氏ですわ、と子供たちもハウタウ由来の反応を見せる。

「デ……デルク先せん輩ぱいを」

　その氏の瞳が、キリキリと吊つり上がった直後。

「はなせええええええ!?」

　爆ばく発はつ的に膨ふくれあがった魔ま力りよくが、一気に解放された。目にも留まらぬ抜ぬき打ちの剣線に撃うち出された白光が、空を切り裂さいて弓なりに迫せまりくる。

　一いつ瞬しゆんで、デルクの背筋が芯しんまで冷えた。

　バカな。

　ここには──園児たちもいるんだぞ！

「待っ……！」

　砂場から飛び出したシルヴェイラが、両りよう腕うでを固めて光と激げき突とつした。

　空気が焦こげるような、嫌いやな音が響く。

　わわ、とさすがに驚いた様子のラミーネたちを、デルクは背中にかばった。砂場の外の長ちよう剣けんを手にとる。

　仁に王おう立だちしたシルヴェイラの腕から、灰色の瘴しよう気きがもれ出ていた。

　傷ついている。当たり前だ、エリエラは三級とはいえ魔ま法ほう騎き士し──デルクの合一術とは違う。魔道士の素養と剣けん技ぎをあわせもった、極めて絶対数の少ない存在なのだ。

　対魔族戦せん闘とう力では、デルクをも上回るかもしれない。

「エリエラ、待て！　何を考えてる──」

「刃やいばを向けたな」

　シルヴェイラの爪つめが伸のび、短たん剣けんのような輝かがやきを帯びる。

「御み子こ方に、殺意を向けたな。排はい除じよする」

「こっちのセリフよ。いっしょになんて、いられるわけない。このっ……バケモノめ！」

　エリエラが地を蹴ける。シルヴェイラの宝石が光を灯ともす。

　激突せんとするふたつの間に、

「待てと言っている！」

　間かん一いつ髪ぱつ、デルクが割りこんだ。

　エリエラの利きき手を鞘さやで打ちすえ、シルヴェイラの爪を刃で受け止める。

　勢いあまったエリエラが、鎧よろいごと背中にぶつかってきた。それがいちばん痛い。

「ぐ……落ち着け、二人とも。ラミーネ、イナーシャ、ケガはないか!?」

「な、ないない。ぜんぜん。ぴんぴん」

　二人が頷うなずくのを見て、安あん堵どの息をついた。

　先輩、とエリエラが右手を押さえてうめく。

「先輩こそ、大だい丈じよう夫ぶですか……？　襲おそわれてたんじゃ」

「歯を食いしばれ」

「……っ！」

　反射的に背筋を伸ばす彼女の頰を、デルクは思いきり張り飛ばした。

「馬ば鹿か者が！」

　ひざをつくエリエラに、怒ど声せいを叩きつける。

「状じよう況きよう確かく認にんもろくろくせずに、なんたるざまか！　激げつ昂こうしおって！」

「も……申しわけ……」

「あまつさえ、無関係の者を巻きこみかねない攻こう撃げきなど。騎士の風上にも置けん！　控ひかえていろ！」

「はっ！」

　直立の姿勢をとり、エリエラが目を伏ふせた。

　デルクは剣を納め、ため息をこらえてシルヴェイラを振ふり返る。

「すまない……全面的にこちらの落ち度だ。こらえてほしい。……大事はないか？」

「……ああ」

「あとで正式に謝罪する。よく言って聞かせておくから……この場は」

　もう一度、ラミーネとイナーシャの無事を確認した。

　二人ともきょとんとしているが、確かに何事もないようだ。

（こんなに、肝きもが冷えたのは……久しぶりだな）

　思えば、誰だれかを殴なぐったのも。




　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　昼食が終わり、園児たちがきれいに並んで昼ひる寝ねをしているころ。

「せいっ……」

　ぱかん、と裏庭に乾かわいた音が響く。

　斧おのをいったん地面について、エリエラは額の汗あせをぬぐった。

　薪まき割わり完かん了りようまで、あと半分ほど。園児たちが帰るまでには片付けたいが、間に合うかどうか定さだかでない。

　戦後はデスクワークが多く、こういった作業は久しぶりだった。訓練生時代を思い出す──いや、それもない。思い出せているなら、もっと手早くこなせるだろう。

　手元に集中できていない。

　それほどに巨きよ大だいなやらかしではあった。

（うぅ……なんという失態。なんという勘かん違ちがい……ああああ）

　憧あこがれの先輩が、魔ま族ぞく将軍に力ずくで手て籠ごめにされているのかと思った、などと。

　思い出しても顔から火が出そうだ。

　自分のみならず、デルクにまで恥はじをかかせてしまった。

　──違う。

「そんなことじゃ、ないか……」

　呟つぶやいて、斧を振り下ろす。刃は薪の中心をそれ、いびつな形に削けずった。




　騎き士しの風上にも置けない。




　本当にその通りだ。

　頭に血がのぼったとはいえ、今のこの世情の中、魔族の子供に攻こう撃げき魔ま法ほうを放つなど。返す返すも情けない。状況判断力を疑われて当然である。

　いっそ、もっと殴ってほしかった。

　罰ばつとして言い渡されたこの薪割りにすら、己おのれへのもどかしさを感じる。

「魔族と戦うのは、戦場で。……焦あせってる？　あたし……」

　そうだとすれば、何に対する焦りか。そのくらいはわかっているつもりだった。

　目標騎士Ｄ──デルク・ライシード。

　彼に不安を感じている。

　その表現が正しいかどうかすらわからないが、自分の状況を足あし下もとから揺ゆるがされているのは間ま違ちがいない。あるいは、自ら揺るがしているのかもしれないが。

「これも……あたしの勘違い、ですよね」

　デルクが、楽しそうだなどと。

　保育園などという、騎士の誇ほこりとなんら関係のない職場で、活いき活きと働いている。そんな事実があるわけはない。

　あれはすべて、彼の実直さゆえ。

　あれはすべて、彼の誠実さゆえ。

　あれはすべて、彼の騎き士し道どうゆえ。

　そうでなければ、説明がつかない。なぜならデルク・ライシードは、自分が今までに出会ったどんな騎士よりも、すばらしい騎士見習いなのだから。

　二級騎士よりも。一級騎士よりも。

　騎士団部隊長まで勤め上げ、戦地で見事に散った、父よりも。

「父さんは死んじゃったもんね。比べらんないけど」

　デルクを目標にやってきた。いつかまた会える、そう思っていた。

　騎士の誇りの導くままに。

　そうあるように生きれば、必ずまた会える──実際、こうして再会できた。しかも、彼を救うという使命を帯びて。

　しかしもう、自信がない。

「こんな……こんな薪。こんなっ……」

「エリエラさん？」

　ハッとして振り向くと、ティリアが立っていた。

　割り損そこねた薪を十文字に刻んでいる現場を上司に見られる、それ以上に恥はずかしいことなどこの世にあるだろうか。

「お疲つかれさまです。お茶をいれましたから、ちょっと休きゆう憩けいしましょ？」

「……ありがとうございます」

　斧を置き、木のカップを受け取る。

　座りませんかと言われたが、お気き遣づかいなくと首を振った。対応に困る。

（デルク先輩が、この人を尊敬している……それは間違いないんだけど）

　最初は、彼女を叩たたけばすぐにホコリが出ると思っていた。

　こんな場所に、騎士でもなんでもない女が一人。無む駄だに美人で、無駄に人気があって、無駄にやさしそうで──デルクの足枷になっているのは、絶対にこいつだと。

　しかし、その仕事ぶりは認めざるをえない。

　騎士として任務に臨のぞむデルクが、その責任感の強さゆえ、不ふ甲が斐いない同どう僚りようを必要以上に危き惧ぐしている可能性は、おそらくないのだ。

（だったら、どうして……）

　水出し紅茶を一口含ふくんだ。すっきりした甘さがおいしい。

「沁しみませんか？」

「え……あ、大丈夫です」

「まったくもう。デルクさんたら、女の子に手をあげるなんて。ひどいです」

　厩きゆう舎しやの柵さくに身をもたせかけ、ティリアは自らも紅茶を飲んだ。

　エリエラが、わずかに眉まゆをひそめたことには、気づいていないらしい。

「ラミーネちゃんたちにケガがなくて、なによりでしたけど」

「……はい。軽けい率そつでした。本当にご迷めい惑わくをおかけして……」

「間違いは、誰にでもありますから。それに、勘違いさせるような格好をしてた、デルクさんたちもよくないですよ」

　違う。

　何なのだ、この女は。

　エリエラの内にある焦しよう燥そうを、さらに逆なでしてくるような。

　心がざわざわする。納なつ得とくがいかない。どうして。

「シルヴェイラさんにはびっくりしましたけどね。まさかあの人がおままごとなんて！　デルクさん、わたしがシルヴェイラさんに窓まど拭ふき頼たのんでるのを知ったときは驚おどろいてましたけど、自分のほうがよっぽどすごいことさせてますよね」

「……ええ……」

「あっ、そうだエリエラさん、これ見てください！　だいぶできてきたんですよ、こっそり作ってたんですけど」

　ティリアが厩舎の後ろから、なにかを取り出そうとしている。どうせまた、子供たちに関する物が出てくるのだろう。

　限界だった。

「どうです、これ？　いいと思いません？　うまくできれば、子供たちなら一度にたくさん乗れますし。問題は、これをぶら下げられるような木が──」

「いい気なものですね……」

「え？」

　棺かん桶おけほどもあるカゴらしき物を抱かかえて、ティリアがきょとんとしている。

　エリエラはカップを切り株に置き、彼女をにらみつけた。

「先せん輩ぱいは……デルク先輩は、一度のミスが命取りになる、そんな場所で戦ってきたんです。王国の平和を守るために。じ、自分だって、そこにいたんです！」

「エリエラさん……？」

「間違いは誰にでもある？　そうでしょうね、ここじゃきっとそうなんでしょう。そんな能天気な場所に、なんで騎士が必要なんですか!?」

　何をえらそうにのたまっているのか。

　そのミスを犯おかし、たった今罰を受けているのは、他ほかならぬ自分だというのに。もしもデルクがここにいたなら、もう一発もらっていたことだろう。

　それでも、口が止まらなかった。

「わからない……！　デルク先輩が、どうしてここに留とどまっているのか！　あの人は、こんなところにいていい人じゃないんです」

「それは、でも……任務だからなんじゃ」

「何言ってるんです？　デルク・ライシード一級騎士見習いの任務は、ティリア・クオラン保育士の身辺警護、それひとつだけですよ。魔族の子を守れ、なんて言われてない。だったら自分たちにとって、魔族は戦うべき相手のはずなのに！」

　今はもう平和でしょう、と言うティリアに苦く笑しようする。

　ならばなぜ、自分はここへ来たというのだ。

「邪じや霊れいじゃ、魔族のかわりにはならない……どれだけ長い間、人間が魔族と戦うことで平和を維持してきたと思ってるんですか。来きたるべき幻げん想そうの崩ほう壊かいに備えるために、デルク・ライシードは必要な人材なんです」

「……エリエラさんは、ここに来たくなかったんですか？」

「自分は、それこそ任務で来ただけです。そうじゃなければ、なんでこんな誇りも何もない場所に……、いえ、別にいいんですよ。あなたがたはいいんです。保育士の方々が立派に子供を見てくれているから、騎士は戦場へ行ける。当然理解してます。保育士には保育士の場所があって、騎士には騎士の場所がある。そうでしょう」

　だから、先輩を返して。

　その言葉だけは吞のみこむエリエラに、ティリアは背を向けた。

　藤ふじ蔓づるを編んだものだろうか、バカでかいカゴを厩舎の裏に押しこむ。この荒こう野やのどまんなかで、どこからそんな材料を集めてきたのか知らないが。

「魔ま族ぞくに誇りはない、と？」

「え……？」

　振ふり向いたティリアは、極きわめてわかりやすく唇くちびるを尖とがらせていた。

「保育士に誇りはない、と？」

「い……や、なにもそうとは」

「人間は魔族に殺されるためにいるんじゃないし、魔族は人間に殺されるためにいるんじゃないって、わたしは思います」

　厩舎から顔を出すファイムジアの首を、ティリアの手がやさしくなでる。

「たとえ神様がそう決めてたとしても、わたしたちがそれを目標にしちゃいけないって、思ってます」

「ふ、普ふ通つうの人は、そりゃそうでしょうね。でも、騎士は違います！　国を守らなくちゃなりません。戦って戦って、人間の武ぶ威いを万ばん里りに示すことこそ、騎士の誇りです！」

「デルクさんも？」

「もちろんです！」

　ウソだ。断言はできない。

　それがわからないから、こんなところで保育士に騎き士しの誇りの話をしている。

「そう、ですか。エリエラさんには、デルクさんがそう見えるんですね」

「自分だけの話じゃ──」

「お父さんと、同じですか？　デルクさんは」

「っな……!?」

「わたし、ちゃんと知ってる騎士って、デルクさんだけなんです。とってもマジメで、すごく強くて、騎士道が関かかわるとちょっとガンコで。だから、わたしにとっての騎士は、もうデルクさんになっちゃってて……、あのエプロン、似合ってると思いません？」

「思いません。ふざけてるんですか？」

　ティリアは、エリエラの腰こしの剣けんを見つめているようだった。

「一度だけ、デルクさんの戦っている姿を、見たことがあります。そうですね……騎士の人たちにとっても、デルクさんは必要な人なんでしょうね」

「当然です」

「そのためには、この保育園が邪じや魔まですか？」

　さすがに答えに窮きゆうした。

　視線を地面にさまよわせ、なんとかそれらしい言葉を絞しぼり出す。

「子供と仲よくして、平和が守れるなら、苦労はありません……」

「そうですね。わたしも、デルクさんが本当に居るべき場所がどこかなんて、わかりません。……エリエラさん、デルクさんのこと、好きなんですね？」

「っはあ!?　な、なにを……そういう問題じゃ、あ、ありません！」

「別に、大げさな話とかじゃなくて。だって、デルクさんがいるところなら、どこへでも飛んでいっちゃいそうなこと言ってるから」




　──デルク・ライシード　知っているね？

　──不ふ遇ぐうの任に遭あっている　いわゆる穏おん健けん派は　彼の価値を理解していない

　──彼がどれほどの訓練をくぐり抜ぬけてきたか

　──どれだけ王国にとって有益な技術を持っているか　知ろうともしないのだ

　──憐あわれなものだよ　牙きばを奪うばわれ　狭せまい檻おりに押しこめられて

　──もはや計画ごと壊こわしてしまうしかない

　──なんとかしてあげようじゃないか　君の手で　再び彼に誇ほこりを




　ブタのエプロンを、まるで全身鎧よろいででもあるかのようにまとっていた。

　愚ぐにもつかないお遊ゆう戯ぎに挑いどみ、失敗し、なにくそと訓練に励はげんでいた。

　そんな騎士がいるかと言われれば、いない。記録にあるかと言われれば、ない。

（……だから？）

　自分はデルク・ライシードを、どこかで見たことのある騎士にしようとしているのか？

「飲みました？」

「え……あ、はい」

　カップを受け取って、ティリアはうふふと笑った。

「おいしかったでしょ？　この紅茶」

「はい……」

「デルクさんがいれてくれたんですよ」

「でしょうね」

「あれっ。……わかりました？」

「部隊にいるときから、料理得意でしたもの。紅茶もよく飲ませてもらったし」

　なんだ、とティリアが背中を向ける。

「デルクさんのこと、よく知ってるんじゃないですか」

「あ……当たり前でしょ!?　上官殿どのより、ずっと知ってます！」

「自信ないのかと思っちゃいましたよ。そんな泣きそうな顔でだだこねるから」

「ぐっ……!?」

「ちょっと自うぬ惚ぼれちゃいました。わたしもまだまだ修しゆ行ぎようが足りません。えっと……そう、保育道に反する、ってやつです」

　裏庭に一人残されて、エリエラはしばし唇を嚙かんだ。

　騎士の常識から言えば、デルクの今の現状は不遇。あんまりだ、とすら言える。

　同じ境きよう遇ぐうに置かれて、エリエラにはなお身に染しみてよくわかった。

　しかし、自分の知らないデルクがいる？

　彼は騎士たるだけではない？

　今日まで見てきた保育の仕事を、彼は望んでやっている……？

「バカ言わないでよ」

　などとうめきながらも、てきぱきと薪まき割わりを続ける悲しい一兵卒気質かたぎである。

　心なしか、薪を割るリズムがよくなっている。昔の感覚を取り戻もどしたのだろうか。

　それとも、ティリアとの会話で、心のなにかが変化したのか──

「ふんっ！　ふんっ！　ふんぬっ！」

　望ましくない思いを振り切るかのように、エリエラは斧おのを振り下ろし続けた。

　ブルル、と鼻を鳴らすファイムジアのたてがみが、いつしか茜あかね色いろに染まる。

「はー……はー……ふふ。最後の、一本……！」

　ごとりと薪を切り株に載のせた。

　図はからずもかなりのハイペース。割り損じも途と中ちゆうからなくなった。罰ばつを受ける姿勢としては、十分に評価されるのではなかろうか。

　最後は完かん璧ぺきにまんなかを割りたい、と無意味に狙ねらいをつける視界の端はしに、

「ん……？」

　ちょこちょこと動く影かげが引っかかり、エリエラは手を止めた。

　女の子の後ろ姿。植え込みの間をかさこそ覗のぞいて、何かをさがしているようだ。

　しばし黙だまって観察していたが──斧を持った存在に向こうから気づかれてもね、と声をかける。

「どうかしたの？」

「っ!?　ひ、ひゃあ……ですね……！」

　結局驚おどろかれてしまう。無理もないことだが。

　エリエラは斧を下ろし、女の子──マッドスライムのフィルンを見下ろした。今はとても、作り笑いを浮うかべる余よ裕ゆうなどないけれど。

「そろそろ帰る時間でしょ。こんなところにいていいの？」

「えと……ですね。んと、ですね……」

「なにかさがしもの？　落としものとか？」

　首を横に振り、フィルンはおずおずと、手にしたなにかを差し出してきた。

　見ると、しおれかけた花である。茎くきの部分に細工がしてある。彼女がここ数日、クリーム色の髪かみにつけていたものだ。

　どうやら、髪留め風にしてあった茎が、ちぎれてしまったらしい。

「同じ花、さがしにきたの？」

「は、はい……ですね」

「ふーん……。こっちよ」

　咲さいているところに案内してやる。確かこの髪留めは、デルクが作っていたはずだ。

　適当な一輪を手た折おり、茎を裂さいて作ってみる。

「こう、かな……こうでしょ。できた。はい」

「わあ……！　きれい、ですね！」

「スライムって、こういうのは溶とかさないの？　謎なぞねえ……、はあ。なんで自然に魔族の世話してるんだろあたし」

「う？」

「なんでもないわよ……ん？　あなた、それ」

　フィルンが、腰のところに木の枝を持っていることに、エリエラは気づいた。

　はうっ、となぜだか赤面する彼女に、

「剣でしょ？」

　と、いたずらっぽく笑う。

「あたしもやったなぁ。まだ木ぼつ剣けんは持っちゃダメ、って言われてた小さいころ、庭師さんの目を盗ぬすんでね。伝説の剣、なんて言っちゃったりして」

「……あ……」

「魔族なのに、騎士が好きなの？　もうなんでもアリなのね、ここは。あははは……」

　力ないエリエラの笑い声に、フィルンはしばし黙りこんで──

　やがて、大おお粒つぶの涙なみだを目に浮かべた。

「えっ……ち、ちょっと？　大だい丈じよう夫ぶ……!?」

「ぼく、が……ぼくが、あの、ですね……！」

「う、うん？」

「ぼくが、いちばんだった、っですね……！」

　いちばん？

　何を言おうとしているのだろう。

　デルクでもない、ティリアでもない、大して関わったこともない自分に、いったい何を伝えようというのか。

「最初に、ブランコ、行って……いちばん、ですね、ぼくだった、です、けど。逃にげちゃって、ですね……」

「……！　もしかして、ラミーネちゃんがいちばんって言ってた、あれのこと……!?」

　エリエラがここへ来た初日から、今に至るまで引き続いている諍いさかい。

　あの一件について、何事か伝えようとしている。

　というか、『ぼく』『いちばん』『逃げちゃって』──

「本当はフィルンちゃんが最初にブランコに着いたけど、逃げちゃったの!?」

「は、はい、ですね」

「なんで!?　どうして逃げたの!?　あ、ひょっとしてラミーネちゃんが怖こわいから!?」

「はい、ですね……」

「図星かぁ……！　ま、なるほどね。わかった、あたしもいっしょに行ってあげる」

　立ち上がるエリエラに、フィルンがしがみついた。

　ふるふると首を横に振ふっている。

「どうしたの？　自分がいちばんでしたって、言いに行くんじゃないの？」

「い……」

「い？」

「イナーシャちゃん、に、ごめんなさい……したくて」

「イナーシャちゃんに？　どうして？」

「……ぼく……」

　ぽて、とその場に尻しりもちをついたフィルンの目に、再び涙が浮かんだ。

　そのまましばし、ぐずぐずと洟はなをすする。

「いったい……──」

　はたと気づいて、エリエラは口をつぐんだ。

　この子は確か、言いたいことを整理するのに、ひどく時間がかかる。

「ぼく……」

　やがて、地面に落ちた最初の涙が乾かわくころ。

　彼女は口を開いた。

「ぼく、お話しするの、苦手ですね……言いたいこと、ちゃんと、言えなくて。あのときも、イナーシャちゃん、かばってくれたのに、ぼく、地面に隠かくれたままで」

「地面に……さすがね、マッドスライム……」

「ぼくが怖がってたから、イナーシャちゃん、ぼくがいちばんって、秘密にしてくれたですね。でも、それで、ラミーネちゃんと……ぼくのせい、ですね……」

　確かに、ラミーネとイナーシャの関係はこじれている。今さらフィルンが名乗り出たところで、火に油を注ぐだけかもしれない。

　ずっと抱かかえこんでいたのだろう。

「それで……剣けん、なの？　いや、剣は関係ないか」

「ううん」

「え、あるの？」

「デルク先生、かっこいい……ですね」

「えっ？」

「将軍様にも、ティアマト様にも、言いたいことを言うですね。こう、こうやって、剣を構えて、こうやって」

　決して上手ではないフィルンの説明でも、エリエラには伝わった。

　場面がはっきりと想像できる。きっとティアマトとの邂かい逅こうも、穏おだやかなものではなかったに違ちがいない。

　それでこそ──

「ぼくも、ああやって、したい。騎き士しさんになったら、言いたいこと、ちゃんと言えるように、なりますか？」

　まっすぐに見つめられて、エリエラは言葉に詰つまった。

（あたし……は。ううん……）

　デルクは、言いたいことを言う。なすべきことをなす。

　それがかっこよくて、騎士になりたいと思ったのか。魔ま族ぞくなのに。スライムなのに。

　女の子なのに。

「なれ、るよ……」

　ギリギリでため息を嚙み殺す。

　今日は何度、この手の無力感を味わえばいいのか。自分は、何も言えていないのに。

　なぜ自分は、騎士になりたいと思ったのだろう？

「きっと、なれるよ。魔族騎士なんてちょっと聞いたことないけど、でもデュラハンみたいな種族もいるし」

「魔ま王おうがその気になればいいだけだろう」

「そうそう。騎士だってひとつの制度なんだから、鶴つるの一声があれば……っ」

　せっかく作った花の髪かみ留どめを取り落として振り向くと、デルクが立っていた。

　夕ゆう陽ひを背に浴びて腕うで組ぐみし、ふむ、と思し慮りよ深く吐と息いきする。

「そろそろ門が開くのでな。迎むかえに来たんだが……話は聞かせてもらった。そういうことだったのだな、フィルン」

「あぅ、あわわわ」

「怒おこってなどいない。よくいちばんにブランコまでたどり着いたな。なかなかやるじゃあないか」

　デルクの手が、しっとりと水気を含ふくんだフィルンの頭をなでた。

　同じくあわわわといった心境のエリエラを一いち瞥べつし、厩きゆう舎しやの前に転がっている薪まきに目を向ける。

「ふむ……心から反省しているかどうか、割った薪を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんと教官殿どのはおっしゃっていたが。俺もまだまだ未熟と見える、さっぱりわからん。だからもういいぞ」

「えっ……あ、は、はい！」

「見習いの俺がえらそうに言うのも間ま違ちがいすぎているが、エリエラ。お前はいい騎士だ」

　ドキッ、と胸が高鳴った。

　たったひとことで。こんなにも単純な自分が憎にくい。いい騎士だなどと、到とう底てい思えない。

「な、なぜ、ですか……？」

「お前、子供が苦手だろう」

「う」

「初日はあんなに緊きん張ちようしていたしな。だが……」

　いいかフィルン、としゃがみこんだデルクが、スライムの子と目の高さを合わせる。

「苦難に臨のぞみて克こく服ふくせざるは、すなはち騎き士し道どうに反する、のだ。騎士は、なにか苦手なことがあると、立ち向かって得意にしなくては気がすまない連中なのだ」

「はい……」

「フィルンが騎士になりたいのなら、苦手なことに立ち向かわねばならん。やるなら手を貸すが……どうだ？」

　また、言いたいことの整理に時間がかかるかと、エリエラは思ったが。

「や……やる、ですね！」

　答えは、すぐに返ってきた。

「いい子だ」

　落ちていた髪留めの土を払はらい、デルクはフィルンの髪にそれをつけてやる。

　エリエラの手による少し不格好なそれは、夕方の微び風ふうを受けてひらひらと揺ゆれた。

【第四種三十六課特務報告書　八日】　報告者　エリエラ・カミーネン




　エリエラ・カミーネンの魔ま力りよくにて記す。許可なく表示することはできない。

　魔力溜チヤクラ候補地点、変化なし。

　周辺の気脈、安定傾けい向こう。

　園児ＲとＩ、及および周囲との関係、膠こう着ちやく状じよう態たい。

　任務を続行する。


サインの必要　なし
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　今日も紫し影えいの門をくぐり、ラミーネは保育園にやってきた。

　母親に手を引かれてきている者もいるが、ラミーネは一人である。

　はじめのうちは、ティアマトが意地でも送りにきていたのだが、最近になって自分のほうから断った。

（フェノーネのお世話、大変だもんね。あたしは一人でぜんぜん平気だし）

　そう。自分はお姉さんなのである。今日のしっぽもこんなに立派。

　周りのお子様どもめ、もっと見習うがよい。

「ラミーネさん」

「むっ」

　保育園の中に入る前に、嫌いやなやつに声をかけられてしまった。

　今日も今日とて、無意味なほど派手なドレスに身を包んでいるアラクネ女。イナーシャが、足取りというものを感じさせない、すべるような動きで園児たちの列から離はなれた。

　ラミーネが付いてきているのを確かく認にんし、人ひと気けがなくなってから彼女は呟つぶやく。

「もう……終わりにいたしません？」

「は？」

「わたくしもずいぶん、頭に血をのぼらせてしまいましたけれど……昨夜一晩、冷静に考えてみましたの。今までのことを」

　ふう、とため息をつき、イナーシャは小さく首を横に振ふった。

「とてっ……ッつもない迷めい惑わく者ですわ。わたくしたち」

「ま……まあ、そりゃ……。そうよね」

　ラミーネとしても、自覚はあった。

　そろそろダメだろうな、と。

　いかなラミーネが龍りゆう、闘とう争そうの象しよう徴ちようとはいえ、事情が事情であることもわかっている。この身に秘ひめた罪なパワーが、保育園の危機となりかねないことも。

　イナーシャとは相争う運命。

　仮にそれがその通りだったとしても、

「これ以上、目が合うたびにやり合ってたら、たぶんデルク先生やティリア先生がどうとか言う前に、ニャクたちに殺されるね」

「それです。昨日、わたくしたち以外みんな仲がいいと言われて、ハッといたしましたわ。今後何かあったら、揺るぎなく我々の罪なのだと……」

「……あんたのそーゆーとこが、ほんと腹立つんだけど」

「何か文句がおあり？」

「あるから言ってっ──」

「あ、いえ、違いますわ違いますわ。これがいけないんですってば！」

　勢いづきかけたまま首を傾かしげるラミーネに、イナーシャは深呼吸してから続ける。

「正直なところを申しましょう。あなたのことは小憎たらしいですけど、ケンカしやすかったことは認めます……なんというか、こう。ちょうどいい、というか」

「まあ……それは。あたしもちょっと、思ってたけど」

「だからこそ歯止めがきかずに、だらだらと小こ競ぜり合いを続けてしまったのですわ。今にして思えば、なんと情けない……あなたの安っぽい挑ちよう発はつに乗って……」

「おい。それ」

「はっ!?　……申し訳もございません」

　はー、と二人してため息をついた。

　とはいえ、今日も間違いなく、いっしょの二人組になるだろう。あれは意図的だ。そのくらいのことは、五歳児にだってわかっている。

「もうお互たがい、なにも思わないようにいたしましょう」

「へ？」

「歌を歌えと言われれば、ただ歌う。踊おどりを踊れと言われれば、ただただ踊る……張り合うから、おかしなことになっていたんですわ。素す直なおに、粛しゆく々しゆくと受け入れましょう」

「……。それって」

　友達って言う？

　そう言いかけて、ラミーネは口をつぐんだ。何をバカバカしいことを。こんなやつとお友達だなんて、あれだ、ヤキガマワッタというやつである。

　でも。

「打ち合わせは、以上ですわ……。では、よろしく」

　するすると去ってゆくイナーシャの背中を、仏ぶつ頂ちよう面づらで見送った。

　そのお嬢じよう様さまぶった口調にも、上から目線の物言いにも、少しずつ慣れてきたところだったというのに。

「昨日の、おままごとは……ちょっと楽しかったんだぞ……」

　けん、と小石を蹴けっ飛ばした。結局のところ、やはりいけ好かない。

　なんとなくテンションを下げたまま、門もん扉ぴを抜ぬけて玄げん関かんへ向かう。建物の中に入ろうとしたが、グラウンドのほうから早朝らしからぬ歓かん声せいが聞こえた。

　もうドッジボールなどをはじめているのだろうか。

「あっ、ラミーネちゃん」

　小道をわたってグラウンドへ直行したラミーネを、興奮しきりなニャクードが迎むかえる。

「大変だよ、大変なんだよラミーネちゃん」

「どしたの？　あんたついに脱ぬぐの？」

「ブランコ解禁だよ！」

　彼女の龍の血に火がつくのに、一秒とかからなかった。

「なんかね、デルク先生が乗っていいって。てゆーか乗ってしまえって。今──」

「くらえねこだまし！」

「きゃうっ」

　教えてくれた恩人を初手で裏切って、グラウンドに飛びこむ。

　確かに人だかりができていた。

　使用禁止として乗り板を外されていたブランコが、蘇よみがえっているのだ！

「わあああああい」

　よろこんでころこんで駆かけつけ、ぴょんぴょん跳はねながら人ひと垣がきを突とつ破ぱする。

「あたし！　あたしも乗る、乗るううう」

「来たか、ラミーネ。そら」

　デルクが彼女を抱だき上げ、ブランコに座らせてくれた。

「ふおおおおおお」

　落ちていたテンションが限界を突破する。というかもうイナーシャどうでもいい。

　身体からだ全体で勢いをつけると、この不思議な乗り物は思い通りに揺れはじめた。

　視界がよくわからないことになる。そのわからなさが心地ここちいい。

　母に抱かれて空を飛ぶのとは、まったく別の感覚。

「あははははははっ」

　最高だ。

「さて交代だ。下りろ、ラミーネ」

「あっ……う、うん」

　ブランコから離れ、周りの輪に加わる。しばらくぼけーっと余よ韻いんを楽しんだ。

　風を切るというより、身にまとうような。

　行っては戻もどり、また行っては戻り。空を見上げることもできるし、地面を見下ろすこともできる。当たり前だが。

　──もう一回乗りたい。

「さ、次は誰だれだ？」

「はいはいはーいっ、あたし、あたし乗る、あたし」

　ぴょんぴょんと跳ね、またブランコのロープを握にぎったところで。

「ま……待って！　ですね！」

　背後からの声に、両目をぱちくりさせて振り向いた。
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　そのころ。

「こそこそ。ハウは上手にこそこそ」「こそこそ。タウも上手にこそこそ」

　保育園の廊ろう下かを、影かげから影へ伝う者たちがあった。

　ポーカーフェイスに、真しん摯しな眼まな差ざし。宿る光は好こう奇き心しん。ハウマニとタウマニである。

「ハウは誰にも見つかってはならない。にんにん」「タウの姿を見られてはならない。にんにんってなーに？」「わかんないけど、見つかりにくくなる言葉」「それはすごい。でもタウはすかぷんでいくね」

「あ……の……」

　なに、とハウタウが振り返った。

　その視線の先には、なにもない──が、消え入りそうな声だけが聞こえてくる。

「い、いい……の、かな」

「いいの、とハウはかっこいいポーズ」「いいの、とタウはかわいいポーズ」

「でも……ど、どろぼ……」

「失敬な。ハウは何も盗ぬすむつもりはない」「これは調査。タウはエリエラ氏の疑ぎ惑わくを確かめる」

　レッティ、と双ふた子ごの姉妹は同時に親指を立てた。

　見えない園児、リバース族のレッティからは、戸と惑まどいの気配だけが返ってくる。

「レッティはよくやった。姿を消しての盗み聞き、ハウは評価する」「タウも評価する。どちらかといえば泥どろ棒ぼうはレッティ」

「ひ……どい、よぅ……」

「やはりエリエラ氏は、保育園閉へい鎖さを目もく論ろむ悪の手先だった」「きっとラミーネの言う、悪い騎き士しに違ちがいない。だから我々は証しよう拠こをさがす」「槍やりとかね」「そう槍とか」

「……！　か、かく、れてっ」

　レッティの指示に、ハウタウがわたわたと手近な空き部屋に逃のがれる。

　通路の向こうから、せわしない足音を響ひびかせてティリアが現れた。

「あれー……？　どこにやったのかしら……」

　何かをさがしているらしく、そのまま通りすぎてゆく。

　訝いぶかしげに呟く声が聞こえなくなったころ、ハウタウが空き部屋から前転して出てきた。

「じゃーん。これはハウ、大チャンス」「じゃーん。タウも超ちよう大チャンス。今なら誰もいない」「はず」「はず」

「う、ん……いこ」

「エリエラ氏のお部屋はこっち」「悪行を記録するハウタウノートはここ」

　急ぎ足で階段をのぼり、屋根裏部屋の扉とびらを開けた。

　ここを間借りして寝ね起おきしている、エリエラの私室である。

「けっこー散らかってる。ハウのお部屋より汚きたない」「タウよりお片付けがヘタっぴ。は、おとなのぱんつ発見」「黒い……」「すけすけ……」

「ちゃ、ちゃんと、やろ……」

「「てへ」」

　なんて言いつつ、とハウマニが窓辺の机に駆け寄り、その上の薄うすい書物をとる。

「ハウはもう、怪あやしそうな物品を発見しているのでした」

「それ……なに……？」

「読む読む。読ーむ読む読む。……これは報告書だね。何も書かれてないように見えるから、たぶんエリエラ氏の魔ま力りよくがないと読めない仕様」

　ぐぬぬ、と横から覗のぞきこむタウマニが、くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。

「さすが人間。文字に関しては、タウたち魔ま族ぞくより一枚上手。読めなければ何の証拠にもできない……」

　確かにその通り。

　これを見つけたからといって、何がどうなるわけでもないけれど。

「でも、読める部分もある。なになに……マジックキー解放のためのサインは」「状じよう況きよう推移により、騎士権限におけるいずれの行動選せん択たくも不可能となったことを見み極きわめ」「記入者の全責任によって発動」「させること」「最後タウずるい」「えへへ」

「サイン……しちゃ、ダメって、こと……？」

「魔道報告書には、こーゆーのよくある」「サインした瞬しゆん間かん、本が燃えちゃうとか」「離はなれたところに情報を送信するとか」「修復魔ま法ほうでも復元できなくなるとか」

「へー……」

「だから」「我々は」「「サインをしちゃいまーす」」

　ずるゴン、と見えないレッティがずっこける。

「だ、だめ……だめ……！」

「心配しないで。ハウにまかせて」「字には自信がある。タウにまかせて」「こういう緊きん急きゆう性の高いところには、魔力を要求したりしないはず。エリエラ、と」「追っ手に追い詰つめられたスパイが自らの血で書く最後のサイン。カミーネン、と」

「そんな……」

「これでエリエラ氏は、見極めずに報告書にサインをしたことに。くくく」「怒おこられるに違いない。クビになっちゃうかもしれない。くくく」

　偽にせサインを書き終えた直後から、報告書は小刻みに震ふるえはじめた。

　きゃー、と歓声をあげるハウタウたちの前に、光る文字がふわりと浮うき上がる。

　無数のそれらは連なって列をなし、ムチのように大きくしなって──やおら、ハウマニの身体に巻きついた。

「ぎゃっ」「ハウ!?」

　床ゆかに落ちた報告書から、ぞわりぞわりと文字が溢あふれ出してくる。

　タウマニの足にも文字が絡からみつき、小さな身体を宙づりにした。

「う……くる、し」「いた、いたっ……なにこれっ……」

「あ、あ……！」

「レッティ、逃にげ、て」「せんせ、を……デルク先生と、将軍、よ、んで」

　報告書がひとりでに開き、ずるりとなにかが現れる。

　黒い、腕うで。今にも折れそうなほど細いそれは、見えないものをさがし求めているかのごとくのたうち、泡あわ立だつように蠢うごめいて──

　平和な保育園の屋根裏部屋に、招かれざる存在が生まれ落ちた。
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　子供たちが群れているのに、はしゃぐ声もなくシンとしている。

　グラウンドにおいては極きわめて珍めずらしい状況の中、デルクはさりげなく一歩下がった。

　もう少し、子供たちの輪が広がるように。

　ブランコの前で向かい合う二人。ドラゴンの娘むすめラミーネと──今は立っていることにすら懸けん命めいな様子の、スライムの娘フィルンの邪じや魔まにならないように。

「なに？　フィルン」

　いましもブランコに乗ろうとしていたラミーネは、大きな両目をぱちくりさせている。

　どうして呼び止められたのか、まるで見当もつかないのだろう。

「ラ……ラミーネちゃんは、まだ、ですね！」

「まだ？　なにが？　朝ごはんは食べたよ」

「ブランコ、次……ぼくが、の、乗るですね」

「はあ？」

　龍りゆう女じよの両目が、ギラリと吊つり上がる。

　ひぅ、とフィルンののどから正直な声がもれた。

「なにそれ？　どういうこと？」

「ラ、ラミーネちゃん、さっき乗って……またすぐ、だから」

「こんなの早い者勝ちでしょ。いいじゃん、何回乗ったって。楽しいんだから」

「いい、けど……いいけど、その前に。ぼくを、た、た……倒たおして……」

「へ？」

「ぼ、ぼくを倒してから、乗るがいい！　ですね！」

　水を打ったように、場が静まり返った。当然といえば当然だろう。

　マッドスライムが、龍の女王テイアマトにケンカを売っている。

　人間であるデルクの目からしても、格の違いは明らかだ。トマトが馬車の前に立ちはだかるようなものに違いない。

「それって……あたしと決けつ闘とうする？　っていうこと？」

　気力を使い果たしかけているらしく、ただこくこくとフィルンが頷うなずく。

　誰も止めないんだ？　とラミーネが呟つぶやいた。

（なるほど……ニャクード以外にも、同じ考えの者がいるようだな）

　無論、この決闘はデルクが仕組んだことだ。

　フィルンのやる気あってのことではあるが、最終目的は現状の改善。それゆえ、いくつか対策を講じてある。

　けれども、この空気は予想以上だった。

　今も驚おどろくほどの静けさが続いている上、『固かた唾ずを吞のんでいる』という気配でもない。こういうとき、いつもあおりにかかるような性格の子供たちも──

（む……？　ハウタウが、いない？）

　輪をつくっている園児たちを見回し、デルクは眉まゆ根ねを寄せた。

　勝手な騒そう動どうである。必ずしも全員が、この場に注目しているわけではないとはいえ、物見高いあの姉妹がいないというのは少々気にかかった。

　妙みようなことを企たくらんでいなければいいが。

「あーっ!?」

　最も危き惧ぐしていた声が、甲かん高だかく響いた。園児たちから隠かくしているはずのブランコの乗り板が、朝っぱらから持ち出されているのを見つけたのだろう。

　中ちゆう途と半はん端ぱにエプロンの紐ひもを締しめつつ、ティリアが教室から駆かけてきた。

「なにしてるんですか、デルク先生！　ブランコはそんな、まだダメです！　やっとみんな仲よくなってきたのに、また取り合いが──」

「とうっ」

「ひゃわああああ!?」

　小道から飛び出してきた対エ策そのリエ一ラが、ティリアを背後から羽は交がい締じめにする。

　はずだったのだが。

「ダメですよー、上官殿どの。デルク先せん輩ぱいの邪魔しちゃー」

「エ、エリエラさん、やんっ、何を!?　何するんですかあ、や、やめてえ！」

「やっぱり着やせしてた。こんなでっかいのが存在するから……このっこのっ」

「ひ、ひええええええ」

　エプロンの下でごそごそやりながら、どこへともなく引きずっていく。

　そちらのほうが気になってしまった園児たちも、数名いる様子だ。無理もない。

「フィルン。言っておかなければならないことがあるんだろう」

　デルクの言葉に、フィルンはハッと息を吞んだ。

　輪の端はしで、じっと事の推移を見守っているらしいイナーシャに、一いつ瞬しゆん目を向けて──なにかを決意したように、薄い唇くちびるを震わせる。

「こ、こないだの……ラミーネちゃんと、ニャクードちゃんが競走してたときも。あのときも、ほ、ほんとはぼくがいちばんだった、ですね……！」

「え。うそ。あんたどこにもいなかったじゃ──」

「だから！　だからもう一度、かっ……かけっこで勝負！　ですね！」

　フィルン、とイナーシャが驚いたように呟く。実際、意表をつかれたのだろう。

　それはラミーネも同様で、大きな両目を何度もぱちくりさせた。

「かけっこ……？　あたしとフィルンが？」

「は、はい、ですね」

「速くゴールしたほうが勝ちのやつよ？」

「も、もち……もちろん、ですね」

「……ふぅん」

　じ、とラミーネがデルクを見つめる。

　冷静に見つめ返そうとして──うっかり、口元をゆるめてしまった。

（いかんいかん。ばれたか、これは）

　ラミーネもまた、にぃっと笑う。

「いいよ。受けて立とうじゃない」

「！　は、はいですね」

「あっちの端から、ここまでね。デルク先生、合図よろしくっ」

　まかせろ、と大きく頷いた。過程はどうあれ、予定通り。

　昨日フィルンが望んだ通り、かけっこ勝負に持ちこんだ。

　あとは彼女が勝てばよし、ではあるが──

「用意はいいか！」

　二人が開始位置についたのを見て、脱ぬいだエプロンを大きく振ふり上げる。

　ふわりと空気をはらんだそれが、スタートの声とともにまっすぐ打ち下ろされて──

　五秒ほどののち。

「いっちばーんっ！」

　疾しつ風ぷうのようにデルクの目の前を駆け抜ぬけたのは、当然ラミーネであった。

　砂すな埃ぼこりを蹴け立たててブレーキをかけ、ふんっと青空に胸を張り──一瞬後、小さく首をかしげる。

「あれ？　……いちばん？　あたしが」

　振り向く彼女の視線の先。

　フィルンは、いまだコースなかばであった。

　短い手足をいっしょけんめいに動かし、ぺたぺたぺたと走ってくる。速度はデルクの早足程度だろうか。ラミーネの到とう着ちやくから、さらに十秒ほど経たって。

「に……にばーん……！」

「……確かに、二着ではあるな」

「ハア……ハア……ま、負けた、ですね」

「うむ。まさしく。完敗だ」

　どう対処すればいいのかわからずに、ただただ事実だけを告げる。周囲の空気も似たようなものだ。負けるにしても、よもやここまでとは。

　しかし、

「ああ」

　フィルンは、息も落ち着けずに笑った。

　それはそれは、今まで目にしたどれよりも、屈くつ託たくのないうれしそうな笑え顔がおで。

「これで、やっとごめんなさいできる、ですね！　負けちゃって、ハア、ごめんなさい、言えます。イナーシャちゃん」

「……わたくし？」

「こないだは、ぼく、逃げた……ですね。ラミーネちゃんが、怖こわくて。イナーシャちゃんが、戦ってくれたのに。ぼく、悪い子です。デルク先生にも、誰だれにも言えなくて、こないだやっと、エリエラ先生に……。でも」

　ともすればうつむきそうになる顔を上げ、フィルンは胸を張った。

　今の彼女の腰こしには、木の枝もなにもないけれど。

「逃げてごめんなさい、なんて、騎き士し道どうに反する。謝られても許せない、ですね」

「フィルン……」

「遅おそくなったこと、ごめんなさい。それで……それで……ぼく、勝てなかった……ごめんなさい、ですね」

　ええ、とイナーシャも笑った。

　フィルンに負けず劣おとらず、素す直なおで誠実な笑顔だ。

　デルクはエプロンを肩かたにかけ、棒立ちしているラミーネの頭に手を置いた。

「というわけらしい。速かったな、ラミーネ」

「……あのー。あたしさぁ。今、負けるつもりだったんだけど……」

　なるほど。それは目が点にもなる。

　どういう顔をすればいいのか、さっぱりわからないのだろう。

「そういう流れだったよね？　それで話がまとまる感じしてたよね？　デルク先生」

「かもしれんな」

「てゆーか、先生がそうしたかったんじゃないの？　なんかおかしかったもん、最初っから」

「鋭するどいな。だが、フィルンがかけっこをしたいと言って、負けた。それだけだぞ」

「えぇー……なんでかけっこにしたわけ？　負けたかったの？　わかんない……。ま、まあでもとにかく！」

　笑顔を改めて、ラミーネはブランコのロープを握にぎった。

「あたしが勝ったんだもんね。速かったもんね。乗っていいんだよね」

「ラミーネちゃーん」

「う？　……な、なによ、ニャク？」

　嫌いやな予感がしたのだろうか、額に汗あせするラミーネに。

　両手の人差し指を突つきつける妙なポーズとともに、ニャクードが声こわ高だかに告げた。

「ニャクと勝負だよ！　かけっこで」

「はあ!?　な、なんで？　別にニャクと決闘する意味ないじゃん」

「あるよー。ニャクね、フィルンちゃんの次に並んでたの。フィルンちゃんはもう戦えないけど、ニャクはまだまだ元気だよ？」

「えええ……な、なにそれー……」

　その次はわたくしですわ、とイナーシャがあとに続く。

「フィルンにばかりいいところを見せられてしまっては、立つ瀬せがございません」

「う、うぐぐぐ……いじめじゃん……！」

「ふふふ。ラミーネさんがいじめられている間、ブランコが空いてしまいますわね？　あら、どうしましょう」

「うぅー……あーもう、わかったわよ！　ほら、フィルン」

　ラミーネが、ブランコをフィルンに押しつけた。

　きょとんとしている彼女に、龍りゆう女じよはそっぽを向く。

「あたしちょっと、こいつら二人をコテンパンのけちょんけちょんにしないといけないから。ブランコ乗ってなさいよ……み、みんなで」

「……！　あ、ありがとう、ですね！」

「べっつにー。あとであたしも乗るし……。ほらニャク、いくわよ。ねこだましされてたほうがマシだったよぉ、って泣かせたげるわ」

　フィルンがブランコに腰こしかけた。

　やはりうれしいのだろう、これまで以上の笑顔だ。

　他ほかの園児たちもざわざわと、いつもの調子を取り戻もどしはじめる。状じよう況きように一家言ある子もいたらしく、よかったねーという声も聞かれた。

　つと、デルクは足あし下もとの地面に、一本の横線を引く。

「ターネフ。イナーシャの次はお前か？」

「あ、ええ。たぶん、そうだと思います」

「なら、ここで待て。フィルンが終わったら、乗るといい」

　線の手前に立つターネフの後ろに、ぞろぞろと園児たちが続いた。

　今まで、どうしても作られなかったもの──魔ま族ぞくたちの生活習慣にはない『列』が、この保育園で初めて作られてゆく。

　交代のタイミングもスムーズに、乗り終わった園児は列の後ろへ。

　待ち時間の概がい念ねんが変わりはじめる。そんなことは、もしかすると子供たちにとって、どうでもいいことかもしれないけれど。

　ティリアにも見せたい光景である。自ら追い払はらっておいてなんだが。

「わあっ」

「！　大だい丈じよう夫ぶか、ターネフ!?」

　突とつ然ぜん、ロープの片方が切れてしまった。

　地面に尻しりもちをついたターネフを、両手で助け起こす。頭のつぼみが咲さきかけている彼は、目に涙なみだを浮うかべつつも笑ってみせた。

「へ、平気です……女性に頼たよられる男になるには、この程度、へっちゃらで……うぅ」

「しまったな。古いロープだし、ずっと吊つるしていたからか……すぐに直そう」

　それには及およびませんわ、と列の外にいたイナーシャが進み出る。

　しゅる、と白い糸が縒よりをつくった──いつか見た、ステッキを生み出す要領。ちぎれたロープをも巻きこんで伸のび、またたくまに枝と乗り板を繫つなぎ合わせる。

　引っぱってみるも、強度も申し分なかった。なんと器用であることか。

「これは……すごいな」

「アラクネなら、誰にでもできますわ。大したことでは……」

「イナーシャも乗ったらどうだ？　みんなといっしょに」

「いえ、わたくしは──……え？」

　フィルンが、イナーシャのドレスのそでをつまんでいる。

　今日これまでにさんざん振り絞しぼった勇気を、もう一度出し切ろうとするかのように。

「あの……ですね。その、ですね」

「フ、フィルン？　いえ、ですからわたくしは、スカートが……」

「押さえてて、ですね」

「え」

「ぼく、背中、押してあげる。いっしょに並ぼ……ですね！」

　呆あつ気けにとられていたイナーシャが、どこかあきらめたように微び笑しようする。同じく笑顔のフィルンに手を引かれ、列の後ろへ並びに向かった。

　心に動くものを感じ、デルクは小さく頷うなずく。もう十分だ。

　勝手にブランコを稼か働どうさせた罰ばつを、自分は受けなければ──

「せんっ、せいっ……」

　場にそぐわない、切せつ羽ぱ詰つまった声がデルクの耳に届いた。

　振ふり向くが、誰もいない。

　いや。

（最近……なんとなくだが、わかるようになってきたぞ）

　走ってきている。もう近くにいる。呼吸を整えないまま、しゃべろうとしている。

　レッティが必死になっているのだろう。ということは、

「たすけて……！」

　これは、ウソや冗じよう談だんではない。

「なにを。どこでだ」

「やね、うらっ……も、もう、降りて……」

「屋内……？」

　悪お寒かんが背筋を走り抜けた。

　グラウンドから、二階に目を向ける。バルコニーから少し中がうかがえるが、何も目視できない。気配も不明。行くべきか。

　しかし、もし有事なら、子供たちのそばを離はなれるのは──

（……待てよ？）

　見えずともレッティの気配を察し、ざわつきはじめている園児たちを数える。

　やはりまだ三人、いや二人足りない。

　ハウマニとタウマニの姿を、いまだ一度も見ていない。

「──全員、ここから動くな！　遊びをやめてじっとしていろ！　ラミーネたちもだ、ブランコのところへ集まれ！　いいな！」

　きょとんと顔を見合わせる子供たちだったが、すぐにわらわら動きはじめる。ただならぬ事態ということは伝わったのだろう。

　駆かけ足でグラウンドを横切りながら、すべての可能性を考えた。

　人間の過激派。魔族の過激派。穏おん健けん派の裏切り。なんらかの罠わな。

「デルク先生？」

「先せん輩ぱい！　どうかしたんですか!?」

　グラウンドと玄げん関かんをつなぐ小道に、ティリアたちが立っていた。離れたところから、ブランコ合戦の様子をうかがっていたのだろう。

　敵のようだ、とデルクが状況を端たん的てきに告げる前に。

　耳をつんざく爆ばく発はつ音が、朝の空気をビリビリと震ふるわせた。

「っ……！　魔ま法ほうか……!?」

　だとすれば、やはり人間か魔族。この上なく厄やつ介かいな事態が予想される。

　抜ばつ刀とうし、デルクはティリアたちに目を向けた。

「ブランコのところに、ハウタウ以外を集めてある。二人は子供たちを」

「は、はい……え、ハウタウちゃんたちは……」

「今から調べてくる。うかつに園外へ逃にげるな。エリエラ、頼たのんだぞ」

　は！　と即そく応おうし、エリエラがティリアを連れていく。

　この場で待ち受けることを選せん択たくし、デルクは呼吸を整えた。

　爆発音が聞こえたのも、空に立ちのぼる黒こく煙えんも、建物東側の植林からである。外に出ていたのか、屋内から魔法をぶっ放したのか、それは定さだかでないが。

（意図が読めん……何を攻こう撃げきした？　木しかないはずだぞ。あるいは陽動なら、ハウタウは無事ということに……）

　ぱさ、と本のページをめくるような音がした。

　それが、玄関の横手から現れたもの──たちまちデルクのまわりを満たした、強きよう烈れつなプレッシャーの元げん凶きようの足音だと。そう気づくまでに、彼は数秒を要した。

　人ではない。いいや、生き物ですらない。

　体はおそらく、白くぬめった一ひと抱かかえサイズの楕だ円えん形がそうなのだろう。まるで珍めずらしい形のジャガイモか何かのように、いびつさを保って蠢うごめいている。

　特筆すべきは、その周辺。

「虫、か……？」

　無数の黒いなにかが宙を這はい、連なって手足となっているようだ。

　釣つり竿ざおよりも細い線となったそれが、頭部のない人形を形作り、ぱさり、ぱさりと足音を立ててこちらへ歩いてくる。

　禍まが々まがしい。そうとしか表現できないが、すなわちこれは。

（邪じや霊れい。バカな、考えられん……いや、それよりもあれは……！）

　怪かい物ぶつの胴どう体たい、その背中側に隠かくれて、ちらちらと見えている特とく徴ちよう的な衣服。

　二人の園児が捕とらわれていた。気を失っているらしく、だらりと脱だつ力りよくしている。

　なんということだ。

「止まれ！　それ以上近づけば攻撃する。子供を離して森へ帰れ！」

　念のために警告するが、反応すらなかった。変わらぬ調子で、ゆっくりゆっくり近づいてくる──なにか、目的があるかのように。

　ならばまず、その足を止める。

（ハウタウを巻きこむ。神剣合一ソードバビロンは使えん……が。それがどうした）

　地を蹴けって、正直に真っ向から打ちかかり、邪霊の右みぎ脚あしを薙なぎ払った。

　パッと黒いなにかが塵ちりとなって消える。

　同じく黒い棒切れのような腕うでが、大きく弧こを描えがいて振り下ろされた。遅おそい。一呼吸も二呼吸も余よ裕ゆうをもってかわす。どうやら動きの鈍にぶさは折り紙付きのようだ。

　返す刀で左ひだり脚あしも斬きり飛ばし、後ろに跳とびすさって──デルクは小さく笑った。

「だろうとは、思ったがな」

　ずるずるずる、と邪霊の胴体に黒い帯が浮き出た。

　斬りちぎられ、塵と消えていた二本の脚が、またたくまに修しゆう繕ぜんされる。

「死んでも歩き続けたいタイプか。厄介だな──」

「ハウマニ殿どの……！」

　邪霊の背後から、銀色の疾しつ風ぷうが飛びこんできた。

　魔族将軍。爆ばく音おんのもとへと急行していたのだろう。真しん紅くの両目が吊つり上がり、鋭するどい光を放つほど怒いかり狂くるっている。

「タウマニ殿！　何者だ、貴様アアアアッ！」

「胴体を狙ねらえ、シルヴェイラ！」

「ッ承知！」

　風に揺ゆれる柳やなぎのように振り向いた邪霊の腹部を、白い貫ぬき手が直ちよく撃げきする。

　しかし、そのまま弾はじかれた。

　振り下ろされる反はん撃げきの腕をかわし、シルヴェイラがデルクの傍かたわらに立つ。

「チッ……！　ハウマニ殿、タウマニ殿！　聞こえておられぬのか！」

「無む駄だだろう。どうやら普ふ通つうの邪霊ではない。手て応ごたえがおかしすぎる……腕を振り回して反撃するくせに、精神攻撃を一度もしかけてこないなど。どういうことだ……？」

「のんきなことを──」

「落ち着け、スイートハート。ともに戦うぞ」

「っ……ふざけるな」

　それでも、歩みを止めない邪霊に対し、デルクと同じ距きよ離りをとってくれた。

　白い身体からだのあちこちを飾かざる宝石が光を宿し、両手の爪つめに強きよう靱じんな魔ま力りよくを送りこむ──これ以上の戦力はない。

「胴体の手応えは？」

「ない……あれは容いれ物だ」

「そうか。合一術を使えればなんとかできそうだが、強ごう引いんにいってもハウタウは奪うばえないだろう。地道な戦いくさは好きか？」

「人間の次に嫌きらいだ」

「それはすまんな──いくぞ！」

　ざざざざざ、と音が途と切ぎれないほどに、二人は爪そう刃じんを振るった。

　狙うは、邪霊の手足。

　黒いなにかが織り成すそれを、斬り、引き裂さき、微み塵じんに刻み続ける。

　じわじわと後退しながらも、二人は小回りを利きかせて立ち回った。のったりした反撃など問題にもならない。剣線の上に剣線を重ねるがごとく、幾いく重えにも、幾重にも。

　だが。

（まさか、かっ……!?　無む尽じん蔵ぞうだとでもいうのか！）

　斬っても斬っても、再生が止まらない。

　ゆがんだ帯が次々に生み出され、不気味な手足を紡つむぎ、そして歩を進める。すでにグラウンドまで押しこまれていた。手のひらの汗あせが、そろそろ無視できない。

「先輩！」

　振り向く余裕こそないが、背後の声にエリエラが来たとわかった。

　敵を邪霊と知り、人間や魔ま族ぞくによる奇き襲しゆうはないと見て、ティリアの警護から離れたのだろう。なかなか頼もしい状じよう況きよう判断力だ。

　しかしこの相手は、見た目よりはるかに手て強ごわい。

「下がっていろ、エリエラ！　こいつは危険だ！」

「で、でも……！」

「初陣で戦える相手ではない！　もし俺がやられたら、そのときは頼むがな！」

　その声が聞こえて、というわけでもないのだろうが。

「う……ん……？　ハウは、なにを」「うぐ、タウは……どうして……」

「ハウマニ殿っ……タウマニ殿！」

　意識を取り戻もどしたハウタウ姉妹に、シルヴェイラが手を伸のばす。

　しかし、打ち払はらっても打ち払っても意味のない、邪霊の両りよう腕うでに阻はばまれた。捕らえた獲え物ものをはなそうとしないところだけは、デルクの知る邪霊の行動と通じている。

　それでも、精神攻撃どころか、魔法の類たぐいも使おうとしない。

　ならば最初に轟とどろいた、あの爆発音は何だったのか──

「ハ、ハウは……つ、捕つかまってる、の……!?」「タ、タウ、は……う、っひ……」

「二人とも、動くな！　じっとしていろ、すぐに助ける！」

「っ！　な……泣いちゃダメ、タウ！」「ぐっ……!?　う、うん。うん……！」

　今度こそ、デルクの声が聞こえたのだろう。

　姉妹は顔を見合わせて、キッと目つきを改めた。

　何事か呟つぶやく二人の指先に、ボウと魔力の光が宿る。

「こ、こんなやつ。ハウは、自分で」「タウも、泣かない。こんなやつ、すかぷんです」

「やっ……やめろ!?　邪霊の気を引くな──」

「魔族の──」「神官は──」「「不味まずいのだ!!」」

　至近距離から解き放たれた光は、邪霊の白い胴体に吸いこまれた。

　ガギギギギッ、と鉄の箱を内側から引っかき回すような音が響ひびく。

　邪霊の歩みが止まり、黒い両腕がだらりと垂れ下がった。

「やっ」「たっ」

　次の瞬しゆん間かん、邪霊の両腕がばらけた。

　黒い霧きりと化したそれが、ハウマニとタウマニの口へ、鼻へ殺さつ到とうする。

　ビクリと全身を強こわばらせ──姉妹は、すぐに動かなくなった。

「き、ッさま──」

「オオオオオアアアアアアア!!」

　咆吼し、シルヴェイラが邪霊に躍おどりかかった。

　再び歩みをはじめた両りよう脚あしを薙ぎ払い、二人の園児をかき抱いだく。

　引き剝はがそうとするも、かなわないようだった。黒いなにかが小さな身体に巻きつき、ビクとも動かせないでいる。

　再生した邪霊の腕がしなり、シルヴェイラの背中に突つき刺ささった。

「ぐ、っあ……!?」

　そのまま巻きついた黒い腕から、ドクン、となにかが華きや奢しやな身体に送りこまれる。

　細い呼吸が聞こえ、シルヴェイラのひざから力が抜ぬけた。

　まずい。

「ま、魔力解放っ……退け！」

　エリエラの掲かかげた剣が、一いつ瞬しゆん強力な光を放つ。

　再び邪霊の動きが止まった。目がくらんだとでもいうかのように──そういう魔ま法ほうか。

（いちかばちか……！）

　デルクは剣を振ふりかぶり、大上段から振り下ろした。

　両断された邪霊の腕が、細かな粒つぶとなって消えてゆく。腕前及およばず、皮一枚、シルヴェイラの背中も傷つけてしまったようだ。

　小さくうめく魔族将軍を抱かかえ、ハウタウにも手を伸ばすが、すぐに邪霊が動き出す。

「くっ……！　何なんだ、こいつは。戦い方の見当がつかん……！」

「先せん輩ぱい！　動きを止めて、その間にまずは子供たちを」

「今の時間では無理だ。もっと長く足止めできるか？」

　表情を強ばらせ、エリエラが首を横に振った。

　これ以上の魔法は、魔族にも影えい響きようを及ぼしてしまうのだろう。神剣合一ソードバビロンと同じだ。強力すぎて、まともに使えない。

　敵の力は、尽つきる気配も見せない。必殺の切り札は、子供まで死なせてしまう。

　倒たおす方法がない。

「字……だ」

　デルクの腕に抱えられたシルヴェイラが、苦しげな声を絞しぼり出した。

「文字、だ……人間」

「なに？」

「やつの腕も、脚も……御み子こ方を縛しばりつけているのも、貴様らの、文字だ。連なって、邪霊の力と、魔力を同時に帯びている……心当たりは」

　人の文字。邪霊。

　なんだそれは、と素す直なおな言葉を口にし、デルクは後ずさった。

　勝手がわからないとは思っていた──しかし、邪霊が人の文字を生んでいる？　行動が読めないのも、耐たい久きゆう力が並外れているのも、そういうものなのだと思いかけていたが。

　人の手が加わっているとでもいうのか？

「まさか……」

　呟いたのは、エリエラだった。

　顔から血の気が引いている。まるで、決して想像してはいけないものが、向こうから心に入ってきたかのようだ。

「どうした？　何かわかるのか!?」

「……退さがってください、先輩！」

「なに……!?」

「邪じや霊れいを通して！　ブランコにいる子供たちを逃にがせます！　グラウンドの端はしを大きく回って、決して邪霊とブランコの直線上に入らないように！　そうすれば、少なくとも安全に、保育園からは逃げ出せる……！」

　どういうことだ、と問い詰つめるつもりはなかった。

　ただ一いち瞥べつ、視線を合わせたデルクに、エリエラは声を絞り出す。

「あの字は、あたしが……自分が書いた字に、違ちがいありません」
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　邪霊の歩みは遅ち々ちとして、しかし片時もとどまらなかった。

　グラウンドの片かた隅すみにたどりつき、風に揺ゆれるブランコへとその黒い腕うでを伸ばす。なにもないはずの空間に、それらが突き刺さったように見えて──

　閃せん光こうと爆ばく音おんが、空気を揺るがした。

　実際目にしてみると、音こそ大きいものの、そう驚おどろくような規模の爆ばく発はつではない。ブランコは吹ふき飛んでいるが、木や地面にもさほど影響はないようだった。

　ハウマニとタウマニも、まだ無事だろう。だが。

「あの邪霊は、次にこの教室を狙ねらってきます」

　グラウンドから直結された廊ろう下か。その先にある、いつもの広い教室。

　向きを変えた邪霊の脚あしが、こちらへ踏ふみ出されるのを見て、デルクは頷うなずいた。

「そのようだな。……なぜだ？」

「魔力溜チヤクラの候補を狙ってるんです。魔力の乱れに、さらに魔力を注いで暴走させ、爆発させています。最初のは、ティアマト・オルガズィアが乱した植林……」

「ブランコは、園児たちが乱したところか。では、爆発の規模が控ひかえめなのも」

「乱れの程度に起因してます。この教室に同じことをされたら、半径百馬身は吹き飛ぶでしょうね……ハウちゃんも、タウちゃんも、助かりません」

「エリエラ」

　すでに、ティリアたちは園外へ避ひ難なんしている。

　邪霊を遮さえぎりさえしなければ、問題なく移動できたのだ。もはや戦えないシルヴェイラもティリアにまかせ、できるだけ遠くへ逃げるようにと。

　残っているのはデルクと、

「応か否いなかで答えろ。お前は敵か？」

　小さく震ふるえてうつむいている、エリエラ・カミーネンだけだ。

「……は、い……」

「どういう意味での敵だ？」

「え……？」

「俺の敵か。この保育園の敵か。俺の敵なら、騎き士し見習いデルクの敵か、保育士見習いデルクの敵か。それともまた、別の意味での敵か」

「ほ……保育士見習いの、敵、です。保育園を閉へい鎖さに、追いこむつもりで……」

「邪霊に襲おそわせてか？」

「いいえ！」

　着実に教室へ向かってくる邪霊に、エリエラが必死で首を横に振る。

「あれはっ……自分の報告書を、核かくにしています。自分が調べた、この保育園の魔力溜チヤクラになりうる場所を正確に狙っているのは、そのためでしょう。あれは、罠わな……自分に、あたしに対して仕し掛かけられた罠、だと思います」

「だろうな。お前の未来に希望が見えん」

「はい。このままのこのこ首都へ戻ったりしたら、魔ま族ぞくとの一大プロジェクトを潰つぶした犯人として処しよ刑けいされるでしょうね。得をするのは、首都の過激派……そんなことにも気づけなかったなんて。今すぐ死にたいです」

「連中の手間が省けて、よろこばせるだけだろう。それより、こういうのはどうだ」

　長ちよう剣けんを一度鞘さやに収めて、デルクはあくまでも冷静に言った。

「謎なぞの邪霊が襲ってきたが、人間と魔族が力を合わせてやっつけた。どさくさで報告書をなくしたので、罰ばつとして始末書二十枚。いいだろう？」

「そ……それは、都合よくてカッコいいですけど。でも、どうやってあいつを……」

「ひとつだけ方法がある。奥の手だがな」

　訝いぶかしげな顔をするエリエラの前で、長剣を逆手に持ちかえる。

「長剣こいつをヤツの体内に突き刺して、そのまま神剣合一ソードバビロンを発動させる」

「な……!?」

「口でもあれば楽だったんだが、どうにかなるだろう。おそらく爆発するし、ハウタウに余波を浴びせてしまうが、魔族の生命力なら耐たえられるはずだ」

「待ってください！　先輩は!?　先輩だって巻きこまれます！」

「擬ぎ昇しよう呼吸がある」

「ウソです！　そんな強力な神剣合一ソードバビロンと、耐えられるレベルの擬昇呼吸を同時に扱あつかえますか!?」

　扱えるさ、と言ってみた。言うだけでできるようになるなら、世話はないが。

　しかしおそらく、それ以外に方法がない。

「ダメです！　先輩が死ぬなんて、こんな……こんなところで！」

　デルクの前に回りこみ、エリエラが必死で訴うつたえた。

　戦せん闘とう中に敵から目を切るなど、まったく言語道断だ。

「先輩にはもっと、もっと大きな騎士としての生き場所があるはずです！　ここには……ここには、保育士の誇ほこりはあるかもしれないけど、騎士がいるべき場所じゃない！　そうでしょう!?」

「はは」

「はは!?　っえ……せ、先輩が、笑っ……!?」

「ここには、騎士の誇りはないか。そうかもしれんな。……だがな、エリエラ」

　邪霊に捕とらわれたハウマニの目が、うっすら開くのをデルクは見た。

　じっとこちらを見つめている。デルクも視線を外さない。決してそらさない。

　園児たちを、一人も欠けさせるものか。

「俺の誇りは、俺がいるところにある」

「先輩……」

「俺がここにいるのは、任務だからだ。俺がここにいるのは、子供たちを守りたいからだ。どちらもウソじゃない。戦争は終わったんだ」

　デルクはそれを、ティリアに教わった。

　ここは平時の最前線なのだ。

「『敵を倒す』なんてわかりやすいものだけで、生き抜いていけると思うなよ」

「……はい！」

　頷いて、デルクは一歩前へ出た。

　邪霊がそこまで迫せまってきている。

　こんなものを人間が生み出し、送りこんできたなどと、なにが平時だ。どいつもこいつも、戦争がしたくてたまらないのではないか。

　そんなことは許さん。

「余よ裕ゆうでは、ないがな……！」

「先せん輩ぱい」

　とん、と肩かたにエリエラの手が触ふれた。

　デルクの前に彼女がいる。邪霊とは一馬身の距きよ離りもない。

　バカな。

「エリエラ──」

「解放リエグナ」

　ズォ、と空気の渦うずをともなって、魔ま法ほう騎き士しの力が膨ふくれあがった。

　さすがの才覚。強きよう烈れつなエネルギー。円を描えがいて具現化した魔力が、

「なに……!?」

　邪霊の進行を押しとどめていた。

　やっぱり、とエリエラが小さな笑えみを浮うかべる。

「この邪霊がよりどころにしている文字は、あたしの魔力を含ふくめて書かれたものです。だから、あたしなら中和できる……ほんの一いつ瞬しゆんかもしれないけど」

　デルクの背筋を再びの悪お寒かんが這はった。

　まさか、シルヴェイラが試みたことを、もう一度やるつもりか。自分なら成功させられる──そう言っているようにしか思えない。

　果たして彼女は、剣を鞘に納めた。

「自分が離はなれたら、トドメを願います」

「無む茶ちやだ！　魔族将軍だから耐えられたようなものだろう！　擬昇呼吸も使えないお前では、人間の体だけで……っやめろ──」

「先輩」

　地面を蹴けった、エリエラの笑顔。

　まるで子供のように率そつ直ちよくで、混じりっけなくにっこりと。

「さよなら」

　エリエラの体当たりを受けて、邪霊が大きくよろめいた。

　背中の双ふた子ごに手を伸のばし、もぎとろうとする彼女を文字の群れが襲う──オーラとなって顕けん現げんした魔力と文字の間に、無数の火花が散った。同じ由来のエネルギー同士が、互たがいに相そう殺さいしているのだろう。

　呼吸をすることすらも忘れて、しかしデルクは理解した。

　この機を逃のがせば、次はない。

「っぐ……うああああ！」

「エリエラ!?」

　邪じや霊れいの体から文字が吹き上がり、エリエラに雨と降り注いだ。

　ねじれるように伸び、黒い腕となったそれが、彼女の背中をやすやすと貫つらぬく。魔力の膜まくに、物理防ぼう御ぎよ力などない──邪霊本来の力までは、防ぎようもない。

　たちまちのうちに血を吐はきながら、それでも子供たちをはなさずに。

「あああああッ！」

　渾こん身しんの力で、エリエラが邪霊を蹴り飛ばした。

　反動で逆へ跳とび、地面に転がる。双子の魔族を、その腕にしっかりと抱だいて。

「せん、ぱい……！」

「──神剣合一ソードバビロン」

　鞘に納めた長剣に、もてるすべての力を込めた。

　邪霊はエリエラを振ふり返らない。子供たちを失ったことも、今さら気に留めてすらいないようだ。止まっていた歩みを再開し、すべてをなかったことにしようとしている。

　力を合わせて、やっつけてやろう。

「ライトブラスト!!」

　正面から邪霊を穿うがち抜ぬいた光は、すべての文字を薙なぎ払はらい、空へと吹き飛ばした。

　ギイイイイ、と初めて声をあげる邪霊の胴どう体たいを、

「消えろ」

　一ひと振ふり、二振りで四分割する。

　よりどころを失ったそれは、断だん末まつ魔まの余よ韻いんの中、溶とけるように消えていった。

「……。エリエラ……エリエラ！」

　倒たおれ伏ふしている騎士に駆かけ寄る。

　せんせ、とハウマニ、タウマニが声を出した。

　見るからに衰すい弱じやくしているが、二人とも確かに息をしている。エリエラの魔力を帯びている文字を体内に叩たたきこまれたのだ、無事ではないだろうが、しっかりと生きている。

「エリエラ！　無事か!?　聞こえるか、エリエラ!?」

「……う……」

「！　生きてるか!?」

　弱々しくも、騎士が笑った。

　けほ、と血のまじったせきもする。

「さよ、なら……って、言っちゃった、のに……」

「そうだな」

「かっこ悪……あたし……」

「まったくだ」

　デルクも笑った。つられて笑おうとしたようだが、なぜかくしゃみになってしまうハウタウが、どうしようもなく愛いとしい。

　思いきり出で遅おくれた太陽が、ようやく木々の上から顔を出そうとしていた。
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　てっきり、邪霊が吞のみこんででもいるだろうと思っていた報告書は、屋根裏部屋に残されていた。

　エリエラが書いた文字も残っている。しかし、すべて何の変へん哲てつもないただの文字であり、誰だれにでも読める状態だ。こめられていたはずの魔ま力りよくは、きれいさっぱりなくなっている。

　魔法騎士である彼女にも悟さとられないよう、周しゆう到とうに手を尽つくした最悪の罠わな。

　もはや何の証しよう拠こにもならないそれの表紙を、エリエラはぽんぽんと叩いた。

「自分の未熟さの証あかしです。しばらく棚たなに飾かざって、戒いましめにしますよ」

　愛馬のたてがみをなでながら言う、その笑顔には一点の曇くもりもない。

　保育園の門の前である。

　邪霊との戦いがあってから、十日以上が経過している。今の時間、園児たちは鼻ちょうちんでお昼ひる寝ね中──その隙すきに、とばかりに。

　傷の治ち療りようもそこそこに、エリエラが首都へ帰ろうとしているのだ。

「自分が、保育園のスキャンダル……魔ま力りよく不安定の証左を持ち帰れれば、それを使って閉園に追いこむ。そうでなくても、気脈が乱れて魔力溜チヤクラができかけてることくらい、王都の連中にもわかってたでしょうから」

「報告書に書かないわけがない、か。それほどこの保育園が……」

「園の存在自体が邪じや魔まなのか、ここが壊かい滅めつすることでなんらかのきっかけになってしまうのか。そこまではわかりません。この報告書を作った者の肚はらが、過激派なのかそうでないのかも……。戦が終わって、まだ二年しか経ってない、んですね」

　魔ま道どう報告書は本来、情報の通信と機密保持に使用される物品である。

　保育園が野や盗とうに襲おそわれ、危険を感じたエリエラがマジックキーを発動させたとしても、あの邪霊は顕現していた。すなわち、完全な捨て駒ごま。

　三級魔法騎士エリエラ・カミーネンに対する、あまりにも大きな裏切りだった。

「ハウタウが、いたずらで罠を発動させたことは……結果的にとはいえ、有利にも使えると思うが。お前を利用した連中を、一いち網もう打だ尽じんに……」

「いいんです。ティアマトの言う通り、今騒さわぎにすれば魔族の過激派までつつくことになります。これ以上ぴりぴりしちゃったら、さすがにこの保育園ももたないでしょ？」

「そんなことはない。余裕だ」

「あはははっ。さすが先輩です！」

　人の部屋に勝手に入った罪。

　人の持ち物を勝手にあさった罪。

　人の持ち物にいたずらして、なおかつ逃にげ損そこなった罪。

　かつてないほどの罪状により、ハウマニ・タウマニ姉妹は一ヵ月お菓か子し抜ぬき、さらにシルヴェイラを手伝ってトイレ掃そう除じとあいなった。邪霊によるダメージは早々に癒いえたものの、今回ばかりはごねる気にもならなかったらしく、二人とも粛しゆく々しゆくと罰ばつをこなしている。

　聞くところによると、魔族領ではさらにキツいお仕置きを、実母から受けているとかいないとか。本人たちは青ざめて話してくれないので、知りようもないことだが。

　しかし、魔族側に正式な形で、事情を説明することはできない。

　真相が魔ま王おうに知れたら、即そく開戦である。ねじれにねじれた状態で、泥どろ沼ぬまの戦争に突とつ入にゆうすることになる。それを避さけるため、エリエラが提案したのだ。

　すべて自分のせいにする。

　報告書のマジックキーは自分が誤作動させてしまい、なおかつそれによる現場への影えい響きようをみとめることもできなかった。首都へ帰って、そう報告する──と。

「しかし、本当にちゃんと別れを言わなくていいのか？　フィルンあたりは、きっと泣くと思うぞ」

「あは、そうでしょうか？　もしほんとに泣いたら、そんなことじゃ騎き士しになれないぞって、言っておいてください」

「騎士か。……魔王が乗り気だそうだな」

「うそ!?」

「ティアマトが言っていたぞ。フィルンの実力次し第だいで認めるらしい」

　ラミーネの母、ティアマトにだけは、すべての事情を話しておいた。

　人間側の姑こ息そくな手段に、ひどく憤ふん慨がいしていたが──エリエラのことは気き遣づかい、最終的には理解を示してくれた。魔族側は抑おさえておき、しかるべきルートから人間の首都にも圧力をかけておいてくれるという。

　ありがたい話ではあるが、しかし。

「もし人間の街で修しゆ行ぎようしたいって言うなら、ぜひ自分のところへ……って、無理か」

「……エリエラ。本当にいいのか」

「あはは、いいですって。照れくさいのは苦手なんです」

「そうではない。……自分のせいに、などと。そんなことをしたら、お前はすべてを失うぞ。一級騎士になって、お父上の名めい誉よを受け継つぐのが……夢じゃなかったのか」

　ティアマトの配はい慮りよで、大きな動きは起きないだろう。本来なら暗殺の対象にすらされかねない案件だ、そこは安心できる。

　だが少なくとも、エリエラの出世はありえない。

「先せん輩ぱい」

　馬に荷物をくくりつけ、彼女は青い空を見上げた。

「ずっと、勘かん違ちがいしてたんです。自分は」

「勘違い？」

「父は戦で死にました。魔族と戦って名誉の討うち死に、だからこそ誇ほこらしい、だからこそ騎士と魔族は宿敵……そんな風にばかり考えて。でも、違うんです。それはそれで事実として、誇りはそうじゃないんです」

「騎士の……いや。お父上ご自身の、誇りか」

「はい。父は、父にとっての戦場で、使命を全まつとうしたんです。だから誇らしい……その戦場がどこであれ、何であれ、最後まで成し遂とげたからこそ。なのではないかと」

　それが、エリエラにとっての騎き士し道どう。

　きっとすばらしいことだ、とデルクは思った。未熟者ゆえ、気の利きいた言葉など出てこないが。

「俺もかくありたいものだ」

「ふふ……でも、先輩」

「なんだ？」

「首都に戻もどってきませんか？」

　振ふり向いたエリエラが、まっすぐにデルクを見つめる。

「先輩には、本当に大きな……国家の行く末を左右するような戦場が、たくさん待っていると思うんです。ひょっとしたら、ここもそのひとつなのかもしれないですけど」

「ああ」

「でも」

「うむ」

「先輩。……ですよね」

　相変わらずのブタさんエプロンで胸を張るデルクに、エリエラは笑った。

　もう迷いもないのだろう。

「騎士をクビになったら、いつでもこい」

「はい！　その場合でも、また先輩ですね？　保育士の！」

「ふむ。そのときまでに、『見習い』を外しておかねばな」

「うふふ。楽しみにしてます！」

　では！　と馬に乗り、彼女は去っていった。

　一度も振り返らないその背中が、地平の彼方かなたに消えるまで見送る。

「……行っちゃいましたか」

「ああ。挨あい拶さつしなくてよかったのか？」

　門柱の陰かげに隠かくれていたティリアが、そのままの体勢でうーとうめいた。

「邪じや魔ましちゃいけない気がして……いい雰ふん囲い気きでしたよ、とっても」

「ああ。いい騎士になるぞ、あれは。どこへ行っても、きっとやっていけるだろう」

「そういう意味では……いえ。よかったですね、本当。……よかったんですか？」

「うむ、よかったぞ」

「そうじゃなくて。そのー……いっしょに……首都に帰らなくて」

　騎士の誇り。

　デルクにとってのそれは、あるいはこの戦場にはないのかもしれない。

　ないほうがいい、と望んでいる。この場でそれが発揮されるということは、園児たちが危険にさらされるということだ。エリエラも言っていた。

　誇りは、示すべきときに示すもの。

　自ら追い求めるものではない。

「あーっ!?」

　大声に振り返ると、パジャマ姿のラミーネが立っていた。

　一人ではない。ぞろぞろと、寝ねていたはずの園児たちがこぞって起き出してきている。

「デルク先生、エリエラ氏は!?　荷物とかぜんぜんないんだけど！」

「うむ。うむ？　お前たち、さてはまた屋根裏に忍しのびこんで──」

「そーゆーのいいから！　あっ、うそ待って、あれエリエラ氏？　あの馬に乗ってる豆まめ粒つぶみたいなやつ。ちょっとー、ほんとにいなくなっちゃってるじゃなーい！」

　ぎゃいのぎゃいのと、たちまち大おお騒さわぎである。

　いつのまにか、大いに慕したわれていたようだ。

（どこへ行っても、きっと……。俺も本当に、かくあらねばな）

　まずはこの事態の収しゆう拾しゆうだ。

「あのですね、そのですね、追いかけますっ」

　デルクのエプロンのすそをつかんで、案の定フィルンが訴うつたえている。

　ずいぶんとすばやく考えをまとめられるようになった。もっとも、今はそういう問題ではないのかもしれないが。

「お別れ、ちゃんと、言いたい！　ですね！」

「あきらめろ。この距きよ離りではもう、ファイムジアでも追いつかん。それに、お前たち全員で追いかけるつもりか？　そんなことは不可能──」

　おかーさーん！　と叫さけんだのはラミーネだった。

　ギョッとして振り返るが、誰だれもいない──いや、いる。いまだ邪じや霊れいとの戦いの跡あとが残る焼け焦こげた植林から、長身の龍りゆう母ぼがにゅっと顔を出している。

「こ、これ、ラミーネ。たとえ母が来ていることに気づこうとも、知らぬふりをしなさいとあれほど──」

「そーゆーのもいいから！　エリエラ氏追いかけて、みんな連れて追いかけて」

「何を言うとる!?　いやいや話はわかっとる、聞いてはおったぞ。一人二人ならばともかく、みんなとは何事じゃ。母に無む茶ちやを言うてはいかんぞ！」

　ティアマトさんっ、とティリアがにっこり笑った。

　いつのまに、どこから持ってきたのだろうか。棺かん桶おけほどもある藤ふじ蔓づる編みの大カゴを、彼女はティアマトの前に置く。

「これ、今度、新しいブランコにしようと思ってるんです。これにロープをかけて吊つるしたら、たくさんの子たちがいっしょに乗れるでしょ？　楽しそうですよねー！」

「ほほう。なかなかよい案なのではないか？　これならわらわも乗れそうじゃの。……？　おい、なんじゃその目は。何を期待しておる、や、やらぬぞ!?　いくらなんでもめちゃくちゃであろうが、ティアマトをなんじゃと思うとる!?」

「えー。無理なんですか……」

「無理ではないッ！　……しもうた。し、しかしロープがあるまい！」




　粛々とした足取りで、ドレスの女の子が歩み出た。




　淑しゆく女じよの礼をしっかりとこなし、胸の前で手を組んでこいねがう。

　フン、とラミーネは鼻を鳴らし、フィルンがこの上もない笑え顔がおを咲さかせる。

　ニャクードは無む邪じや気きに飛び跳はね、見えないレッティが懸けん命めいに拍はく手しゆする。

　遅おくれてやってきたハウタウ姉妹が、トイレの掃除用具を天高く掲かかげて──

　やがてがっくりと肩かたを落とし、降参の意思を見せるティアマトを眺ながめて。

「誇りは、あるさ」

　人知れず、デルク・ライシードは呟つぶやいた。




　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　ヒューモン保育園が、地平の果てに遠く見えなくなったころ。

「はあー……」

　かっぽかっぽと愛馬を歩かせ、エリエラ・カミーネンは嘆たん息そくした。

　怖こわくないといえば、うそになる。

　悔くいがないといえば、大うそになる。

「デルク先輩……せめていっしょに来てくださいよぉー」

　三級騎士の本音も本音であった。

　一ひと月つき前に首都を発たったときには、まさかこんな気分で帰き途とにつくとは思ってもいなかったのに。それどころか、

「先輩が、実はあたしのこと好きでぇー……いっしょになろーとか言ってくれてぇー。そんなこと考えてた時期も、ありましたねぇ。うう、いたた……背中めっちゃ痛い……！」

　なにが不ふ遇ぐうの任だ。どこが狭せまい檻おりだ。

　あの保育園の中に無限の可能性が広がっていることくらい、エリエラにもわかった。

　それでも、ひとひらの可能性に賭かけた。騎士見習いと保育士見習い。

　そんなふたつを両立させるより、騎士としてだけ生きたほうが楽に決まっている。

「……苦難に臨のぞみて克こく服ふくせざるは、すなはち騎士道に反する……。はあ」

　ため息などついている場合ではなかった。自分の前にも、苦難が待ち受けている。

　しかし、そこは本当に、自分の誇りを示すべき戦場だろうか？

　デルク・ライシードが身を粉にするような。ティリア・クオランが迷わず導くような。高位魔ま族ぞくですら清せい掃そう員いんに身をやつすような。そんな戦場だろうか？

　わからない。けれども、立ち向かうしかない。

　図はからずも初うい陣じんまですませてしまったことだ、今さら迷うひまなどない。それに、

「また会いたいもんね。……ん？」

　つと馬を止め、エリエラは後ろの空を振り向いた──声が降ってきたような気がして。

　雲ひとつない空と太陽を背負い、ふらふらと何かが飛んでくる。

　四枚の骨張った大きな翼つばさを、懸命に羽ばたかせている長身の魔族。

　その魔族が首にかけている真っ白いロープの先に、見覚えのあるバカでかいカゴがぶらさがっていた。誰かが乗っている。たくさん乗っている。

　こちらに向かって、手を振っている。

「あは……ははっ。あはははははっ」

　それは、前後左右にやたらと揺ゆれて。

「ティアマト、ふらっふらじゃない……！　あはははははは！」

　あたかも大きなブランコのように。

　エリエラは手を振り返した。手た綱づなをはなして、両手を振った。

　龍りゆう女じよが薄うす紫むらさきのしっぽを振ふっている。

　双ふた子ごの魔族神官が、不気味なほど動きをそろえている。

　ひときわ目立つドレスの少女が、カゴの中で転んでしまい──風に翻ひるがえったスカートの中を、真後ろにいた水すい棲せい魔族が目もく撃げきしたらしく、遠目にもわかるほど青ざめている。

　中でも大きく身を乗り出した小さな騎き士しが、必死な顔でなにかを叫んだ。

　さすがに聞こえないけれど。

「またねー！」

　この声も、届かないかもしれないけれど。

　互たがいの道をただひたすらゆけば、いずれ交わることもある。

　それが人であれ、魔族であれ。騎士であれ、保育士であれ。やがては同じ道をゆくこともできるだろう──これからはきっと、そういう時代だ。

　よろめきながら旋せん回かいし、ティアマトが空を戻ってゆく。

　手綱を鳴らして、エリエラは馬を走らせた。

　道みち標しるべもない荒あれはてた野を、まっすぐに人の都まちへ向かって。
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　どうも、神かみ秋あきです。貝類はなかなかに好物、そんな日本酒飲みです。

　特にホタテと牡蠣かきが好きですね。肉厚なのをがぶっといくのがたまりません。

　アサリやシジミもおいしくて好きなんですけど、殻からからいちいちほじくって食べるのがあんまり。生牡蠣はさすがに怖こわいですけど、ホタテはお寿す司しもおいしいですよねー。あのこりこりしていながらまったりとした風味が、まったく最高です。

　食用貝には珍めずらしいものも多そうですけど、大して食べた経験はないです。あまりお店も知りませんし。シャコ貝とか、姫ひめ貝のおいしいお店、誰だれか連れてってくれないかな！

　てなわけで。

　巨きよ大だい吸血貝が縦じゆう横おう無む尽じんに躍やく動どういたしますこの本編（大ウソ）。キャラクターたちが、でっかい貝にどこを嚙かまれるとかわいいか、考えてみました。

　まずはラミーネ。これはもうしっぽですよね。揺ゆるぎないです、しょうがないです。先っぽ嚙まれるのがいいと思ってたんですけど、両手がギリギリ届かない程度の付け根でもいい感じ？　龍りゆうのお姫様に「とって、とってー！」ってお願いされたいところです。

　次にニャクード。そもそも嚙まれないでしょうけど、万が一あるとしたらお尻しりでしょうか？　人魚さんってそこのガード甘そう。そんでこの子、胸も大きいけど、お尻もなかなかのものなんですよね……うふふふふ。

　でもってハウタウ。本ですね。がっつり嚙まれてて開けない。ハウがまずせいいっぱいぶんぶん振ふりたくって、疲つかれて、タウにバトンタッチして、ぶんぶん振りたくって、疲れて、ハウにタッチして。おかしい。この子たちもうちょっと賢かしこいキャラだったのに。

　今回の新キャラ、イナーシャはそりゃー髪かみの毛ですよね！　三つ編みの先せん端たんをバクーですよ！　「なんですの！」って怒おこりながら思いっきり振り回して振り回して振り回した挙げ句粉々に砕くだいちゃって、しばし啞あ然ぜんですよ！　かわいいなあ。

　エリエラ？　人間は手でも嚙まれて泣いてれば？

　内気なレッティと、これまた新キャラで同じく内気なフィルンは、服のすそをまとめて嚙まれてそうですね。二人いっしょにスカートをガブー。とろうにもとれなくて、はわわわわってなって、先生のほうに行こうにも動くことすらままならず、結局その場ではわわわわ。うーん、なるほど。助けずに見守りたい。

　シルヴェイラは。

　シルヴェイラは……………………、おっｐ

　そんな架か空くうの貝談義が本編に一ミリ程度しか関係しない、「保育の騎士とモンスター娘チルドレン」の第二巻。ここにお届けいたしました。

　あの、ほら、ね。前よりは。前の抹まつ茶ちやよりは、本編に関係あります。ミリで。

　今回のラミーネの、最大かわいいポイントなのではないかと、自分で勝手に思ってるんですよね……違ちがう？　ダメ？　どうですどうでしょう？（三み十そ路じ男の上目遣づかい）

　まぁどうでもいいとしまして、絶賛お礼タイム。

　イラストを担当していただきました森もり倉くら円えんさん、まことにありがとうございます！　イナーシャは本当、一発で惚ほれました。ここここれやぁー！　って叫さけんでおりました。こんな子のスカートの中、うーむ覗のぞいてみたい。たとえ何が待っていようとも。

　今回も大変ご迷めい惑わくをおかけし倒たおしております担当さん。お世話になっている専門学校の皆みなさん、並びに友人知人諸氏。そして、ご購こう読どくいただきました読者の皆様方。

　この場を借りて御おん礼れい申し上げます。

　またがんばって本を書きますね。

　ではでは。神秋でした。
















カバー・口絵・本文イラスト／森倉 円

デザイン／沼田里奈
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